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沖縄本部町瀬底方言の助詞

内間直仁

れてきているが，まだ十分とはいえない。本誌

「琉球の方言』でも毎回野原三義氏が各地の実

態を報告している。

これら一連の助詞研究の一助にでもなればと

考え，ここでは本部町瀬底方言の助詞について、

まだ十分に整理されているとはいえないなか尼

も，報告を行なうことにした。資料はほとんど

筆者の内省によるものである。

１はじめに

現代共通語においても，助詞のはたらきにつ

いては十分に明らかにされていない。助詞が構

文上重要なはたらきをしているということは誰

しも認めるところであるが，構文上どのような

はたらきをしているのかということになると，

各説まちまちである。助詞は観念語と観念語の

関係を示す関係語（山田孝雄），文節を構成す

る付属語（橋本進吉），話手の立場を表現する

語（時枝誠記），実質概念と実質概念の関係を

示し，文の成分を構成する関係構成語(渡辺実）

などと，各文法論によってみかたが異なってく

る。

助詞のみかたがこのように各文法論で異なる

のは，助詞が文の構造と密接にかかわっている

からである。従って，助詞の研究は，同時に文

の構造をどうとらえるか，文とはなにかという

文法上の難問に逢着せざるをえないことになる。

文とその構造のとらえ方によって，助詞の分類

やそのはたらきについてのみかたも異なってく

る。助詞の研究で定説が見出しがたい要因の一

つがそこにある。

共通語における助詞の研究は概略以上のよう

であるが，琉球方言における助詞の研究は，ま

だ各地域の共時的実態を報告する段階である。

琉球方言における助詞研究の基礎として，各地

域の実態を明らかにすることは重要である。こ

れまでも諸先学によってあるていど明らかにさ

Ⅱ瀬底方言の助詞概説

１助詞の種類

瀬底方言には下記のような助詞が認められる。

(1)準体助詞

Ｊｉ（の），ｇａｒａ（かやら，かなんぞ）

(2)並列助詞

ｔｕ（と），ｎｕｊａ（のや，やら），ｋａ（か），

ｊａｒａ（やら），ｔ９ｋａ（とか）

(3)格助詞

ｇａ（が），ｎｕ（が），ｎｅＺ（に，へ，），

ｇａ（に，目的），ｔｕ（と），Ogati（ｕｉ）

（へ），ｈａｒａ（から），ｊｏ２ｋａｎ（より），

ｊｉ（Ｓａｉ）（で），ｎｅＺｔｉ（で，場所），

ｒｉ（と，引用）

(4)副助詞

bake2（ばかり），ｍａｒｉｘ（gariZ）（ま

で），ｋａ（まで），nigaX（など，なんぞ)，

ｎｒｅＸ（など），ｋｕｒｅＸ（ぐらい，あたり），
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７atai（あたり，ぐらい），ｎａｘ（ずつ，

ぐらい），ｎｂｌａＺ（ぽっち，だけ），ｂｌｕｎ

（さえ），jatin（でも）

(5)係助詞

ｊａ（は），ｎ（も），ｒｕｎ（ぞ，なんぞ），

ｒｕ（ぞ），ｇａ（か）

(6)連体助詞

ｇａ（の），ｎｕ（の）

(7)接続助詞

ｂａ（ぱ），ｎｅｘ（と），Ｊｉｇａ（のに，けれ

ども），munnu（ものを），gutui（のに），

ｔｕ（ので，から），gaJinaX（ｇａｎｎａＺ）

（ながら），ｓａｋｕＸｊａ（のなら），ｔｅＸｋａｎ

（ｔｅｘｍｔｉｎ）（ても）

(8)終助詞

ｂａＸ（わけ），Ｊｉｇａ（のに），ｍｕ（もの

を），、ａ（な，禁止），ｇａ（か，疑問），

ｇａｊａｘ（かしら），ｂａｎ（だもの），ｍｉ

（か，疑問），ｔｉｘ（～したか，過去疑問），

ｓａｍｉ（かね，たしかめ），ＪｅＺ（～でしょ

う），ｊｉｚ（ね），ｉ（、ｉ）（か，疑問），

ｎａｘ（か，疑問），ｒｏｘ（ぞ），ｊｏｚ（よ），

ｔｅＺ（だよ，～にちがいない），ｓａ（さ，

ね，よ’)，ｊａｘ（ね，よ），caz（目下への

働きかけ），Ｓａｉ（目上への働きかけ），ｂａ

（聞き手への働きかけ）

以上の中から，次のものは間接助詞として認

めてもよい。

ｒｏＸ（ぞ），ｊｏＺ（よ），ｔｅＺ（だよ），ｓａ

（さ，ね,よ），ｉａｚ（ね，よ），Ｃａｚ（目

下への働きかけ），Ｓａｉ（目上への働きかけ)，

ｂａ（聞き手への働きかけ）

うなことが認められる。

(1)準体助詞の直後には，並列助詞，格助詞，

副助詞，係助詞，連体助詞が来ることができ

る。

ｈａｋｕＪｉｔｕｊｕｍｕＪｉｎｕ？aiｎ（書く

のと読むのとがある）

JikaiJibakeXmutbji？ikeZ（使うもの
◎

ばかり持って行け）

ｈａｋｕＪｉｊａｍａｊｉｒｏＸ（書くのはよい）

ｔｕｉｊｉｎｕｍｕｎ（取る人のものだ）

(2)並助詞の直後には，格助詞，副助詞，係助

詞，連体助詞が来ることができる。

？aｒｉＺｔｕｗａｎｔｕｇａｗｕｉｎ（彼と私と

がいる）

ｔｉｘｔｕ９ｉｓａｔｕｂａｋｅＸ？arajun（手
。

と足とばかり洗う）

？aｒｉＸｔｕｗａｎｔｕｊａｗｕｉｎ（彼と私と

はいる）

？ａｒｉｚｔｕ？uｒｉＸｔｕｎｕｎａｈａ（彼とこれと

の仲

ただし，格助詞，副助詞は並列助詞の直前に

来る場合もある。

、ａｇｕＯｇａｔｉｔｕｎａｏａＯｇａｔｉｍｕｔＱｌｉ－

？ikun（名護へと那覇へ持って行く）

ｔｉＸｂａｋｅＸｔｕＧｉｓａｂａｋｅＸ？arajun
O

（手ばかりと足ばかり洗う）

(3)格助詞の直後には，副助詞，係助詞，連体

助詞が来ることができる。

？aｒｉｘｇａｂａｋｅｚｍｉｚｎ（彼がばかり見

る）

？ａｍｉＺｎｕｍａｒｉＸのuin（雨がまで降る）

？aｒｉｚｇａｊａｎａｉｎ（彼がIまできる）

？aｒｉＺｇａｒｕｎａｉｒｕ（彼ができるんだ）

？uｊａｔｕｎｕｎａｈａ（親との仲）

、aのａＯｇａｔｉｎｕｍｕｎ（那覇へのもの）

２，助詞どうしの相互関係

各助詞どうしの関係としては，およそ次のよ
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ただし，副助詞は格助詞の直前に来ることも

できる。

７ariXbakeZganokojun（彼ばかりが

残る）

kiZbakeZnuharijun（木ばかりが枯

れる）

ｕｕＸｍａｒｉＸｎｅＺ？ｊｕＺｎ(人までに言う）

？ｕｊａｎｉｇａＺｔｕ？ikun（親などと行く）

ｊｉｄ５ａｍａｒｉＸＯｇａｔｉｔｉＤｋｅｚｓｕｎ（兄ま

でへ手向う）

また，格助詞ｈａｒａ（から）も副助詞的性格

をもち，その前後に他の格助詞が来ることがで

きる。

？jａＸｇａｈａｒａｗａｊＪｅｎ（君がから悪い）

７jａＸｈａｒａｇａｗａＪＪｅｎ（君からが悪い）

？ａｍｉＺｎｕｈａｒａのuin（雨がから降る）

？ａｍｉＺｈａｒａｎｕのuiのadmmain（雨から

が降りはじめる）

？ｕｊａｎｅＸｈａｒａ？jun（親にから言う）

Ｊｉｄ５ａｈａｒａｎｅＸ？jun（兄からに言う）

(4)副助詞の直後には，係助詞，連体助詞が来

ることができる。

ｍｉｄ２Ｉｉｂａｋｅｘｊａｎｕｍａｒａｎ（水ばか

りは飲めない）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｇａ？ikuZra（名護まで行

くのかしら）

ｓａｋｉｎｉｇａＸｒｕｎｕｍｕＺｒｕ（酒などを飲

むのだ）

ｊａｍａｂａｋｅＸｎｕｊｉｍａＺ（山ばかりの島）

ｎａｇｕｍａｒｉＺｎｕｍｉｕｉ（名護までの道）

副助詞の前後には並列助詞，格助詞が来るこ

とができる。

並列助詞一副助詞

ｍａＺｔｕ？ｕｊｉｔｕｂａｋｅＸＪｉｋａｎａｊｕｎ
ｏ

（馬と牛ばかり飼う）

ｔｉＸｎｕｊａＦｉｓａｎｕｊａｍａｒｉＸ？ara-

jun（手やら足やらまで洗う）

格助詞一副助詞

？ｕｊａｔｕｂａｋｅＺ？ikun（親とばかり行く）

ｎａｇｕＯｇａｔｉｍａｒｉＺ？ikun（名護へまで

行く）

副助詞一並列助詞

のａｒｕｂａｋｅＸｔｕ？ｕｍｉｂａｋｅＸ？ｉｋｕｎ

（畑ばかりと海ばかり行く）

ｓａｋｉｂａｋｅＺｔｕｋａｔａｂａＸｋｕｂａｋｅＺ
ｏ

ｈｏＸｊｕｎ（酒ばかりとか煙草ばかり買う）

副助詞一格助詞

？uttubal⑩eZtu7aJibun（弟ばかりと

遊ぶ）

のarumarixOgatimutui？ikun（畑へ

まで持っていく）

また，副助詞どうしは重なることもある。

ｍｉｄ５ｉｂａｋｅＺｎｉｇａＺｊａｎｕｍａｒａｎ

（水ばかりなどは飲めない）

ｍｉｄ５ｉｂａｋｅＺｔｊｕｎｎｕｍａｓａｎ（水ば

かりさえ飲まさない）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｎｒｅＺ？iｋｉｊｕＸｓｕｎ（名

護までなど行ける）

？u、？aｔａｉｂｌｕｎｎａｒａｎ（これぐらいさ

えできない）

(5)係助詞は，準体助詞，並列助詞，格助詞，

副助詞，接続助詞の直後に来る。

？iｋｕｊｉｊａｊａｊＪｅｎ（行くのはたやすい）

ｍａｘｋａ７ｕＪｉｋａｊａｊｉｋａｎａｊｕｎ（馬
Ｏ

か牛かは飼う）

？ｕｊａｎｅＺｊａ？jun（親には言う）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｊａ？ikun（名護までは行く）

ｈａｋｉＺｂａｊａｎａｒａｎＪｉｇａ（書くとい

けないが）

ｈａｋｉｎｅｘｇａｎａｉｒａ（書かないといけな
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いかしら）

(6)連体助詞は，準体助詞，並列助詞，格助詞，

副助詞の直後に来ることができる。

ｈｏｉｊｉｎｕｍｕｎｊｅＺｓａ（買う人のも

のだ）

？uＪｉｔｕｋａｎｕＵｌｉｎｕＸ（牛とかの角）
。

？uｊａＤｇａｔｉｎｕｍｕｎ（親へのもの）

ｗｕｇｉｂａｋｅＺｎｕのaru（砂糖きびばかり

の畑）

ｈａｋｕｘｊｉｋａｊｕｍｕｘＪｉｍｕｔ血koX

（書くものか読むものもってこい）

ｎｕｍｕＺＪｉｊａｒａｋｅＸｊｉｊａｒａｍａｎ－

ｒｉｚｎ（飲むものやら食うのやらたくさんある）

ｔａｋａｊｅＸＪｉｔ９ｋａｊａＪＪｅＸＪｉｔｕｋａｏ

？iru?iru？aiｎ（高いものとか安いものと

かいろいろある）

２）格助詞に接する

？jｕＸｊｉｇａｓｕＺｓａ（言う人がするよ）

ｈａｋｕＺｊｉｎｕｗａＪＪｅｎ（書く人が悪い）

ｈｅＺｋｕｔｕｉＪｉｎｅＸｋｉＺｊｕｎ（早く取る

人にあげる）

ｋｅＺｊｉｔｕｍａｎｄ５ｉｔａｔｔｕｎ（食べると

同時に立つ）

？ｕｊａｎｋｕｔｕｓｕＸＪｉＯｇａｔｉｋｉＺｊｕｎ

（親のことをする人へあげる）

ｈｅＺｋｕｋｕＺｊｉｈａｒａのad5imijun（早

く来る人からはじめる）

ｔａｒｅＸｍａｓｕＺｊｉｊｏＸｋａｎｊｏｎｎａＺＪｅＺ

（すぐするよりゆっくりしなさい）

？ａｒｉＸｇａｓｕｋｏｉＪｉＪｉｍａｎｉ？ａＺｊｕｎ
ｏ

（彼がつくるので間に合う）

？ｕｒｉｘｊａｈａｋｕｘＪｉｒｉ？jｕｚｔａｎ（こ

れは書くものと言っていた）

３）副助詞に接する

jumuZJibakezmutbIi？ikeZ（読むも

のばかり持っていけ）

hａｋｕｚｊｉｍａｒｉｚｊａｍｉｎ（書くのまでや

める）

７ａｒｉＸｇａ？ａｊｉｂｕＪｉｎｉｇａＸｊａ？u-

bIVkex（彼が遊ぷものなどはおいておけ）

ｎｕｍｕＪｉｎｒｅＸ７ａｉｇａｊａＸ（飲むものな

どあるかしら）

ｊｕｍｕＺＪｉｋｕｒｅＸｊａｎａｉｓｕＸｒｕ（読

むことぐらいはできるでしょう）

Ⅲ瀬底方言の助詞

１，準体助詞

準体助詞は体言に準じて用いられるもので，

それのついた全体も体言あつかいをうける。

１，１Ｊｉ（の）

Ｊｉ（の）は，それ自体体言的資格をもってお

り，どちらかといえば，むしろ形式体言的であ

る。従って，文脈によっては，「こと」「もの」

「人」などの意を表わす。

〔うける形式〕

共通語の準体助詞の「の」は，活用語の連体

形，連体詞，体言または体言あつかいのものを

うけるが，琉球方言のｊｉ（の）は,活用語の準

体形のみをうけ，体言をうけえないところに特

徴がある。用例は〔接する形式〕のところで示

す。

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する

ｈａｋｕＸＪｉｔｕｊｕｍｕＺｊｉｔｕｎｕＸ

ｍａｊＪｅｘｇａ（書くのと読むのとどっちがよ

いか）

ｍｉＸＪｉｎｕｊａｋ１ｋｕ：Ｊｉｎｕｊａｇａｎ－

ｒｉＸｎ（見るのや聞くのやたくさんある）
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ｍｉＺｊｉ？aｔａｉｊａｎａｉｓｕＸｒｕ（見る

ことぐらいはできるでしょう）

ｋｅＸＪｉ跡uｎｎｅＺｎ（食ぺるものさえない）

nｕｍｕＺｊｉｊａｔｉｎｎｅＺｎ（飲むものなども

ない）

４）係助詞に接する

ｈａｋｕＺＪｉｊａ？aiｎ（書くのはある）

ｈａｋｕＺｊｉｎ７ａｉｎ（書くのもある）

ｈａｋｕＸＪｉｒｕｎ？aｉｎｅＸＪｉｍｕｎ（書く

のなんぞあればいいよ）

ｈａｋｕＺＪｉｒｕ？airu（書くのがあるのだ）

ｈａｋｕＺＪｉｇａ？airａ（書くのがあるのかしら）

５）連体助詞に接する

hａｋｕＸＪｉｎｕｍｕｎ（書く人のものだ）

tｕｉｊｉｇａｍｕｎ（取る人のものだ）

い、）

２）格助詞に接する

ｔａＺｇａｒａｇａ？ikunjoZ（誰かが行く

よ）

ｒａＺｇａｒａｎｕｊａｍｕｎｊｏＸ（どこかが痛

むはずだよ）

nuZgaraneZUllkkakijun（なにかに

蹟<）

ｎｕＸｇａｒａｔｕｈｅＺｊｕｎ（なにかと換える）

ｔａＸｇａｒａＤｇａｔｉｋｉＸｊｕｎ（誰かへあげる）

ｒａＸｇａｒａｈａｒａｋｕＸｎ（どこからか来る）

ｎｕＸｇａｒａｊｏＺｋａｎｂｌｕＺＪｅｎ（なにかより

強い）

ｎｕＺｇａｒａＪｉｓｐｋｏｊｕｎ（なにかで作る）

ｒａＸｇａｒａｎｅＸｔｉ７ａｊｉｂｕｎ（どこかで遊

ぶ）

ｎｕＸｇａｒａｒｉ？』u、（なんとかという）

３）副助詞に接する

ｎｕＺｇａｒａｂａｋｅＸｈｏＺｊｕｎ（なにかなど

ばかり買う）

nuXgaramari：mutulkuXban（な

にかまで持ってくるよ）

ｎｕＺｇａｒａｎｉｇａＺ７ｉｄ５ａｊｅＺ（なにかな

ど出しなさい）

ｒａＸｇａｒａｎｒｅｘ？ikeZ（どこかなどへ行

け）

ｎｕＺｇａｒａｋｕｒｅＸｍｒｅＺｓａｎｎｉ（な

にかなどあるでしょう）

ｎｕＺｇａｒａ？ａｔａｉ７ａｒｅＸｓａｎｎｉ

（なにかなどあるでしょう）

ｒａＺｇａｒａｎａＸ７ｉｄ５ＭｅＺｓａ（どこか

など行ってきたんだね）

ｎｕＺｇａｒａＧｊｕｎｎｅＺｎ（なにかさえない）

nuZgarajatinmutbIikoX（なにかで
◎

１Ｍ)ってこし、）

１，２ｇａｒａ（かやら，力､なんぞ）

対象を漠然とさす意を表わす。

［うける形式〕

１）疑問詞をうける

nｕＸｇａｒａｈｏＸｊｕｎ（なにかを買う）

ｒａＺｇａｒａＯｇａｔｉ７ｉｋｕｎ（どこかへ行く）

ｔａ２ｇａｒａｓｏＸｔｉ？ikeX（誰かつれてい

きなさい）

［接する形式〕

１）並列助詞に接する

ｎｕＺｇａｒａｊａｒａのｕｉｇａｒａｊａｒａ？o-

hoJen（なんとかやらかんとかやら多い）

ｒａＸｇａｒａｋａｎｅＸ？aｉｎｊｏ（どこか

にあるよ）

ｎｕＸｇａｒａｊａｒａ中ｕｉｇａｒａｊａｒａ？i-

UlunaJen（なんとかやらかんとかやらで忙し

い）

ｎｕＸｇａｒａｔＶｋａ巾uigaratukari-o

GlimuUlikaJen（なんとかかんとかでむずか
。
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４）係助詞に接する

ｎｕＺｇａｒａｊａ？aｉｎｊｏＸ（なにかはある

よ）

ｎｕＺｇａｒａｒｕ？airu（なにかｶﾖあるのだ）

ｎｕＸｇａｒａｇａ？airａ（なにがあるのかし

ら）

５）連体助詞に接する

ｎｕＺｇａｒａｎｕ巾9tａ（なＩこかの蓋）
rａＸｇａｒａｎｕｂｌｕＺ（どこかの人）

ｍｅＸｂａｋｅＸｔｕ？ａｔｕｂａｋｅＸｋｉＸ

ＪＫｋｉｊｕｎ（前ばかりと後ばかり気をつける）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｔｕｎａ巾ａｍａｒｉＸ？ｉｄ５ｉ－

ｋｕｎ（名護までと那覇まで行ってくる）

ｍｅＺｎｉｇａＸｔｕ？ａｔｕｎｉｇａＺｋｉＸ

Ｊｉｋｉｒｅｚ（前などと後など気をつけなさい）
ｏ

７ａｎ？ａｔａｉｔｕ？u、？ａｔａｉｊａｎａｉｎ

（あのぐらいとこのぐらいはできる）

ｔｉＸＱｊｉｎａｘｔｕｔａＸｕｉｎａｘｗａｋｉｊｕｎ

（一つずつと二つずつ分ける）

４）接続助詞の一部をうける

ｈａｎａＺｄ５ｉｎｕｍｉＺｂａｔｕｋｅＺｂａｒｅＸ

ｇａｊａZ（必ず飲めばと食べればであろう

か）

？ｉｋｉｇａｊｉｎａＸｔｕｋｉＸｇａＪｉｎａＸｊｕｉｎ

（行きながらと来ながらよる）

〔接する形式〕

１）格助詞に接する

？ａｒｉＸｔｕ？uｒｉＸｔｕｇａｗｕｉｓａ（あ

れとこれとがいるよ）

？aｍｉＸｔｕｈａｄ５ｉｔｕｎｕＵｕＺＪｅｎ（雨

と風とが強い）

？ｕｊａＺｔｕｂｌｏＸｒｅＺｔｕｎｅＺ？』u、（親と

兄弟とに言う）

ｔｕｇｕＸｂｌｉｔｕｎａｇｕｔｕＯｇａｔｉ？ｉｋｕｎ

（渡久地と名護とへ行く）

ｎａ９ｕＸｔｕｎａのａｔｕｈａｒａｋｕＺｎ（名護

と那覇とから来る）

？ａｒｉＺｔｕ７ｕｒｉＺｔｕｊｏＺｋａｎｔａｋａＪｅｎ

（あれとこれとより高い）

ｋｕｍｉＺｔｕｍｕｇｉＺｔｕＪｉｓ１ｋｏｊｕｎ（米

と麦とで作る）

ｎａｇｕＺｔｕｎａ巾ａｔｕｎｅＺｔｉｈｏＸｊｕｎ

（名護と那覇とで買う）

naguZtuna中ａｔｕｒｉ？jun（名護と

２，並列助詞

別個で対等の概念を結びつけるはたらきがあ

る。別個で対等であるがゆえに，先行概念と後

行概念の入れ替えが可能である。

２，１ｔｕ（と）

同趣の概念を対等の関係で列挙する。

〔うける形式〕

１）体言および準体助詞をうける

？jａＸｔｕｗａｎｇａ７ｉｋｕｎ（君と私が行

く）

ｍａＸｔｕ７ｕＪｉｎｕｗｕｉｎ(馬と牛がいる）

準体助詞の用例は「準体助詞」の項参照。

2）格助詞をうける

７ａｒｉＸｇａｔｕｗａｎｇａ？ikun（彼くが〉

と私が行く）

ｍａＸｎｕｔｕ？uＪｉＸｎｕｋｅＸｎ（馬くが〉

と牛が食う）

?uｊａｎｅＺｔｕｋｗａＺｎｅＺ７ｊｕｎ（親

くに〉と子に言う）

naguOgatituna中ａＤｇａｔｉｎｕＵｊｕｘ

（名護へと那覇への人）

ｎａｇｕｈａｒａｔｕｎａ○ａｈａｒａｎｕＵｕＸ

（名護からと那覇からの人）

３）副助詞をうける

-３６－

Hosei University Repository



那覇とと言う）

２）副助詞に接する

ｔｉＸｔｕＣｊｓａｔｕｂａｋｅＺ？arajun（手

と足とばかり洗う）

ｔｉＸｔｕＣｌｓａｔｕｍａｒｉＸ？arajun（手

と足とまで洗う）

ｔｉＺｔｕＱ８ｓａｔｕｎｉｇａＸｊａｍａｓｕｎ（手

と足となど痛める）

７uＪｉＸｔｕｍａＺｔｕｎｒｅＺＪｉｋａｎａｊｕｎ（牛。

と馬となど飼う）

７ｕｊｉＸｔｕｍａＺｔｕｋｕｒｅＺｊａＪｉｋａｎａ－
Ｏ

ｊｕｎ（牛と馬とく゛らいは飼う）

ｎａｇｕＺｔｕｎａ･ａｔｕ？ａｔａｉｊａ？ｉｋｕｎ

（名護と那覇とぐらいは行く）

ｔｉＸ町ｉｎａＸｔｕｔａＸＵ｢ｉｎａＺのagun（－

つと二つずつ配る）

ｔｉｘｔｕＣｌｓａｔｕｂｌｕｎ？araran（手

と足とさえ洗わない）

？ａｒｉＸｔｕ？uｒｉＸｔｕｊａｔｉｎＪｉｍｕｎ（あ

れとこれとでもよい）

３）係助詞に接する

？jａＸｔｕｗａｎｔｕｊａｎｏｋｏｉｎ（君と私と

は残る）

？ａｒｉＺｔｕ？ｕｒｉＺｔｕｎ？iｋｕｎ（あれと

これとも行く）

？ａｒｉＸｔｕ？ｕｒｉＸｔｕｒｕｎ７ｉｋｉｎｅＸ

ｎａｒａｎ(あれとこれとなんぞが行くといけない）

？ａｒｉＸｔｕ７ｕｒｉＸｔｕｒｕｓｏＸｔｉ？ｉｋｕｒｕ

（あれとこれとをつれていくのだ）

？ａｒｉＸｔｕ？ｕｒｉＸｔｕｇａｓｏＺｔｉ？ｉｋｕｒａ

（あれとこれとをつれていくのかしら）

４）連体助詞に接する

７ａｒｉＺｔｕ？jａＸｔｕｎｕｎａｈａ（彼と君

との仲）

２，２ｎｕｊａ（のや，や，やら）

同趣のものが他にもあることを言外に示しな

がら，対等の事物概念や動作概念および情態概

念などを列挙する。

〔うける形式〕

１）体言および準体助詞をうける

？arinuja･urinuja？iuunaJen（あ

れやこれやで忙しい）

ｔｉＸｎｕｊａＣｉｓａｎｕｊａｊａｒｉｎａｒａｎ
ｏ

（手やら足やら痛くて７３§らない）

準体助詞の用例は「準体助詞」の項参照。

２）活用語の終止形をうける

ｈａｋｕｎｎｕｊａｈａｋａｎｎｕｊａｒｉ？jun

(書くのや書かないのやと言う）

takaJennujaCikuJennuiari？ｊｕｎｏ

（高し､の低いのという）

ｈａｋａｓｕｎｎｕｊａｊｕｍａｓｕｎｎｕｊａｒｉ

？jun（書かすの読ますのという）

３）格助詞をうける

？ａｒｉＸｇａｎｕｊａ中ｕｒｉＸｇａｎｕｊａｍｕ－

ｔ岨kun（あれがやらこれがやら持ってくる）

ｔｉＸｎｅＸｎｕｊａＵｌｉｒａｎｅＸｎｕｊａｎｕｉ－

ｋｕrusun（手やら足やらへぬりたくる）

ｋｗａＸｔｕｎｕｊａｍａＸｇａｔｕｎｕｊａ７ｏＸ－

ｊｕｎ（子とやら孫とやらけんかする）

？ａｒｉＤ９ａｔｉｎｕｊａ巾ｕｒｉＤｇａｔｉｎｕｊａ

ｎｕｍｕｎｎｕ？uhoJen（あれへやらこれへ

やらのものが多い）

？ariharanuja巾uｒｉｈａｒａｎｕｊａ

ｎｕｍｕｎｎｕ７ｕｈｏＪｅｎ（あれからやらこれ

からやらのものが多い）

４）副助詞をうける

ｔｉＸｂａｋｅＺｎｕｊａＣｊｓａｂａｋｅＸｎｕｊａｒｉ

？』u、（手ばかりやら足ばかりやらという）

ｎａｇｕｍａｒｉＺｎｕｊａｎａ巾ａｍａｒｉＸｎｕｊａ
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rａ（豆やら芋やらなどを植えよう）

hａｍａｎｕｊａｋｗａｉｎｕｊａｋｕｒｅＺｍｒａ－

ｒｅ（鎌やら鍬やらあたりを洗いなさい）

ｔａＸＵｉｎｕｊａｍｉＺｕｉｎｕｊａ？atai巾a-

gez（二つやら三つやらぐらい配りなさい）

７ｕｉｎｕｊａＣ９ｂｌａｎｕｊａｂｌｕｎｗａｋａｒａｎ

（上やら下やらさえわからない）

ｍａＸｎｕｊａ？ｕｊｉｎｕｊａｊａｔｉｎｋａＺｎ

（馬やら牛やらでも食わない）

3）係助詞に接する

ｋｗａＺｎｕｊａｍａＸｇａｎｕｊａｊａｓｏＺｔｉ－

７ｉｋａ、（子やら孫やらはつれていかない）

ｍｅＺｎｕｊａ①ｕＪｉｎｕｊａｎｗａｋａｒａｎ
ｏ

（前やら後やら()わからない）

ｍａＸｎｕｊａ？uJinujarunkeZneX

Jimun（馬やら牛やらなどが食えばよい）

ｔｉＺｎｕｊａＣｉｓａｎｕｊａｒｕ？arairu
o

（手やら足やらを洗うのだ）

ｔｉＺｎｕｊａ９ｉｓａｎｕｊａｇａ？ａｒａｉｒａ
ｏ

（手やら足やらを洗うのかしら）

４）連体助詞に接する

Jid5anuja？uｔｔｕｎｕｊａｎｕｍｕｎ

ｈｏＸｊｕｎ（兄やら弟やらのものを買う）

ｒｉ？』u、（名護までやら那覇までやらという）

？ａｎ７ａｔａｉｎｕｊａ？u、？ａｔａｉｎｕｊａ

ｒｉ？』u、（あのぐらいやらこのぐらいやらと

いう）

ｔｉＸｂｌｉｎａＸｎｕｊａｔａＸＵｌｉｎａＸｎｕｊa

kubajun（一つずつとか＝つずつ配る）

５）接続助詞gajinaz（ながら）をうける。

？ikigaJinaXnujakiXgaJinaXju-

in（行きながらやら来ながらよる）

〔接する形式〕

１）格助詞に接する

？ｕｔｔｕｎｕｊａＪｉｄ５ａｎｕｊａｇａｗｕｉｍｕ

（弟やら兄やらがいるものを）

ｍａＸｎｕｊａ７ｕＪｉｎｕｊａｎｕｍａｎｒｉＸｎ

（馬やら牛やらが多い）

ｔｉ：ｎｕｊａＣｉｓａｎｕｊａｎｅｘＪｌｋｉｊｕｎｏ

（手やら足やらへつける）

Ｊｉｎａｎｕｊａｄ５ａｒｉｎｕｊａｔｕｍａｎｄ９ｉｉ－

ｊｕｎ（砂やら砂利やらと混ぜる）

？uttunujaJid5anujaOgatimu-

tbli7ikun（弟やら兄やらへ持って行く）

７uttunujajid5anujahara？ｊａＺ

ｒｉｎ（弟やら兄やらから言われる）

？ｉＪｉｎｕｊａｈａｎｉｎｕｊａｊｏＸｋａｎｂｌｕＸ－

ｊｅｎ（石やら鉄やらより強い）

ｋｉＸｎｕｊａｒａｋｉｎｕｊａＪｉｓ９ｋｏｊｕｎ（木
やら竹やらで作る）

ｍａＸｎｕｊａ？ｕｊｉｎｕｊａｒｉ？』u、（馬や

ら牛やらという）

２）副助詞に接する

ｔｉＸｎｕｊａＣｉｓａｎｕｊａｍａｒｉＸｊａｍｕｎ
ｏ

（手やら足やらまで痛む）

ｍａｍｉｘｎｕｊａ７ｏｚｏａｎｕｊａｎｉｇａｚ７ｕ－

ｉｊｕｎ（豆やら野菜やらなどを植える）

ｍａｍｉｘｎｕｊａ７ｕｍｕｘｎｕｊａｎｒｅｚ７ｕｉ－

２，３ｋａ（か）

いくつかの事物，動作，状態を列挙して，そ

の中から一つをえらぶことを表わす。

〔うける形式〕

１）体言および準体助詞をうける

７aｒｉＸｊａｄ５ｉｎａｎｋａｓａｎｎａｎｋａ

ｒｅＸｒｕ（あれは次男か三男かだ）

？ｕｒｉｘｊａ７ｉＪｉｋａｈａｎｉｋａｒｅＺｒｕ

（これは石か鉄かだ）

準体助詞の用例は「準体助詞」の項参照。

２）活用語の準体形をうける
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（名護までか那覇まで行く）

tuguXblinigaZkanagunigaZ？i－

ｄ５ｅＸｓａ（渡久地などか名護など行ったにち

がいない）

tiXnreXka9lsanreX7arareZ（手

などか足など洗いなさい）

ｔａＺｎｌｉｋｕｒｅＸｋａｍｉＺＰＩｉｋｕｒｅＸｎａｉｎ

(＝歳ぐらいか三歳ぐらいになる）

ｔａＸｈｌｉ？ａｔａｉｋａｍｉＺｂｌｉ７ａｔａｉ巾agun

（二つずつか三つずつ配る）

ｔａＺｂｌｉｎａＸｋａｍｉＸｂｌｉｎａＸｋｉＺｊｕｎ

（＝っずつか三つずつくれる）

５）接続助詞の一部をうける

ｈａｋｉＺｂａｋａｊｕｍｉＸｂａＪｉｍｕＸｓａ

（書けばか読めばよい）

？ｉｋｉｇａｌｉｎａＸｋａｋｉＺｇａＪｉｎａＸｊｕｒｅＺ

（行きながらか来ながら寄れ）

〔接する形式〕

１）格助詞に接する

？ａｒｉＸｋａｗａｎｋａｇａ？ikun（彼か私

かが行く）

ｍａＺｋａ？uＪｉｋａｎｕｋｅＸｎ（馬か牛か

が食う）

Ｊｉｄ５ａｋａ？uttukaneX7ibI9keZ（兄

か弟かに言っておけ）

Ｊｉｄ５ａｋａ？ｕｔｔｕｋａｔｕ？ikun（兄か

弟かと行く）

？ｕｊａｋａＵｊｏＸｒｅＺｋａＯｇａｔｉ？iｂｌｅＸ

ｓａ（親か兄弟かへ言ったにちがいない）

？uｉｋａ９ｉｕａｋａｈａｒａｋｕＺｎ（上か下
◎

かから来る）

？ｕｊａｋａｕｏＸｒｅＺｋａｊｏＸｋａｎｍａＪｉ

（親か兄弟かよりよい）

ｋｕｍｉＸｋａｍｕｇｉＸｋａＪｉｓ９ｋｏｊｕｎ（米

ｈａｋｕＺｋａｊｕｍｕＸｋａｓｕｎ（書くか読む

かする）

ｔａｋａＪｅＸｋａＣｉｋｕＪｅＸｋａｊｕＸｗａｋａｒａ
Ｏ

ｎ（高し､のか低いのかよくわからない）

ｈａｋａｓｕｋａｊｕｍａｓｕｋａｓｕｎ（書か

せるか読ませるかする）

３）格助詞をうける

？aｒｉＸｇａｋａｗａｎｇａ７ｉｋｕｎ（彼が力、

私が行く）

ｍａＺｎｕｋａ？uＪｉＸｎｕｋｅＸｎ（馬力§か牛

が食う）

７ｕｊａｎｅＺｋａ？uttuneZ？』u、（親|こ

か弟に言う）

？ｕｍｕｘｈａｄ５Ｉｉｚｇａｋａｗｕｇｉｎａｇｉｚ

ｇａ？id5an（芋掘り|こか砂糖きび収穫に行っ

た）

？ｕｊａｔｕｋａＪｉｄ５ａｔｕ？ｉｄ５ｅＺｎｊｏＺ

（親とか兄と行ったにちがいない）

ｎａｇｕＯｇａｔｉｋａｎａ巾ａＯｇａｔｉ？id5an

（名護へｶｭ那覇へ行った）

ｎａｇｕｈａｒａｋａｎａのａｈａｒａｋｕＸｎ（名護

からか那覇から来る）

？ａｒｉｊｏＺｋａｎｋａ？ｕｒｉｊｏＸｋａｎｍａＪｉ

（あれよりかこれよりよい）

ｋｕｍｉＺＪｉｋａｍｕｇｉＸＪｉｓ９ｋｏｊｕｎ（米
でか麦で作る）

ｎａｇｕｎｅＺｔｉｋａｎａ巾ａｎｅＸｔｉ？ｕｊｕｎ

（名護でか那覇で売る）

ｈａｋｕｎｒｉｋａｊｕｍｕｎｒｉ？』u、（書く

とか読むと言う）

４）副助詞をうける

ｈａｋｉｂａｋｅＺｋａｊｕｍｉｂａｋｅＺｓｕｎ（書

きばかりか読みばかりする）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｋａｎａ巾ａｍａｒｉＺ７ｉｋｕｎ
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力勤麦かで作る）

ｎａｇｕｋａｎａ巾ａｋａｎｅＸｔｉ？aXtan（名

護か那覇かで会った）

７ｊａＸｋａｗａｎｋａｒｉ？』u、（君か私か

と言っていた）

２）副助詞に接する

？ujakaJid5akabakeXtarugaki-

jun（親か兄弟かぱかり頼りにする）

？uＪｉｋａｍａＸｋａｍａｒｉＸｊｉｋａｎａｉ
ｏ

ｊｕＸｓａｎ（牛か馬かまで飼うことができなし､）

７uｊｉｋａｍａＸｋａｎｉｇａＸＪｉｋａｎａｊｕｎ
ｏ

ｊｏＸ（牛か馬かなど飼うよ）

ｔａのｕＸｋａ？ｊｕＸｋａｎｒｅＸｈｏＸｔｉｋｏＺ

（蛸か魚かなど買ってこい）

ｔａ巾ｕＺｋａ？jｕＸｋａｋｕｒｅＸ７ａｒｅＸｓａ

ｎｎｉ（蛸か魚かぐらいはあるはずだ）

ｈａｋｕＸｋａｊｕｍｕＺｋａ？ａｔａｉｊａｎａｉｎ

（書くか読むぐらいはできる）

ｔｉＺＵＩｉｋａｔａＸｔＩｉｋａｎａＺｋｕｂａｊｕｎ

（－つか二つかずつ配る）

７ａｒｉＸｋａ７ｕｒｉＺｋａｂｌｕｎｗａｋａｒａｎ

（あれかこれかさえわからない）

ｓａｋｉＺｋａｔａｂａｋｕｋａｊａｔｉｎｈｏＸｒｅＸ

（酒か煙草かでも買いなさい）

３）係助詞に接する

？ｊａｘｋａｗａｎｋａｊａ？iｋａｎｎｅｘ

ｎａｒａ（君か私かは行かなければならない）

？ａｒｉＸｋａ？ｕｒｉＸｋａｎｗａｋａｒａｎ

（あれかこれかもわからない）．

７ａｒｉＺｋａ７ｕｒｉＺｋａｒｕｎ？iｋｉｎｅＸ

ＪｉｍｕＪｉｇａ（あれかこれかがなんぞ行けば

よいのだが）

ｔａｏｕｘｋａ７ｊｕｘｋａｒｕ？airu（蛸か魚

かがあるのだ）

ｔａ巾ｕｘｋａ７ｊｕｚｋａｇａ？airａ（蛸か魚

力､があるのか）

4）連体助詞に接する

piXd5aZka？uＪｉｋａｎｕＵｌｉｎｕＸ（山羊

か牛かの角）

２，４ｊａｒａ（やら）

同趣の事柄をいくつか例示する意を表わす。

〔うける形式〕

１）体言および準体助詞をうける

ｍａＸｊａｒａ？uJijaramanriZn（馬やら

牛やら多い）

ｋｉｚｊａｒａｒａｋｉｊａｒａｇａｄ５ｉｒｉＸｎ（木や

ら竹やらたくさん積んである）

準体助詞の用例は「準体助詞」の項参照。

２）格助詞をうける

７ａｒｉＺｇａｊａｒａ？uｒｉＸｇａｊａｒａｍｕ－

ｔｂＩＡｋｕｎ（あれがやらこれがやらもってくる）

ｔｕｉｎｕｊａｒａｍａｊａｚｎｕｊａｒａｋｅＸｎ

（鳥がやら猫がやら食う）

ｔｉｘｎｅｚｊａｒａＣｉｓａｎｅｚｊａｒａｊｉ－
ｏ

ｇａｊｕ、（手やら足やFうにつく）

？ｕｍｕｈａｄ５ｉＸｇａｊａｒａｋｕｓａｈａｉｇａ
ｏ

ｊａｒａ？ikun（芋掘りにやら草刈りIこやら行

く）

？ｕｔｔｕｔｕｊａｒａＪｉｄ５ａｔｕｊａｒａ７ｉ－

ｋｕｎ（弟とやら兄とやら行く）

？ｕｊａＤｇａｔｉｊａｒａｂｌｏＸｒｅＸＯｇａｔｉｊａ－

ｒａｍutGji7ikun（親へやら兄弟へやらもっ

ていく）

ｋｗａＺｈａｒａｊａｒａｍａＸｇａｈａｒａｊａｒａ

ｍａｎｒｉZｎ（子供からやら孫からやらたくさん

いる）

３）副助詞をうける

ｔｉＸｂａｋｅＺｊａｒａＣｉｓａｂａｋｅＺｊａｒａ
Ｏ

？arajun（手ばかりやら足ばかりやら洗う）
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２）副助詞に接する

ｔｉＸｊａｒａ９ｉｓａｊａｒａｂａｋｅＸ？arai-
o

kurusun（手やら足やらばかり洗ってし､る）

ｔｉＸｊａｒａＣｉｓａｊａｒａｍａｒｉＸｊａｍａｓｕｎ
ｏ

（手やら足やらまで痛める）

ｕ０:reZjara？ibJlkujaraniga：

kuZjiga（兄弟やら従兄弟やらが来るよ）

ｍａＺｊａｒａ？uＪｉｊａｒａｎｒｅｚＪｉｋａｎａ－
ｏ

ｊｕｎ（馬やら牛やらなど飼う）

ｍｅＺｊａｒａＯｕｊｉｊａｒａｋｕｒｅＺｍｕｔｕｉ－
Ｏ

ｋｕｎ（前の家やら後の家やらあたりからもって

くる）

ｍｕｇｉＸｊａｒａｍａｍｉＺｊａｒａｕｕｎ？ｕｉｒａ

ｎ（麦やら豆やらさえ植えない）

？ｕｔｔｕｊａｒａＪｉｄ５ａｊａｒａｊａｔｉｎｍｕ－

ｔＵｌiｋｅＺｓａｎｎｉ（弟やら兄やらでも持っ

てくるのではないか）

３）係助詞に接する

ｍａＺｊａｒａ？ｕＪｉｊａｒａｊａｗａｔａＪｉ

ｊｕＸｓａｎ（馬やら牛やらは渡すことができ

ない）

ｍａＺｊａｒａ？uJijaranwatasun（馬

やら牛やらも渡す）

ｍａＸｊａｒａ？ｕＪｉｊａｒａｒｕｎｗａｔａＪｉ

ｊｕＸＪｉｎｅＺｊｉｍｕｎ（馬やら牛やらなんぞ

渡すことができるとよい）

ｍａＺｊａｒａ？uJijararuwatasuru

（馬やら牛やらを渡すのだ）

ｍａＺｊａｒａ？uJijaragawatasura

（馬やら牛やらを渡すのであろうか）

４）連体助詞に接する

ｋｗａＺｊａｒａｍａＺｇａｊａｒａｎｕｍｕｎｒｕ

７ａｉｒｕ（子供やら孫やらのものがあるのだ）

ｎａｇｕｍａｒｉＺｊａｒａｎａＯａｍａｒｉＸｊａｒａ

ｒｉ？ibli7ikun（名護までやら那覇まで

やらと言って行く）

ｔｉＺｋｕｒｅＺｊａｒａＣｉｓａｋｕｒｅＸｊａｒａ
Ｏ

?ararez（手あたりやら足あたりやら洗いな

さい）

ｔｉｘｔｌｉｎａｚｊａｒａｔａｘｕｉｎａｚｊａｒａ

ｔｕｔｉ？ikun（一つずつやら二つずつやら取

っていく）

４）接続助詞gaJinax（ながら）をうける

７ｉｋｉｇａｊｉｎａｚｊａｒａｋｉｘｇａｊｉｎａｘｊａ－

ｒａｊｕｉｎ（行きながらやら来ながらやらよる）

〔接する形式〕

１）格助詞に接する

７ｕｔｔｕｊａｒａＪｉｄ５ａｊａｒａｇａ？ｉｋｕｎ

（弟やら兄やらが行く）

ｔｉＺｊａｒａＱｉｓａｊａｒａｎｕｊａｒｉｎａｒａ
ｏ

ｎ（手やら足やらが痛くてならなし、）

Ｊｉｄ５ａｊａｒａ？ｕｔｔｕｊａｒａｎｅＸｈａｋａ

ｓｕｎ（兄やら弟やらに書かせる）

ＵｊｏＺｒｅＺｊａｒａ？ｉＵｌｉｋｕｊａｒａｔｕｂｊｉｒｉ－
ｏ

ｔｉ？ikun（兄弟やら従兄弟やらとつれだっ

ていく）

？uttujaraJid5ajaraUgati？jｕｎ

ｊｏＸ（兄やら弟やらへ言うよ）

ｋｗａｚｊａｒａｍａＸｇａｊａｒａｈａｒａｍｕｒｕ

７ａｕimajun（子やら孫やらみんな集まる）

ｍｕｇｉＺｊａｒａ？aｗａＺｊａｒａｊｏＸｋａｎ

ｔａｋａＪｅｎ（麦やら粟やらより高い）

mugiXjara？awaXjaraJis9kojun

（麦やら粟やらで作る）

ｔｕｇｕｘｕｉｊａｒａｎａｇｕｊａｒａｎｅｘｔｉ

？ａＸｊｕｎ（渡久地やら名護やらで会う）

ｔｕｇｕＺｔＪｉｊａｒａｎａｇｕｊａｒａｒｉ？jun

（渡久地やら名護やらという） Z５ｔｕｋａ（とか）
。
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事物，動作，状態などを例示的に並べあげる

のに用いる。

〔うける形式〕

１）体言および準体助詞をうける

mugiZtuka？awaZtukas9kojun（麦。 。

とか粟とか作る）

maZtukapiXd5aZtukaJikanajun
o 。 。

（馬とか山羊とか飼う）

準体助詞の用例は「準体助詞」の項参照。

２）活用語の終止形をうける。

hakuntukajumuntuka？jun（書く
。 ｡

とか読むとか言う）

takaJentukaCikuJentuka？ｊｕｎ
ｏ ｏ Ｏ

（高し､とか低し､とか言う）

ｈａｋａｓｕｎｔｕｋａｊｕｍａｓｕｎｔｕｋａ？ｊｕｎ
ｏ ｏ

（書かせるとか読ませるとか言う）

３）格助詞をうける

？ｕｍｕｈａｄ５ｉＸｇａｔｕｋａｋｕｓａｈａｉｇａ
ｏ ｏ

ｔｕｋａＯｇａｔｉ？id5an（芋掘り}ことか草刈
◎

りIことかへ行った）

？ｕｊａＯｇａｔｉｔｕｋａｂｌｏＸｒｅＸＯｇａｔｉｔｕｋａ
Ｏ ｏ

ｎｕｍｕｎ（親へとか兄弟へとかの(〕の）

？ａｒｉｈａｒａｔｕｋａ○ｕｒｉｈａｒａｔ９ｋａｎｕｏ

ｍｕｎｎｕ？uhoJen（あれからとかこれから

とかのものが多い）

４）副助詞をうける

ｔｉＸｂａｋｅＺｔｕｋａＱｉｓａｂａｋｅＺ？arajun
o o

（手ばかりとか足ばかり洗う）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｔｕｋａｎａ巾ａｍａｒｉＺ？ｉｋｕｎ
ｏ

（名護までと力､那覇まで行く）

ｍｕｇｉｎｉｇａＸｔｕｋａ？ａｗａｎｉｇａＺ？ｕｉ－
ｏ

ｊｕｎ（麦などと力､粟などを植える）

７aｎｋｕｒｅＺｔｕｋａ７ｕｎｋｕｒｅＺ
Ｏ

ｎａｉｓｕＸｒｕ（あのぐらいとかこのぐらレ､でき

るでしょう）

？ａｎ？ａｔａｉｔＵｋａ？u、？ａｔａｉｊａｎａｉｎ
ｏ

（あのく゛らし､とかこのぐらいはできる）

tiXuinaZtukataXtlinaX巾ageX
O

（一つずつとか二つずつ配りなさし、）

５）接続助詞ｂａ（ぱ），gaJinaX（ながら）を

うける。

ｈａｋｉＸｂａｔｕｋａｊｕｍｉＸｂａｗａｋａｊｕｎ
ｏ

（書けばとか読めばわかる．）

hakigaJinaZtukajumigajinaX
o

kaOgexjun（書きながらとか読みながら考え

る）

〔接する形式〕

１）格助詞に接する

？ｊａＸｔｕｋａｗａｎｔｕｋａｇａ７ｉｋｉｎｅＺ
ｏ ｏ

ｄ５aｍａｒｕｎａｉｒｕ（君とか私とかが行くと

邪魔になるだけだ）

？ｗａＺｔｕｋａｐｉＸｄ５ａＸｔｕｋａｎｕｎａｋｕｎ
ｏ Ｏ

（豚とか山羊とか力:鳴く）

ｍｅＺｔｕｋａ巾ｕＪｉｔｕｋａｎｅＸ？aiｎ（前
｡ 。 。

とか後とかにある）

？uttutukajid5atukatu？aJibun
O o

（弟とか兄とかと遊ぶ）

ｔｕｇｕＺｂｌｉｔｕｋａｎａｇｕｔｕｋａＤｇａｔｉ？i－
ｏ Ｏ

ｄ５ａｎ（渡久地とか名護とかへ行った）

ｎａｇｕｔｕｋａｎａ巾ａｔｕｋａｈａｒａｋｕＺｎ
Ｏ ｏ

（名護とか那覇とかから来る）

ｍａｂｌｉｔｕｋａｒａｗａｎｔｕｋａｊｏＸｋａｎ
ｏ ｏ

ｂｌｕＸＪｅｎ（松とかラワンとかより強い）

ｋｕｍｉｘｔｕｋａｍｕｇｉｘｔｕｋａＪｉｓｕｋｏ－
ｏ ｏ ｏ

ｊｕｎ（米とか麦とかで作る）

ｎａｇｕｔｕｋａｎａ巾ａｔｕｋａｎｅＺｔｉｈｏＸｊｕｎ
ｏ ｏ

（名護とか那覇とかで売る）

ｈａｋｕｎｒｉｔｕｋａｊｕｍｕｎｒｉｔｕｋａ
ｏ ｏ

７ｊｕXｔａｎ（書くとか読むとか言っていた）

２）副助詞に接する
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sumuXblitukajimbuntukabakeZ
o ｏ

ｊｕｍｕｎ（書物とか新聞とかばかり読む）

ｓａｋｉｂａｒｕｔｕｋａｍｅＺｂａｒｕｔｕｋａｍａｒｉＸ
ｏ 。

？ikun（先畑とか前畑とかまで行く。先畑・前

畑は地名）

ｍｕｇｉＸｔｕｋａ７ａｗａ２ｔｕｋａｎｉｇａＸ？ｕ－
ｏ ｏ

ｉｊｕｎ（麦とか粟とかなどを植える）

ｍｕｇｉＺｔｕｋａ？ａｗａＸｔｕｋａｎｒｅＸ？ｕｉ
ｏ ｏ

ｓａ（麦とか粟とかなどを植えるさ）

ｈａｍａｔｕｋａｋｗａｉｔｕｋａｋｕｒｅＸ？ａｒａ－
Ｏ ｏ

ｒｅｚ（鎌とか鍬とかあたりを洗ﾚ､なさし、）

？arituka？urituka？aｔａｉｊａｎａ－
Ｏ Ｏ

ｉｎ（あれとかこれとかく｡らいはできる）

？ｕｍｕＸｔｕｋａｄｅＸｋｕｎｉｔｕｋａｂｊｕｎ？ｕ－
ｏ Ｏ

ｉｒａｎ（芋とか大根とかさえ植えなし、）

？ｕｔｔｕｔｕｋａＪｉｄ５ａｔｕｋａｊａｔｉｎｓｏＸ－Ｏ ｏ

ｔikoX（弟とか兄とかでもつれてこし、）

３）係助詞に接する

ｍａｍｉＸｔｕｋａｒｅＸｋｕｎｉｔｕｋａｊａ？ｕ－
Ｏ Ｏ

ｉｒａｎ（豆とか大根とかI土植えない）

ｍａｍｉＺｔ９ｋａｒｅＺｋｕｎｉｔｕｋａｎ？ｕｉｒａｏ

ｎ（豆とか大根とかも植えなし、）

？ｕｔｔｕｔｕｋａＪｉｄ５ａｔｕｋａｒｕｎｗｕｉ
ｏ ｏ

ｎｅＺＪｉｍｕｎ（弟とか兄とかなんぞし､るとよ

い）

ｍａｍｉＺｔｕｋａｒｅＸｋｕｎｉｔｕｋａｒｕ７ｕｉｒｕ
ｏ ｏ

（豆とか大根とかを植えるのだ）

ｍａｍｉＸｔｕｋａｒｅＸｋｕｎｉｔｕｋａｇａ？ｕｉｒａ
Ｏ ｏ

（豆とか大根とかを植えるのかしら）

４）連体助詞に接する

？ｕｔｔｕｔｕｋａＪｉｄ５ａｔｕｋａｎｕｍｕｎ
Ｏ ｏ

ｈｏＺｊｕ、（弟とか兄とかのものを買う）

たらきがある。関係づけられる概念は，その相

互の関係づけによって，内容が限定される。

３，１ｇａ（が）

主格を表わす

［うける形式〕

１）体言，とくに人を表わす代名詞，代名詞的

に用いられた体言および人名等をうける．

ｗａＤｇａ？ikun（私が行く）

７ｊａＸｇａｈａｋｕｎ（君が書く）

ｎａｎｇａｊｕｍｕｎ（あなたが読む）

？aｒｉＸｇａｊｕｍｕｎ（彼が読む）

？ａｍｍａＺｇａ？jun（母が言う）

d5itua：ga7atjjkajun（父が叱る）

同じ人を表わす語でも，話手との関係がうす

くなると，ｇａ（が）やｎｕ（が）でうけるよ

うになる。

d5inangajumun（次男が読む）

d5inannujumun（次男が読む）

２）準体助詞をうける。

ｈａｋｕＺｊｉｇａｗａＪｊｅｎ（書くのが悪い）

ただし，ｈａｋｕＺＪｉ（書くの）はｎｕ（が）

にも接する。

ｈａｋｕＸＪｉｎｕｗａＪｊｅｎ（書くのが悪い）

３）並列助詞をうける。

７ａｒｉＺｔｕ？uｒｉＺｔｕｇａｗｕｉｎ（あれと

これとがいる）

？ｕｔｔｕｎｕｊａｊｉｄ５ａｎｕｊａｇａｗｕｉｎｅＸ

巾anaJixnaran（弟やら兄やらがいると

話ができない）

？ａｒｉＺｋａｗａｎｋａｇａ？ikun（彼か私

かが行く）

？ａｒｉＸｊａｒａｗａｎｊａｒａｇａ？jun（彼

やら私やらが言う）

？ｕｊａｔｕｋａｊｉｄ５ａｔｕｋａｇａ？ｉＺｎｅＺ
Ｏ ｏ

３，格助詞

格助詞は概念と概念との論理的関係を示すは
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kikunjox（親とか兄とかが言うと聞くよ）
。

４）格助詞ｈａｒａ（から）をうける。

?unu？atuharagamaJjen（このあと

からが面白い）

?umaharagamublikaJen（ここからが

むずかしい）

５）副助詞をうける。

?aｒｉｂａｋａｚｇａｍｉｚｎ（彼ばかりが見る）

?aｒｉｍａｒｉＺｇａｍｉｘｎ（彼までが見る）

７aｒｉｎｉｇａｚｇａｎａｒａｎ（彼などができ

ない）

?ari？aｔａｉｇａｎａｒａｎ（彼ぐらいがで

きない）

ｂＩｕｎ（さえ）jatin（でも）はうけること

ができない。

〔接する形式〕

１）格助詞ｈａｒａ（から）に接する。

７ａｒｉＺｇａｈａｒａ？』u、（彼がから言う）

？ｊａｘｇａｈａｒａ巾ad5imireX（君がからは

じめなさい）

２）副助詞に接する。

７aｒｉｚｇａｂａｋｅＸｍｉＺｎ（彼がばかり見る）

?ariXgamarizmiZn（彼がまで見る）

？ａｒｉＺｇａｎｉｇａＸｍｉｒｉＸｂａｊｕｒｕｓａｎ

（彼がなど見れば許さない）

？aｒｉｘｇａｎｒｅｘｍｉｘｎｅＸｊｕｒｕｓａｎ

ｊｏＺ（彼がなどみれば許さないよ）

?aｒｉｚｇａｋｕｒｅｚｍｉｘｎｊｏｘ（彼があた

り見るよ。彼がなど見るよ）

７ａｒｉＺｇａ⑪uｎｍｉＺｎ（彼がさえ見る）

?ariZgajatinmixn（彼がでも見る）

３）係助詞に接する。

７aｒｉＺｇａｊａｎａｒａｎ（彼力;はできない）

?aｒｉｘｇａｎｎａｉｎ（彼力xもできる）

７aｒｉｚｇａｒｕｎｎａｉｎｅｘＪｉｍｕｊｉｇａ

(彼がでもできるとよいのだが）

?ariZgarunairu（彼ができるのだ）

７arizgaganaira（彼ができるのかしら）

３，２ｎｕ（の）

主格を表わす。

［うける形式〕

１）体言をうける。主に人を表わす代名詞，代

名詞的に用いられた体言・人名等以外の体言

をうける。

７ａｍｉＸｎｕｏｕｉｎ（雨が降る）

ｋｉＸｎｕｈａｒｉｊｕｎ（木が枯れる）

２）準体助詞をうける。

ｈａｋｕＺｊｉｎｕ？aiｎ（書くのがあるよ）

ｍｉ２Ｊｉｎｕ？aiｎ（見るのがあるよ）

ｎｕＸｇａｒａｎｕ？aiｎ（なにか力:あるよ）

３）並列助詞をうける。

ｈａｍａＺｔｕｋｗａｉｔｕｎｕ７ａｉｎ（鎌と鍬

とがある）

ｋｗａＸｎｕｊａｍａＸｇａｎｕｊａｎｕｗｕｉｎ（子

供やら孫やらがいる）

ｍａｘｋａ７ｗａｘｋａｎｕｋｅＺｎ（馬か豚か

が食う）

ｎｕＸｊａｒａ巾ｕｉｊａｒａｎｕ？uhoJen（な

んやらかんやらが多い）

ｋｗａＸｔｕｋａｍａｚｇａｔｕｋａｎｕｍａｎ－
ｏ Ｏ

ｒｉｚｎ（子供とか孫とかが多し、）

４）格助詞ｈａｒａ（から）をうける。

ｋｉＺｈａｒａｎｕｈａｒｉ巾ad5imain（木から

が枯れはじめる）

ｗｕｇｉ２ｈａｒａｎｕｔｏＺｒｉ巾ad5imain（砂

糖きびから倒れはじめる）

５）副助詞をうける。

Ｊｉｘｂａｋｅｘｎｕ？aiｎ（巣ばかりがある）

？ａｍｉｍａｒｉＺｎｕ巾uin（雨までが降る）
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でも食うとよい）

ｍａｊａＸｎｕｒｕｋｅＺｒｕ（猫が食うのだ）

ｍａｊａＸｎｕｇａｋｅＺｒａ（猫が食うのかしら）

ｔｉｚｎｉｇａＸｎｕｊａｍｕｎｊｏＺ（手などが痛

むはずだよ）

？ａｎｋｕｒｅｚｎｕｎａｉｎｅｘｍａｊＪｅｚｊｉｇａ

（あのぐらいできるといいのだが）

cｌｓａｋｕｒｅＸｎｕｊａｍｕｎｊａＺ（足などが

痛いにちがいない）

？a、？ａｔａｉｎｕｎａｉｎｅＺＪｉｍｕｎｊｏＺ

（あのぐらいができたらよいよ）

？ｉｋ９ｕｉＸｎａＸｎｕ？aｉｇａ（いくつずつ

あるのか）

Ｕｊｕｎ（さえ）jatin（でも）はうけえない。

〔接する形式〕

１）格助詞ｈａｒａ（から）に接する。

？ａｒｉＺｊａ？ｉｄ５ｉＺｎｕｈａｒａＵｌｕＺＪｅｎ

（彼は意地がから強い）

７ａｒｉＺｊａｔｉＺｎｕｈａｒａ？id5iZn（彼

は手がから出る）

２）副助詞に接する。

bliburunubakeXjamun（頭がばかり痛

む）

UliburunumariZjamun（頭がまで痛む）

ｍａｚｎｕｎｒｅｚｋｅｚｎｊｏｚ（馬がなど食う

よ）

ｂｊｉｂｕｒｕｎｕｎｉｇａｘｒｕｊａｍｕｎｊｏｚ

（頭がなど痛むんだよ）

ｍａＺｎｕｋｕｒｅＺｋｅＸｎｊｏＸ（馬がなど食

うよ）

ｍａＺｎｕ７ａｔａｉ｡aiｎ（馬のぐらい走る）

ｍａＸｎｕｕｕｎｋａＺｎ（馬がさえ食わない）

ｍａｘｎｕｊａｔｉｎｋａｘｎ（馬がでも食わな

い）

３）係助詞に接する。

ｍａｊａＺｎｕｊａｋａＸｎ（猫ｶｮは食わない）

ｍａｊａＺｎｕｎｋａＸｎ（猫ｶﾐも食わない）

ｍａｊａＺｎｕｒｕｎｋｅＺｎｅＸｊｉｍｕｎ（猫が

３，３ｎｅｚ（に）

動作・作用の帰着する目標を表わす。

［うける形式〕

１）体言をうける。

７ｕｊａｎｅｚ？jun（親に言う）

naguneXwuin（名護にいる）

？ｕｊａｎｅＺ？atJ:karariXn（親に叱られ

る）

ｊｕｒｕｎｅＺＪｉｍａｓｕｎ（夜のうちにすます）

２）動詞および動詞型助動詞の連用形をうける。

？iｋｉｎｅｚｊｕｔｉｔｕｒａＪｅＺ（行きによっ

てくれる）

7iｋａＪｉｎｅＺｊｕｒａＪｅＺ（行かせるとき

Iこよらしなさい）

３）準体助詞をうける。

？ikujineZ7ad5ikijun（行くのにあづ

ける）

ｔｕｉＪｉｎｅＺｋｉＺｊｕｎ（取るのにあげる）

ｔａＺｇａｒａｎｅＺ？ad5ikijun（誰かにあづけ

る）

４）並列助詞をうける。

ｊｉｄ５ａｔｕ７ｕｔｔｕｔｕｎｅＸｈａｋａｓｕｎ

（兄と弟}ことに書かせる）

？aｒｉｎｕｊａＯｕｒｉｎｕｊａｎｅＸ７ｊｕｎ（あ

れやらこれやらに言う）

ｎａｇｕｋａｎａ巾ａｋａｎｅＺｗｕｉｎ（名護か

那覇かにいる）

ｔｉＺｊａｒａＣ９ｓａｊａｒａｎｅＺｎｕｉｎ（手

やら足やらに塗る）

？ｕｊａｔｕｋａＵｏＺｒｅＺｔｕｋａｎｅＸ？ad5i-
O O

kijun（親とか兄弟とか}こあづける）
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5）格助詞ｈａｒａ（から）をうける。

７uｔｔｕｈａｒａｎｅｘｔｕｒａＪｅＸ（弟からへ

あげなさい）

tud5iharane2？jun（妻からへ言う）

6）副助詞をうける。

７aribakeZneX？』ｕ、（彼ばかりに言う）

bluZmariZneZ7jun（人までに言う）

ｂｊｏＺｒｅｘｎｉｇａｚｎｅｘ？jｕｎｊｏｘ（兄弟な

どに言うよ）

Jid5anreznex7ad5ikijun（兄などに

あづける）

７ik9bliXkureZneZ？id5aXga（いく

つぐらいに行ったか）

？uｎ７ａｔａｉｎｅＸｍａｋｉｎｎａＺ（このぐら

いに負けるか）

ｍｉＸｂｌｉｎａＸｎｅＺ？id5eZsa（三歳頃に

行ったよ）

ｂｌｕｎ（さえ）jatin（でも）はうけえない。

７）接続助詞gaJinaz（ながら）をうける。

？ikigaJinaznex？ihl9keX（行きなが

ら言っておけ）

〔接する形式〕

１）格助詞ｈａｒａ（から）に接する。

ｔｉＸｎｅＺｈａｒａ？id5itikun（手にから出

てくる）

?ｕｊａｎｅｘｈａｒａ？』u、（親にから言う）

２）副助詞に接する。

巾aruneZbakeXwuin(畑にぱかり居る）

？iｍｉｎｅｘｍａｒｉｘｍｉｘｎ（夢にまで見る）

７iｍｉｎｅｘｎｉｇａｘｍｍｅｘｎｊｏｘ（夢など

に見たにちがいないよ）

７ujaneXnreZtarumun（親になど頼む）

tiXneXkurex？atajun（手になどあた

る）

？ａｎｎｅｘ？aｔａｉｍａｋｉｎｎａ（彼にぐらい

負けるものか）

？aｍａｎｅＸｕｕｎｎｅＺｎ（あそこにさえない）

？aｍａｎｅｚｊａｔｉｎｎｅｚｎ（あそこにでもな

い）

３）係助詞に接する。

？aｒｉｎｅＺｊａｍａｋｉｎｊｏＺ（彼には負け

るよ）

？aｒｉｎｅｘｎｍａｋｉｎ（,彼にも負ける）

？ａｒｉｎｅＸｒｕｎｍａｋｉＸｎｅＺｎａｒａｎ

（彼になんぞ負けたらいけない）

？arinexrumakizru(彼に負けるのだ）

？arinexgamakizra（彼に負けるのか

しら）

３'４ｇａ（に）

動作・作用の目的を表わす

〔うける形式〕

動詞および動詞型助動詞の連用形をうける。

hakiXga？ikun（書きに行く）

narajiZgakuXn（教えに来る）

ｈａｋａＪｉＸｇａｓｏｚｔｉ？ikun（書かせにつ

れていく）

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｈａｋｉＸｇａｔｕｊｕｍｉＺｇａ？ikun（書き

にと読みに行く）

ｍｉＺｇａｎｕｊａｈｏＺｉｇａｎｕｊａ？ikun

（見にやら買いにやら行く）

７aｉｇａｋａｓｏＸｉｇａ７ｉｄ５ａｎ（会いに

かつれに行った）

？ｕｉｇａｊａｒａｈｏＸｉｇａｊａｒａ？ｉｋｕｎ

（売りにやら買いにやら行く）

ｔａｍｕｎｔｕｉｇａｔｕｋａｋｕｓａｈａｉｇａ
ｏ ｏ

？ikutan（薪とり}ことか草刈りに行った）
｡

２）格助詞の一部に接する。
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ｎａｒａｉｇａｈａｒａ７ｉｋｕｎ（習いにから行く）

ｍｉＸｇａｊｏＸｋａｎｈａｋｉＸｇａ？iｋｕＺＪｉ

ｍａＪｉ（見により書きに行くのがよい）

ｍｉＺｇａｒｉ？jun（見にという）

３）副助詞に接する。

?ａｉｇａｂａｋｅＺ？ikun（会いにぱかり行く）

?ａｉ９ａｍａｒｉＸ？ikun（会いにまで行く）

７ａｉｇａｎｉｇａＸ？id5eZsa（会いになど

行ったにちがいない）

?ａｉｇａｎｒｅＺ？id5eZsa（会いになど

行ったにちがいない）

？aｉｇａｋｕｒｅＺ７ｉｄ５ｅＸｎｊｏＸ（会いにあ

たり行ったにちがいない）

？ａｉｇａｂｊｕｎ７ｉｋａｎ（会いにさえ行か

ない）

？ａｉｇａｊａｔｉｎ？ｉｋａｎ（会いにでも行

かない）

４）係助詞に接する。

？ａｉｇａｊａ？iｋａｎ（会いには行かない）

？ａｉｇａｎ？iｋａｎ（会いにも行かない）

？aｉｇａｒｕｎ７ｉｋｉｎｅＸｎａｒａｎ（会い

になんぞ行ってはいけない）

?ａｉｇａｒｕ？ikuZru（会いに行くのだ）

?ａｉｇａｇａ？ikuZra（会いに行くのかしら）

５）連体助詞に接する。

ｍｉＸｇａｎｕｂｌｕＺｎｕｍａｎｒｉＺｎ（見るた

めの人が多い）

ｊｉｇｕｔｕ巾ｕｍｅＸｇａｎｕｂｌｕＺｎｕ？aUli-

majun（仕事をさがすための人が集まる）

７ujatumand5i？ikun（親と一緒に行

く）

muka2JitubIigajun（昔と違う）

２）ある種の形容詞語幹のくり返しをうける。

○uruburuZtusun（古々とする。人が居

なく寒々とした様）

takadakaXtumublagijun（高々と持ち上

げる。

３）準体助詞をうける。

ｋｕＺｊｉｔｕｍａｎｄ５ｉ？ikun（来ると同時

に行く）

nuZgaratumand5iZn（なにかと混ぜる）

４）並列助詞をうける。

７ｕｊａＸｔｕＪｉｄ５ａｔｕｔｕ？ikun（親と

兄とと行く）

ｋｗａＺｎｕｊａｍａＺｇａｎｕｊａｔｕ？ｏＸｊｕｎ

（子やら孫やらと喧嘩する）

？ｕｍｕＸｋａｒｅＺｋｕｎｉｋａｔｕｈｅＺｊｕｎ

（芋か大根かと交換する）

ｋｕｍｉＺｊａｒａｍｕｇｉＺｊａｒａｔｕｈｅＸｊｕｎ

（米やら麦やらと換える）

mugiXtuka？awaZtukamand5ijun
o o

（米とか粟とかと混ぜる）

５）副助詞をうける

ｓｕｍｍｅＺｂａｋｅＸｔｕ？ajibun（祖父ばかり

と遊ぶ）

ｓｕｍｍｅＺｍａｒｉｔｕＭｊｕｎ（祖父までと

喧嘩する）

ｊｉｄ５ａｎｉｇａＺｔｕ？id5eZnjoZ（兄など

と行ったにちがいないよ）

ｗｕｂａｍａＸｎｒｅｔｕ？aＪｉｂｕｓａ（叔母など

と遊ぶ）

？ａｎｋｕｒｅＸｔｕｊａｋｕｒａｂｉｒａｒａｎ

（あのぐらいとは比べられない）

７ａｎ？aｔａｉｔｕｊａｎａｒａｎ（あの程度

３，５ｔｕ（と）

動作・作用の相手・共同者および比較の対象

などを表わす。

〔うける形式〕

１）体言をうける。
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とはつきあえない）

？ｉｋ９ｂｌｉｚｎａｘｔｕ？axjugajaz（何歳ず

つとあうかしら）

７uｐｐｉｎｂｊａｘｔｕｊａｈｅＸｒａｎ（これぽ

つちとは換えない）

ｂｌｕｎ（さえ）ｊａｔｉ（でも）はうけえない。

〔接する形式〕

１）格助詞ｈａｒａ（から），ｊｏＺｋａｎ（より），

ｊｉ（で）に接する。

ｋｗａＸｔｕｈａｒａ巾ad5imajun（子供とから

はじまる）

UloXreZtujoXkanmaJjen（兄弟とより

よい）

？ｕｎｊｉｇｕＸｔｕｊａｍｕ巾ｕｔｕＪｉのad5i-

mitan（この仕事は婿とではじめた）

２）副助詞に接する。

ｍａＺｇａｔｕｂａｋｅＺ？aJibun（孫とばかり

遊ぶ）

⑪ｕＸｔｕｍａｒｉＸ？oＸｊｕｎ（人とまで喧嘩す

る）

ｒｕＪｉｔｕｎｉｇａＸｒｕｗｕｉｎｊｏＺ（友達と

など居るに違いない）

ｍｉｄ５ｉｔｕｎｒｅＺｍａｎｄ５ｉｔａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（水となど混ぜたらいけない）

巾uruXtukureZheZjun（畑となど換え

る）

ｍｉＸＧｌｉｔｕｎａＺｈｅＸｊｕｎ（三つとずつ換

える）

？ａｒｉＸｔｕｂ｢ｕｎ？ｉｋａｎ（あれとさえ行

かない）

？ariZtujatin？ｉｋａｎ（あれとでも

行かない）

３）係助詞に接する

ｕｕＸｔｕｊａ７ｉｋａｎ（人とは行かない）

？ｕｊａｔｕｎ？iｋａｎ（親とも行かない）

Ｊｉｄ５ａｔｕｒｕｎｗｕｉｎｅＸｊｉｍｕＺｓａ

(兄とでもいるとよいよ）

?ｕｊａｔｕｒｕ？ikuZru（親と行くのだ）

?ｕｊａｔｕｇａ？ikuxra（親と行くのかしら）

4）連体助詞に接する。

７uｊａｔｕｎｕｎａｈａ（親との仲）

?uttutunuJiguXtu（弟との仕事）

３，６Dgati（へ），ｔＪｉ（へ）

動作・作用の方向を表わす。方向とともに帰

着点を表わすこともある。Ogatiとbjiはほぼ

同じように用いられる。

［うける形式〕

１）体言をうける。

nagungati？ikun（名護へ行く）

jaZOgatiJikun（家へ着く）
O

mid5iOgatinain（水になる。変化の結

果）

？ujaDgati？』u、（親にいう）

２）準体助詞をうける。

ClkjaiJiOgatijutikun（光るのへ寄

ってくる）

jaJJeZJiOgati7abIimajun（安いの

へ集まる）

ｒａｘｇａｒａＯｇａｔｉ？ikez（どこかへ行け）

３）並列助詞をうける。

？ｕｍｉｔｕ巾ａｒｕｔｕＯｇａｔｉ？ikun（海

と畑とへ行く）

？arinuja中ｕｒｉｎｕｊａＯｇａｔｉｗａｔａ－

ｓｕｎ（あれやらこれやらへ渡す）

tuguXGlikanagukaDgati7id5an

（渡久地か名護かへ行った）

？ｕｊａｊａｒａｂｌｏＺｒｅＸ；araDgati巾ａ－

ｇｕｎ（親やら兄弟やらへ配る）

ｔｕｇｕＸｔＪｉｔｕｋａｎａｇｕｔｕｋａＤｇａｔｉ
Ｏ ｏ
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？id5an（渡久地とか名護とかへ行った）

４）副助詞をうける。

？jaXbakeXOgati7jun（君ばかりへ言

う）

tud5imariXOgatikusamikun（妻ま
Ｏ

でへ怒る）

巾arunigaZDgati？id5eXsa（畑な

どへ行ったにちがいない）

？ｕｍｉｋｕｒｅＺＯｇａｔｉｇａ？id5aZra（海

あたりへ行ったのかしら）

７ａｎ７ａｔａｉＯｇａｔｉｊａｎａｉｊｕＸｓａｎ

（あのぐらいにはなれない）

taXnlinaZOgatiwakireZ（二つずつへ

分けなさい）

？uppinuaZDgatinatan（これっぽっ

ちになった）

ｂｌｕｎ（さえ）ｊａｔｉｎ（でも）はうけえない。

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｎａｇｕＤｇａｔｉｔｕｎａ巾ａＯｇａｔｉｎｕｍｕｎ

（名護へと那覇へのもの）

？ａｒｉＤｇａｔｉｎｕｊａ巾uｒｉＤｇａｔｉｎｕｊａ

ｎｕｍｕｎ（あれへやらこれへやらのもの）

ｔｕｇｕｕｉＯｇａｔｉｋａｎｕｇｕＯｇａｔｉ？id5an

（渡久地へ力鄭名護へ行った）

ｋｗａＺＤｇａｔｉｊａｒａｍａＺｇａＯｇａｔｉｊａｒａ

ｎｕｍuｎ（子供へやら孫へやらのもの）

Jid5aDgatituka？uｔｔｕＤｇａｔｉｔｕｋａ
Ｏ Ｏ

ｎｕｍｕｎ（兄へとか弟へと力､のもの）

２）格助詞ｈａｒａ（から），ｊｏＸｋａｎ（より），

ｒｉ（と）に接する。

buppazDgatihara？usagireX（おばあ

さんへからあげなさい）

tugubliOgatijoZkannaguGli？ｉｋｅＺ

（渡久地へより名護へ行きなさい）

ｎａｇｕＤｇｔｉｒｉ？jun（名護へという）

３）副助詞に接する。

？umiDgatibakeZ7ikun（海へぱかり

行く）

？umiOgatimariZ？ikun（海へまで行

く）

７ｕｍｉＯｇａｔｉｎｉｇａＸｊａ？iｋａｎ（海へ

などは行かない）

？ｕｍｉＯｇａｔｉｎｒｅＸ７ｉｄ５ａＸｒａｊａｎａ－

ｒａｎ（海へなど行ってはいけない）

?umiDgatikureZ？id5ezsa（海へな

ど行ったにちがいないよ）

？ｕｍａＤｇａｔｉ？ａｔａｉｊａ？ｉｋｉｊｕＺｓｕｎ

（あそこへぐらいは行ける）

ｔａＺｕｉＯｇａｔｉｎａＺｗａｋｉｒｅＺ（二つずつへ

分けなさい）

tunaiOgatiUlun？iｋａｎ（隣へさえ行

かない）

raZOgatijatin？ikun（どこへでも

行く）

４）係助詞へ接する。

ＱｌｕＸｎｊａＺＤｇａｔｉｊａ？aｋａｎ（人の

家へは行かない）

ｒａＺＯｇａｔｉｎ？iｋａｎ（どこへも行かな

い）

？ａｍａＯｇａｔｉｒｕｎ？ｉｋｉｎｅＺｎａｒａｎ

（あそこへでも行ったらいけない）

ｔｕｎａｉＯｇａｔｉｒｕ？ikuZru（隣へ行くの

だ）

ｔｕｎａｉＯｇａｔｉｇａ？ikuXra（隣へ行くの

かしら）

５）連体助詞に接する。

UｌｕＺＯｇａｔｉｎｕｍｕｎ（人へのもの）

ｎａＯａＤｇａｔｉｎｕｍｉｕｉ（那覇への道）
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３，７ｈａｒａ（から）

動作・作用の出発点を表わすのが本質である。

うける語やかかる語によっては，経由点，方法，

材料，物事の順序，範囲，原因，理由などを表

わす場合もある。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

ｎａ巾ａｈａｒａｋｕＸｎ（那覇から来る。出発点）

ｊｕｒｕｈａｒａ巾ad5imijun（夜からはじめる。

出発点）

tugubliharanaguOgati？ikun（渡

久地から名護へ行く。経由点）

巾unihara？ikun（舟から行く。方法）

ｓａｋｉｊａｋｕｍｉｈａｒａｓ９ｋｏｊｕｎ（酒は米

から作る。材料）

？ｊａＸｈａｒａ？ikeX（君から行きなさい。順

序）

tuguUiharanagumariX？akkun（渡

久地から名護まで歩く。範囲）

７ｉＣｉｎｕｋｕｔｕｈａｒａ？oＺｊｕｎ（少しのこ
◎

とから喧嘩する。原因）

２）活用語の連用形をうける。

７ikiharawassatan（行きから悪かった）

wakaJeZharakawatutan（若い頃から

変わっていた）

３）準体助詞をうける。

hakuxJiharamutblikoz（書くのから

持ってこい）

uuZjeZJiharaJikareZ（強いのから使
◎

し､なさし、）

ｒａＺｇａｒａｈａｒａｋｕＸｎ（どこから来る）

４）並列助詞をうける。

ｔｉＸｔｕ９ｉｓａｔｕｈａｒａ？arajun（手
◎

と足とから洗う）

７ｉｋｕｎｎｕｊａ？ｉｋａｎｎｕｊａｈａｒａ｡a－

d5imajun（行くのや行かないのやからはじま

る）

？ｊａＸｋａｗａｎｋａｈａｒａ７ｉｋａｎｎｅＺ

ｎａｒａｎ（君か私かから行かないといけない）

ｍｉＸｊａｒａ巾anajaraharajari

kuXn（目やら鼻やらから痛んでくる）

ｔｕｉｔｕｋａ？a9iraXtukaharaJika-
o o o

naju、（鶏とか家鴨とか,から飼う）

５）格助詞をうける。

？arigahara7iXd5asun（彼がから言

い出す）

bluXnuharawatajun（人がから渡る）

kwaXneXharakaXsun（子供にから

食べさせる）

ｔｕｉｇａｈａｒａ？ikun（取りにから行く）

ｔｕｄ５ｉｔｕｈａｒａ？oＸｊｕｎ（妻とから喧嘩す

る）

巾aruDgatihara？ikun（畑へから行く）

mugiXJiharasukoreX（麦でから作れ）
o

warabineXtiharakawatutan（子供

の頃から変わっていた）

？ｉｋｕｎｒｉｈａｒａ？iZd5asun（行くとから

言い出す）

６）副助詞をうける。

jamatubakeZharakuXn（大和ばかり

から来る）

ｋｗａｚｍａｒｉｘｈａｒａ７ｊａｘｒｉｎ（子供か

らまで言われる）

uuZnigaXharaga？jattara（人な

どから言われたのかしら）

CitutinreXharamoXJeX（蘇鉄などか
◎

ら燃やせ）

７aｎｋｕｒｅｚｈａｒａｊａｍａｚｇｉｚｒｏｘ（あ

のぐらいからは大物だぞ）

７ａｎ？aｔａｉｈａｒａｊａｎａｉｎ（あのぐらい
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からはできる）

ｔｉｘＵｌｉｎａｚｈａｒａ巾agex（一つずつから

配れ）

７uppinUlaXharaJikanajun（これぽ
。

つちから育てる）

Ｕｌｕｎ（さえ）jatin（でも）はうけえない。

７）接続助詞の一部をうける。

ｈａｋｉＸｂａｈａｒａｊａｊｕｍａｎｎｅＺ

ｎａｒａｎ（書けばからは読まなければならな

い）

ｈａｋｉｎｅｚｈａｒａｊａｂｌａｚｎｎａｒａｎ

（書けばからは，どうしようもない）

hakigajinaZharawakajun（書きなが

らからわかる）

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｎａｇｕｈａｒａｔｕｎａ中ａｈａｒａｔｕｎｕ

ｍｕｎｊｅＺｓａ（名護からと那覇からとのもの

だ）

？ariharanuja巾uriharanuja

bIassaXn？abIimajun（あれからやらこれか

らやらたくさん集る）

ｈｅｚｈａｒａｋａ？ａｇａＺｒｉｈａｒａ巾9ｕｉ－

ｋｕＺｎ（南からか東から吹いてくる）

ｍｅＺｈａｒａｊａｒａ巾ｕＪｉｈａｒａｊａｒａ
Ｏ

？uJjkurusun（前からやら後からやら押しつ

ける）

？ｕｉｈａｒａｔｕｋａＣｉｔＪａｈａｒａｔｕｋａ
Ｏ ｏ ｏ

？ablimatikun（上からとか下からとか集まつ
◎

てくる）

２）格助詞に接する。

Ｊｉｄ５ａｈａｒａ９ａｗａＪｊｅＸｓａ（兄からが

悪い）

wataharanujamiOad5imain（腹から

が痛みはじめる）

mad5itud5iharaneZ7jeZ（まず，

妻からに言いなさい）

tｕｄ５ｉｈａｒａｔｕ７ｏＸｊｕｎ（妻からと喧嘩

する）

Jid5aharaOgatimutui？ikeZ（兄

からへ持っていけ）

tugubliharajoXkantuXJen（渡久地

からより遠い）

？ｊａＺｈａｒａｒｉ？』u、（君からという）

３）副助詞に接する。

niJiharabakeZoukun（北からばかり
◎

吹<）

jamatuharamariZkuZn（本土からま

で来る）

minnaharanigazkuxnjox（水納島

からなど来る）

？ｉＺｄ５ｉｍａｈａｒａｎｒｅＸｋｅＺｓａｎｎｉ

（伊江島からなど来るはずだよ）

巾aruharakureXkeXtikun（畑からな

ど帰って来る）

？uｍａｈａｒａｍｔａｉｊａｎａｉｓａ（ここ

からぐらいはできる）

ｔｕｚｈａｒａｎａｚｊａ？u中uttJuroz（十

歳からずつは大人だぞ）

ｊｕｒｕｈａｒａ⑪uｎＣｉｍａｎｅＸｎ（夜からさ

え暇がない）

ｐｉｒｕｈａｒａｊａｔｉｎｎａｉｓａ（昼からでも

できる）

４）係助詞に接する。

ｊｕｒｕｈａｒａｊａｋａＺｎ（夜からは来ない）

ｊｕｒｕｈａｒａｎｋｕＺｎ（夜からも来る）

ｊｕｒｕｈａｒａｒｕｎｋｉＺｎｅＺｎａｒａｎ

（夜からでも来るといけない）

ｊｕｒｕｈａｒａｒｕｋｕＺｒｕ（夜から来るのだ）

ｊｕｒｕｈａｒａｇａｋｕＸｒａ（夜から来るのか

－５１－

Hosei University Repository



しら）

5）連体助詞に接する。

juruharanuliguZtu（夜からの仕事）

nａｇｕｈａｒａｎｕｍｕｎ（名護からのもの）

tｕｉｎｕｊｏＸｋａｎｐｉＸｄ５ａＸｎｕｊｕＺ

ｋｅｚｎ（鳥がより山羊がよく食べる）

ｊｉｄ５ａｎｅｚｊｏｘｋａｎ？uttunex？jｕｚ

ＪｉｍａＪｉ（兄により弟に言うのがよい）

ｍｉＸｇａｊｏＸｋａｎｋｅＸｇａ？iｋｕＺＪｉ

ｍａＪｉ（見により食ぺに行くのがよい）

？uｊａｔｕｊｏＺｋａｎｒｕＪｉｔｕ７ｉｋｕＸＪｉ

ｍａＪｉ（親とより友だちと行くのがよい）

Jid5aDgatijoZkan7uttuOgati

？jｕＺｊｉｍａＪｉ（兄へより弟へ言うのがよい）

ｔｕｇｕＸＵｌｉｈａｒａｊｏＸｋａｎｎａｇｕｈａｒａｋｅＺ

jｉｍｕＺｍｕ（渡久地からより名護から来れば

よいのに）

ｋｉＸＪｉｊｏＸｋａｎｒａｋｉＸＪｉｓｕｋｏｒｅＺ
ｏ

（木でより竹で作れ）

ｔｕｇｕｂｌｉｎｅＺｔｉｊｏＸｋａｎｎａｇｕｎｅＸｔｉ

ｊａjaJJen（渡久地でより名護では安い）

６）副助詞をうける。

ｍｉＺｂａｋｅＸｊｏＸｋａｎｓｕＺＪｉｊａｍａＪｉ

（見るばかりよりするのはよい）

nagumarizjoxkanjatuzJen（名護

までより遠い）

jikiganuaxnigaxjoxkanmaJi（男た

ちなどよりよい）

ｊｉｎａｇｕｎｕａＸｎｒｅＺｊｏＺｋａｎｍａｊｉｒｏＸ

（女たちなどよりいいぞ）

？iJikureZjoZkanhluXjen（石などよ

り強い）

？an7ataijoZkantakajen（あのぐら

いより高い）

ｔａｚＧｌｉｎａｚｊｏｘｋａｎｋｉｚｊｕｘｓａｎ（二つ

ずつよりあげることができない）

⑪u、（さえ）jatin（でも）はうけえない。

７）接続助詞gaJinazをうける。

？iｋｉｇａＪｉｎａＸｊｏＸｋａｎｊａｋｉＺｇａＪｉ－

３，８ｊｏＺｋａｎ（より）

比較の基準を示す。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

jamajoZkantakajen（山より高い）
ｏ

７ｕｍｉｊｏＺｋａｎ巾ukajen（海より深し、）
。

２）活用語の連用形をうける。

？ｉｋｉｊｏＺｋａｎ？araZJen（行きより荒い）

takakujoXkanCikukumaJi（高くより
◎ 。。

低くがよし、）

３）準体助詞をうける。

nakuZJijoZkanwaraiJimaJi（泣

くのより笑うのがよい）

taZgarajoXkanmaji（誰かよりよい）

４）並列助詞をうける。

７ｊａＸｔｕｗａｎｔｕｊｏＺｋａｎ？ariru-

nblixjamaJi（君と私とよりあれ－人は

よい）

ｍｕｇｉＸｋａ７ａｗａＺｋａｊｏＸｋａｎｗｕｇｉＸ

７ｕｉＪｉｊａｍａＪｉ（麦か粟かより砂糖きび

を植えるのはよい）

ｍａｘｊａｒａ？ｕＪｉｊａｒａｊｏｘｋａｎ？ｗａｚ

ＪｉｋａｎａｉＪｉｊａｍａＪｉ（馬やら牛やらより
◎

豚を飼うのがよし、）

７ａｔｂＩａＸｔｕｋａ７ａｓａＺｔｉｔｕｋａｊｏＺｋａｎ
ｏ ｏ

ｋｕＺｍａＪｉ（明日とか明後日とかより今日が

よい）

５）格助詞をうける。

？ａｒｉＸｇａｊｏＺｋａｎ？ｊａＸｇａ？iｋｕＺＪｉ

ｍａＪｉ（あれがより君が行くのがよい）
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ｎａＺｊｕｒｅＺ（行きながらよりは来ながら寄れ）

〔接する形式〕

１）並列助詞ｋａ（か）に接する。

?ｕｊａｊｏｚｋａｎｋａｂｌｏｚｒｅｚｊｏｘｋａｎ

ｈａｎａＸsasun（親よりか兄弟より大事にする）

２）格助詞ｎｅｘｔｉ（で）に接する。

中ａｒｕｎｅＺｔｉｊｏＸｋａｎｊａＺｎｅＺｔｉｍａＪｉ

（畑でより家でよい）

nａｇｕｎｅＸｔｉｊｏＺｋａｎｔａｋａＪｅｎ（名護で

より高い）

３）副助詞ｎｒｅｚ（ｒｅｚ）に接する。

nagujoZkanreXtakaJen（名護よりな

んぞ高い）

７uｍｕｊｏＺｋａｎｒｅＸｊａＪＪｅｎ（芋よりなん

ぞ安い）

４）係助詞に接する。

?arijoZkanjabluraJeZn（あれより

は美しい）

?aｒｉｊｏＸｋａｎｒｕｂｌｕｒａＪｅＺｒｕ（あれより

美しいのだ）

?arijoZkangabluraJeXra（あれより

美しいのかしら）

さい）

３）並列助詞をうける。

kｗａｉｔｕｈａｍａＸｔｕＪｉｋｉｊｕｎ（鍬と

鎌とで切る）

kｗａｉｎｕｊａｈａｍａｎｕｊａＪｉｋｉｊｕｎ（鍬

やら鎌やらで切る）

ｋｉＸｋａｒａｋｉＸｋａＪｉｓｇｋｏｊｕｎ（木か

竹かで作る）

？ｉＪｉｊａｒａｂｏＺｊａｒａｊｉｋｕｒｕｓｕｎ

（石やら棒やらで殺す）

ｂａｊａｔｕｋａｋｕｒｕＺｍａｔｕｋａＪｉｈａｊａ－
Ｏ Ｏ

ｓｕ、（馬車とか車とかで運ぶ）

４）副助詞をうける。

habibakeZJis9kojun（紙ばかりで作
る）

buimariZJitatakun（鞭まででたたく）

？aｗａｎｉｇａＸｊｉｓ９ｋｏｊｕｎｊｏＸ（粟などで

作るよ）

ClsanreZJikuramijun（足などで踏

む）

７aｎｋｕｒｅＺＪｉｊａｎｕＸｎｎａｒａｎ（あ

のぐらいではなにもできない）

？a、？ａｔａｉＪｉｊａｎａｒａｎ（あのぐら

いではできない）

ｔａｉｎａＺＪｉｋｕｍｂｕｎ（二人ずつでしばる）

？ｕｐｐｉｍｊａＸｊｉｊａｎａｒａｎ（これぽ

つちではできない）

ｂｌｕｎ（さえ）jatin（でも）はうけえない。

〔接する形式〕

１）並列助詞ｔｕ（と），ｋａ（か），ｔｕｋａ

（とか）に接する。

ｋｕｍｉＺｊｉｔｕｍｕｇｉＺＪｉｓ９ｋｏｊｕｎ（米
でと麦で作る）

ｋｕｍｉＸＪｉｋａｍｕｇｉＸＪｉｓ９ｋｏｊｕｎ（米
でか麦で作る）

３，９ｊｉ（で），Ｓａｉ（で）

方法，材料を表わす。ＪｉとＳａｉはほぼ同じ

ように用いられる。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

ｔｉＺｊｉｓ９ｋｏｊｕｎ（手で作る）

ｋｉＺＪｉｓ９ｋｏｊｕｎ（木で作る）
中ｕｎｉＪｉ？ikun（舟で行く）

２）準体助詞をうける。

hoZtikuZjisaisukojun（買ってくる
。 ◎

ので作る）

ｎｕＺｇａｒａＪｉｓｕｋｏｒｅＺ（なにかで作りな
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３，１０ｎｅｚｔｉ（で）

動作の行なわれる場所・時を表わす。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

Ｊｉｍａｎｅｘｔｉｍａｘｒｉｎ（島で生れる）

？aｍａｎｅＸｔｉｊｕｍｍｕｎ（あそこで休む）

ｋｅｘｎｅｘｔｉｊｕｒｅｘ（帰るときによりなさ

い）

２）活用語の連用形をうける。

？iｋｉｎｅＸｔｉｍｕｔｂｊｉｋｏＸ（行くときに持

ってこい）

wakaJeXnexti？id5an（若いときに行っ

た）

ｈａｋａＪｉｎｅｘｔｉ？ｊｅｘ（書かせるときに

言いなさい）

３）準体助詞をうける。

ｒａＸｇａｒａｎｅＸｔｉ？uｉｓａ（どこかで売

るよ）

ｒａｘｇａｒａｎｅｘｔｉｈａｋｕｚｓａ（どこかで書

くよ）

４）並列助詞をうける。

？ｕｉｔｕ９ｉｔＪａｔｕｎｅＸｔｉ？aJibun（上
。

と下とで遊ぶ）

？ｕｉｋａＣｉｔＪａｋａｎｅＺｔｉ？ajibun（上
Ｏ

か下かで遊ぶ）

ｍｅＺｊａｒａ巾ｕＪｉｊａｒａｎｅＸｔｉ？aJibun
o

（前やら後やらで遊-5:）

ｎａｇｕｔｕｋａｎａ巾ａｔｕｋａｎｅＺｔｉｈｏＸｊｕｎｏ ｏ

（名護とか那覇とかで買う）

５）副助詞をうける。

７uriXjatuguuibakeXneZti7ujun

（これは渡久地ばかりで売る）

tugublimariZneZti？utubIeXsa（渡

久地までの間で落としたにちがいない）

のarunigaXneZti7aXteZnjoX（畑

ｔｉＺＪｉｔｕｋａＣｉｓａＺＪｉｓａｇｕｊｕｎ（手
。 ◎

でとか足でさく゛る）

２）格助詞ｈａｒａ（から），joZkan（より），

ｒｉ（と）に接する。

kwailiharahad5ijun（鍬でから耕や

す）

ｋｗａｉＪｉｊｏＸｋａｎｈａｍａＸＪｉｋｉｒｅＸ

（鍬でより嫌で切れ）

ｔｉｚＪｉｒｉ７ｊｕｘｔａｎ（手でと言っていた）

３）副助詞に接する。

haniXjibakeXs9kojun（鉄でばかり作
る）

kaZraJimariXs9kojun（瓦でまで作
る）

中ｕｎｉｊｉｎｉｇａ２？idFiexntex（舟でな

ど行ったにちがいない）

ｔｏＺｇｕｍｉＪｉｎｒｅＸｓ９ｋｏｊｕｎｊｏＺ（黍で

など作るはずだよ）

nblaXjikureZsukoreX（±でなど作り
◎

なさし、）

ｔｉｚＪｉ？ａｔａｉｊａｎａｒａｎ（手でぐら

いではできない）

hajaXJiblun巾ｕｋａｎ（茅でさえ葺か
◎

なし、）

ｈａｊａＺＪｉｊａｔｉｎ巾ukeZsan（茅ででも

葺けばよいのに）

４）係助詞に接する。

ｋｕｒｕＸｍａＪｉｊａ？iｋａｎ（車ではいかな

い）

ｋｕｒｕＸｍａＪｉｎ？ikun（車でも行く）

ｋｕｒｕＺｍａＪｉｒｕｎ７ｉｋｉｎｅＺｈｅＸＪｅｎ

（車ででも行くと早い）

ｋｕｒｕＸｍａＪｉｒｕ７ｉｋｕＸｒｕ（車で行くのだ）

ｋｕｒｕＺｍａＪｉｇａ？ikuZra（車で行くのか

しら）
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などで会ったにちがいないよ）

ｏａｍａｎｒｅｘｎｅｚｔｉ？aJibun（浜などで遊

ぶ）

ｍａｂｌｉＸｊａｋｕｒｅＸｎｅＺｔｉｈｏＸｊｕｎ（店など

で買う）

？u、？ａｔａｉｎｅＸｔｉ？id5an（この年頃で

行った）

ｊａＺｕｉｎａＸｎｅＸｔｉ？aｇａｉｓａ（八歳ず

つで入学する）

６）接続助詞gajinax（ながら）をうける。

？ikigaJinaZneXti7iUlukun（行きな

がらで言っておく）

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｔｕｇｕＬｌｉＺｎｅＺｔｉｔｕｎａｇｕｎｅＺｔｉｍト

uｊａｎ（渡久地でと名護で見た）

？ａｍａｎｅＸｔｉｎｕｊａ巾umaneXtinuja

mugejun（あそこでやらここでやらさわぐ）

ｍｅＺｎｅＺｔｉｋａのｕＪｉｎｅＸｔｉｍｕｇｅｊｕｎ
ｏ

（前でか後でさわく゛）

巾ｕｒｕｎｅｚｔｉｊａｒａｊａｘｎｅｘｔｉｊａｒａ

ｓａｋｉｎｕmikurusun（畑でやら家でやら酒を

飲みつぎける）

中aｒｕｎｅＺｔｉｔｕｋａｊａＺｎｅＸｔｉｓａｋｉ
Ｏ

ｎｕｍｕｎ（畑でとか家で酒を飲む）

２）格助詞ｈａｒａ（から），ｊｏＸｋａｎ（より），

ｒｉ（と）に接する。

巾aｒｕｎｅＺｔｉｈａｒａｊａｍｕｔａｎ（畑でから

痛かった）

ｊａＸｎｅＺｔｉｊｏＸｋａｎｊａｍｕｎ（家でより痛

む）

ｊａＸｎｅＺｔｉｒｉ？jun（家でという）

３）副助詞に接する。

ＪｉｍａｎｅＸｔｉｂａｋｅＺｋｕｒａｓｕｎ（島でばか

り暮す）

巾aｒｕｎｅＺｔｉｍａｒｉＸｊｕｍｕｎ（畑でまで読

む）

ｈｅＺｋａｔａｎｅＸｔｉｎｉｇａＺ巾atarakunjoX
o

（南部方面で働いてし､るよ）

？ｕｍｉｎｅｚｔｉｎｒｅｚ？aJirarajanara

n（海などで遊んではいけない）

ｔｕｎａｉｎｅＺｔｉｋｕｒｅＸ？aJibun（隣などで

遊ぶ）

ｔｕｎａｉｎｅＸｔｉ？ａｔａｉｊａ？ajibeZjimu

Jiga（隣でぐらい遊べばよいのだが）

ｔｕｎａｉｎｅＺｔｉ凶ｕｎ？ajiban（隣でさえ

遊ばない）

ｔｕｎａｉｎｅＺｔｉｊａｔｉｎ？aJibun（隣ででも

遊ぶ）

４）係助詞に接する。

ｊａｚｎｅｚｔｉｊａ｡§tarakan（家では働

かない）

ｊａｘｎｅｘｔｉｎ巾atarakan（家でも働
◎

かなし、）

ｊａＺｎｅＺｔｉｒｕｎ巾atarakineZJimu
O

Jiga（家ででも働けばよし､のだが）

ｊａＸｎｅＸｔｉｒｕ巾atarakuZru（家で働く
◎

のだ）

ｊａＸｎｅＸｔｉｇａ｡§tarakuZra（家で働く

のかしら）

５）連体助詞に接する。

ｎａＯａｎｅＺｔｉｎｕｋｕｔｕＺ（那覇でのこと）

ｊａＺｎｅＸｔｉｎｕｊｉｇｕＸｔｕ（家での仕事）

３，１１ｒｉ（と）

動作・作用の内容を表わす。

〔うける形式〕

種々の表現内容をうける。

Jid5ari？jun（兄だという）

jonnaZri？jun（ゆっくりだという）
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hakunri7jun（書くという）

takaJenri？jun（高いという）

ｈａｋａｓｕｎｒｉ？jun（書かせるという）

hakibujenri？jun（書きたいという）

tugmliOgatiri7jun（渡久地へとい

う）

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｈａｋｕｎｒｉｎｕｊａｈａｋａｎｒｉｎｕｊａ

７ｊｕｎ（書くとやら書かないとやらいう）

？ｉｋｕｎｒｉｋａ？ｉｋａｓｕｎｒｉ？jｕｎ

ｊｏＸ（行くとか行かせるというよ）

？ｉｋｕｎｒｉｊａｒａ？iｋａｎｒｉｊａｒａ

７ｊｕｎ（行くとやら行かないとやらいう）

wakajunritukawakaranri
o

tuka？jun（わかるとかわからなし､ととかし、
◎

う）

２）格助詞ｈａｒａ（から），ｊｏＺｋａｎ（より）

に接する。

巾atarakunrihara？jun（働くとからい
。

う）

ｍａｔｔｕｎｒｉｊｏＸｋａｎ？jａＸｒａｎ（待つ

とよりいえない）

３）副助詞に接する。

?iuunaIenribakeZ7jun（忙しいとば

かりいう）

のagoxJenrimarix？』u、（きたないと

までいう）

７itJunaJenrinigaX7junjoZ（忙し

いとなどいうよ）

？ｉｋｕｎｒｉｎｒｅＺ？iＺｎｅＺｎａｒａｎ（行

くとなどいうといけない）

ｍin可aJenrikureZ？jatteZnjoZ

（さわがしいとなど言われたにちがいないよ）

miJijunri？ａｔａｉｊａ？jｅＺｓａｎｎｉ

（見せるとぐらいはいうでしょう）

?ammaJenribIun？』ａｎ（体の具合が

悪いとさえいわない）

nama7iuunaJenrijatin？jeX（今

忙しいとでもいいなさい）

４）係助詞に接する。

ｋｕＸｎｒｉｊａ？』ａｎ（来るとはいわな

い）

ｋｕＺｎｒｉｎ？』u、（来るともいう）

ｋｕＸｎｒｉｒｕｎ？iＸｎｅＺｎａｒａｎ（来

るとでもいうといけない）

ｋｕｘｎｒｉｒｕ？juzru（来るというのだ）

ｋｕｚｎｒｉｇａ？juzra（来るというのかし

ら）

４，副助詞

上接形式にある意味を添え，用言の意義を修

飾するはたらきがある。

４'１ｂａｋｅＺ（ばかり）

事柄の範囲を限っていうのに用いる。そのた

め強調の意があらわれることもある。また，数

量を表わす語につき，おおよその分量，程度を

表わす。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

７ａｍｉｂａｋｅＸのuin（雨ばかり降る）

sakibakeZnumun（酒ばかり飲む）

taXuibakeXmuM9koX（二つばかり持っ

てこい）

２）活用語の連用形，接続形をうける。

jｕｍｉｂａｋｅＺｓｕｎ（読みばかりする）

juribakeZwuin（読んでばかりいる）

takakubakeZnain（高<ばかりなる）

ｔａｋａｓａｔｉｂａｋｅＸ？ａｔｉｎｎｕＸｎｎａ－
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rａｎ（高くてばかりあってもなんにもならない）

｡§tarakaJibakeXsun（働かせばかり

する）

巾atarakauibakeZwuin（働かせてば
。

かりいる）

３）準体助詞をうける。

JikaiJibakeZmutbli？ikeZ（使うもの
。 ◎

ばかり持ってし､け）

nuZgarabakeZ？aiｎ（つまらないもの

ばかりある）

４）並列助詞をうける。

Jid5atu？uttubakeXwuin（兄と弟

ばかりいる）

?ａｉｎｕｊａ巾uinujabakeX？』u、（あ

澤やらこうやらばかりいう）

ｍａＺｋａ？uJikabakeXJ1anajun
o

（馬か牛かばかり飼う）

７ａｉｊａｒａのuijarabakeZ？jun（あ

あやらこうやらばかりいう）

？ammaZtlJkad5itblaZtukabakeXo

tarugakijun（母とか父とかばかり頼り(こす

る）

５）格助詞をうける。

？aｒｉＸｇａｂａｋｅｚｍｉｚｎ（あれがばかり見

る）

ｍａｊａＺｎｕｂａｋｅＺｋｅＺｎ（猫がばかり食う）

ｎａｇｕｎｅＸｂａｋｅＺｗｕｉｎ（名護にぱかりい

る）

ｔｕｉｇａｂａｋｅＺ？ikun（取りにぱかり行

く）

？ｕｊａｔｕｂａｋｅＺ？ikun（親とばかり行く）

？ujaOgatibakeX？jun（親へばかりい

う）

？ujaharabakeZtuin（親からばかり

取る）

tiXJibakeXs9kojun（手でばかり作

る）

tunaineXtibakeX？aJibun（隣でばか

り遊ぶ）

?aJibunribakeZ？jun（遊ぶとばかり

言う）

６）副助詞をうける。

sａｋｉｎｉｇａＺｂａｋｅＺｎｕｒａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（酒などばかり飲んではいけない）

CisakureZbakeX？arajun（足などぱ
。

かり洗う）

?a、？ataibakeXjanaisuZru（あ

のぐらいばかりはできるでしょう）

ｔｉＺＵｉｎａＸｂａｋｅＺｋｉＺｊｕｎ（一つずつばか

りあげる）

７）接続助詞gaJinax（ながら）をうける。

７iｋｉｇａＪｉｎａＺｂａｋｅＺｊｕｉｎ（行きながら

ばかりよる）

？akkigaJinaZbakeZ巾anajiZsun

（歩きながらばかり話す）

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｔｉＺｂａｋｅＸｔｕＣｉｓａｂａｋｅＺ？arajun
o

（手ばかりと足ばかり洗う）

ｔｉＺｂａｋｅＺｋａＧｉｓａｂａｋｅＺ？arajun
o

（手ばかりか足ばかり洗う）

？ａｗａｂａｋｅＸｔｕｋａｍｕｇｉＺｂａｋｅＺ？ｕ－
ｏ

ｉｊｕｎ（粟ばかりとか麦ばかりを植える）

２）格助詞に接する。

？aｒｉｂａｋｅＸｇａｓｕｎｓｕｎ（あればかり

が損する）

garasaZbakeZnukeXn（烏ばかりが食

う）

ｗａｎｂａｋｅＺｎｅＸ？ad5ikijun（私ばかり

に預ける）
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飲むのだ）

mid5ibakexganumuxra（水ばかり飲

むのかしら）

５）連体助詞に接する。

？aｍｉｂａｋｅＺｎｕｐｉＸ（雨ばかりの日）

？iｊｉｂａｋｅｚｎｕＪｉｍａｘ（石ばかりの島）

ｍｉｘｂａｋｅｘｇａ７ｉｋｕｎ（見ばかりに行く）

７uttubakextu？ajibun（弟ばかりと

遊ぶ）

kwaXbakeZDgati7jun（子供ばかりへ

いう）

nagubakezharakuzn（名護ばかりから

来る）

Uluibakexjoxkantaijamaji（一人

ばかりより二人はよい）

ｎｂｌａｂａｋｅＺＪｉｓ９ｋｏｊｕｎ（士ばかりで作
る）

ｊａＺｂａｋｅＸｎｅＺｔｉＪｉｇｕＸｔｕｓｕｎ（家ば

かりで仕事する）

７ｊａＸｂａｋｅＺｒｉ？jun（君ばかりという）

３）副助詞に接する。

kusabakeXnigaXrutuiru（草ばか
◎

りなど取るのだ）

ｋｕｓａｂａｋｅｚｎｒｅｚｈａｔｉｎｕＸｓｕｚｇａ
ｏ

（草ばかりなど刈ってどうするのだ）

blirabakeZkureZ7arajun（顔ばかり

など洗う）

miXG｢ibakeZnaXwakijun（三つばか

りずつ分ける）

ｍｉＺｂａｋｅＸｂｊｕｎｓａｎ（見ばかりもしな

い）

ｍｉＺｂａｋｅＸｊａｔｉｎｓｕｎ（見ばかりでもす

る）

４）係助詞に接する。

ｍｉｄ５ｉｂａｋｅＺｊａｎｕｍｕｎ（水ばかりは飲

む）

ｍｉｄ５ｉｂａｋｅＺｎｎｕｍａｒａｎ（水ばか

りも飲めない）

ｍｉｄ５ｉｂａｋｅｘｒｕｎｎｕｍｉｎｅｚｗａｔａｘ

ｋｏＸｓｕ、（水ばかりなんぞ飲むと腹をこわす）

ｍｉｄ３ｉｂａｋｅｚｒｕｎｕｍｕｚｒｕ（水ばかりを

４，２ｍａｒｉｚ（までｗｇａｒｉＸ（まで）

動作・作用や状態の及ぶ限界点を示す。ｍａ－

ｒｉｚとgarixはほとんど同じように用いられ

る。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

jamatumariX？ikun（本土まで行く）

巾aｒｕｍａｒｉＺｋｉｋａｒｉＺｎ（畑まで聞こえる）
o

had5imariZOukun（風まで吹く）
｡

２）動詞および動詞型助動詞の連用形，連体形，

接続形をうける。形容詞および形容詞型助動

詞では，その連用形をうける。

hakimariZmatbj9kusa（書くまで

っておくよ）

hakumariZmathlUkunna（書くまで侍
。

っておくか）

hａｂｌｉｍａｒｉｔｕｒａｓｕｎ（書いてまであげ

る）

ｔａｋａｋｕｍａｒｉｘｎａｔｉｈｏｘｉｊｕｘｓａｎ

（高く主でなって買うことができない）

hakajimariXmatbhJkun(書かせるま

で待っておく）

hakasumariZmatUl9kun（書かせるま

で待っておく）

hａｋａｂｌｉｍａｒｉｘｍｉｊｉｘｎ（書かせてまで見

せる）

numibukumariXnain（飲みたくまでな

る）
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３）準体助詞をうける。

？iｋｕＸＪｉｍａｒｉＺｔｕｍｉＸｎ（行くのまで

止める）

nuxgaramarix？id5asuban（なにか

まで出すよ）

４）並列助詞をうける。

ｍａＸｔｕ？uJitumariXnuJijun（馬

と牛とまで乗せる）

ｔｉＺｎｕｊａ９ｉｓａｎｕｊａｍａｒｉＸｋｕｍｂｕｎ
ｏ

（手やら足やらまでしばる）

ｔｕｇｕｂｌｉｋａｎａｇｕｋａｍａｒｉＸ？ikun

（渡久地か名護かまで行く）

subuijarakiDkwanjaramariX

?uijun（冬瓜やらかぼちゃやらまで植える）

ｒｅＸｋｕｎｉｔｕｋａ？ａｋａｒｅＸｋｕｎｉｍａｒｉＺ
ｏ

７ｕｉｊｕｎ（大根とか人参とかまで植える）

５）格助詞をうける。

?ariXgamariX巾atarakun（あれがま
◎

で働く）

had5inumariXmkun（風がまで吹<）
。

?ｕｊａｎｅＺｍａｒｉＸ？jun（親にまでし、う）

７ｕｉｇａｍａｒｉＺ？ikun（売りにまで行く）

bluXtumariX？ikun（人とまで行く）

？ujaOgatimariXk9tJigeZsun（親へ

まで口答えする）

kwaXharamariZtuin（子供からまで

取る）

ＣｉｓａＪｉｍａｒｉｘｋｕｒａｍｉｚｎ（足でまで踏
◎

む）

ｏａｒｕｎｅＺｔｉｍａｒｉＺ？oＺｊｕｎ（畑でまで

喧嘩する）

？ujunrimariX？jun（売るとまでい

う）

６）副助詞をうける。

sakinigaZmariXnumablaraja

ｎａｒａｎ（酒などまで飲ましてはいけない）

tabakunreXmariZ｡!Ｇｌａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（煙草などまで吸ってはいけない）

CisakureZmariZ7arajun（足などま
◎

で洗う）

？aｎ７ａｔａｉｍａｒｉｘｊａｎａｉｎ（あのぐらい

いまではできる）

taXblinaxmariXjaJimun（二つず

つまではよい）

ｂｌｕｎ（さえ）jatin（でも）はうけえない。

７）接続助詞ｂａ（ぱ）gaJinaX（ながら）を

うける。

ｈａｎａＸｄ５ｉｊｕｍｉｚｂａｍａｒｉｚｒｅｚｇａｊａＸ

（必ず読めばまでであろうか。必ず読まな

いといけないかしら）

？ikigajinaxmarixmizn（行きながら

まで見る）

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｋａｒｉｎａｚｍａｒｉｘｔｕｋｏｄ５ａｍａｒｉｘｊａ

ｒａＺｎｕｔｕＸＪｅＺｇａ（嘉手納までとコザ

まではどちらが遠いのか）

ｋａｒｉｎａＺｍａｒｉＺｎｕｊａｋｏｄ５ａｍａｒｉＸ

ｎｕｊａribli？ikun（嘉手納までやらコザま

でやらといって行く）

？ｊａＸｍａｒｉＸｋａｗａｎｍａｒｉＺｊａ？iｋａ

ｎｎｅｘｎａｒａｎ（君までか私までは行かな

ければならない）

Ｃｉｂｌｉｄ５ｕＺｍａｒｉＸｊａｒａ｡§Gjid5uZmariZo

？iｋｉｎｒｉｒｏＸ（70歳までやら80歳までや

ら生きるらしいよ）

｡§Ｇｌｉｄ５ｕＺｍａｒｉＸｔｕｋａｋｕｎｄ５ｕＺｍａｒｉＺｏ

？iｋｉｒａｒｉｚｎｅｚｍａｊｊｅｘｊｉｇａ（８０歳ま

でと力､90歳まで生きられるといいのだが）

２）格助詞に接する。
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？ｊａＸｍａｒｉＸｇａ？iｋａｎｔｉｎＪｉｍｕＸ

ｓａ（君までが行かなくてもよい）

ｈａｄ５ｉｍａｒｉＸｎｕ巾uｋｉｎｅＺｒｅＸｄ５ｉ
ｏ

ｓｕＸｓａ（台風までが吹ﾚ､たら大変なことに

なるよ）

mid5imarixnexkumajun（水までに困

る）

ｍｉｊｉｍａｒｉＸｇａ？ikun（見せまでに行く）

７ｕｊａｍａｒｉＺｔｕ７ｏＸｊｕｎ(親までと喧嘩する）

?ibllkubiZmariXDgati？ukujun（従

兄弟たちまでへ送る）

jamatumariXharakuZn（本土までか

ら来る）

kinnuXmariZjoZkanmaJJen（昨日ま

でよりよい）

UlinamariXJikubijun（綱まででしば

る）

ｊｕのａｎｅＺｍａｒｉＸｎｅＺｔｉｓａｎｎｅＸ

ｎａｒａｎ(夕方まででしなければならない）

？ｊａＺｍａｒｉＺｒｉ？』u、（君までといって

いた）

３）副助詞に接する。

ｔｕｇｕＵｎｍａｒｉＸｎｉｇａｘｊａ？id5ikan

neznaran（渡久地までなどは行ってこ

ないといけない）

nagumarixnrez？id5ikaz（名護まで

など行ってこよう）

nagumariXkureX？ikun（名護までな

ど行く）

ｎａｇｕｍａｒｉＸ？ａｔａｉｊａ？ｉｋｉｊｕｚｓｕｎ

（名護までぐらいは行ける）

miZblimariZnaXwakijun（三つまで

ずつ分ける）

nagumariXhlun？iｋｉｊｕＸｓａｎ（名

護までさえ行くことができない）

ｎａｇｕｍａｒｉＺｊａｔｉｎ？ｉｋｉｊｕＸｓｕｎ

名護まででも行くことができる）

４）係助詞に接する。

７ｕｒｉｍａｒｉＺｊａｎａｒａｎ（それまでは

できない）

？urimariXnnain（それまでもでき

る）

？ｕｒｉｍａｒｉＸｒｕｎｎａｉｎｅＺＪｉｍｕｎ

（それまでなんぞできたらよい）

７urimariXrunairu（それまでしかで

きない）

？urimariXganaira（それまでしかで

きないのかしら）

５）連体助詞に接する。

ｔｕｇｕｂｌｉｍａｒｉＸｎｕｍｉｕｉ（渡久地までの

道）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｎｕＧｊｕＸ（名護までの人）

４，３ｎｉｇａＸ（など，なんぞ）

事柄をそれだけに限定せず，例示的に示す意

を表わす。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

pirunimbinigaXjasan（昼寝など

はしない）

sakinigaXnumunjoX（酒など飲むよ）

２）動詞および動詞型助動詞の連用形，接続形

をうける。形容詞および形容詞型助動詞では，

その連用形をうける。

hakinigaX9i⑭aｚｒａｊａｎａｒａｎ（書
◎

きなどしたらし､けない）

hａｕｉｎｉｇａＺｗｕｔａＺｒａｊａｎａｒａｎ（書

きなどしていたらいけない）

takakunigaXnainjoZ（高くなどなる

でしょう）
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ｈａｋａＪｉｎｉｇａＺｓｕｎ（書かせなどする）

ｈａｋａｕｉｎｉｇａＸｗｕｉｎｊｏＸ（書かせてな

どいるでしょう）

hakibukunigaXnain（書きたくなど

なる）

３）準体助詞をうける。

ｊｕｍｕｚＪｉｎｉｇａＸ？aｉｎｔｅＸ（読むもの

などあるにちがいない）

ｒａｘｇａｒａｎｉｇａｘ？iｄ５ｅｚｓａ（どこか行

ったにちがいない）

４）並列助詞をうける。

ｍａＺｔｕ７ｗａＸｔｕｎｉｇａＸＪｉｋａｎａｊｕｎ
ｏ

（馬と豚となど飼う）

ｍａＺｎｕｊａ？ｗａＺｎｕｊａｎｉｇａＪｉ－
ｏ

ｋａｎａｊｕｎ（馬やら豚やらを飼う）

ｍａＸｋａ？ｗａＸｋａｎｉｇａＺｊｉｋａｎａｊｕｎ
ｏ

（馬か豚かなど飼う）

ｍａｍｉＸｊａｒａ？ｏＸ中ａｊａｒａｎｉｇａＺ？u－

ｉｊｕｎ（豆やら野菜やらなどを植える）

ｍａｍｉＸｔ９ｋａ？ｏ⑩ａｔｕｋａｎｉｇａＸ？ｕｉ－Ｏ

ｊｕｎ（豆とか野菜とかなどを植える）

５）格助詞をうける。

？arixganigax？ｉｋａｎ（あれがなど

行かない）

？ａｍｉｚｎｕｎｉｇａＸ巾ｕｉｎｅＸｎａｒａｎ

（雨がなど降るといけない）

ｇａｋｋｏＸｎｅＸｎｉｇａＺｗｕｉｎｊｏＺ（学校に

などいるよ）

ｍｉＺｇａｎｉｇａＸ？iｄ５ｅＸｓａ（見になど

行ったにちがいないよ）

？ｕｊａｔｕｎｉｇａＸ？ｏＺｔａｒａｊａｎａｒａｎ

（親となど喧嘩したらいけない）

ｕｕＺＯｇａｔｉｎｉｇａＺ？iｕａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（人へなど言ったらいけない）

、a｡ａｈａｒａｎｉｇａｚｋｕｘｎ（那覇からなど

来る）

ｋｕｍｉＺＪｉｎｉｇａＺｓ９ｋｏｊｕｎｊｏＸ（米で

など作るよ）

tunaineXtinigaZ7aJibun（隣でなど

遊ぶ）

ＣｉＵｌｉｍｕｎｒｉｎｉｇａＸ７ｊｕｎｊｏＺ（包むと
。

など言うよ）

６）副助詞をうける。

ｓａｋｉｂａｋｅＺｎｉｇａＺｎｕｒａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（酒ばかりなど飲んではいけない）

ｎａｋｉｄ５ｉｎｍａｒｉｚｎｉｇａｚ？ｉｄ５ｅＺｎｊｏＺ

（今帰仁までなど行ったにちがいないよ）

ｍｉｄ５ｉｎｒｅｘｎｉｇａｘｈａｋｉｔａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（水などかけたらいけない）

kaUluZ？ｊｕＺｋｕｒｅＺｎｉｇａＺ？aｒｅＺｓａ

ｎｎｉ（鰹あたりなどあるでしょう）

？anu？aｔａｉｎｉｇａＺｊａｎａｉｎ（あのぐら

いなどはできる）

ｔａｘＧｌｉｎａｚｎｉｇａｚｋｉｘｒｅｚ（二つずつな

どあげなさい）

Ｌｌｕ（さえ），jatin（でも）はうけえない。

７）接続助詞ｂａ（ぱ），ｎｅＸ（と），ｔｕ（か

ら，ので），gaJinaz（ながら）をうける。

ｈａｋｉＸｂａｎｉｇａｚｋｉＺｎｊｏＺ（書いたりな

などするとあげるよ）

ｈａｋｉｎｅＺｎｉｇａＸ？ussasun（書いたりな

どすると喜ぶよ）

bｎＺｎｕｔａｋａｊｅＸｔｕｎｉｇａＸｊａｒａｎ

ｇａｊａｘ（血が高いからではなかろうか）

hakigaJinaXnigaX？ibleZnjoX（書

さながらなど言ったにちがいないよ）

〔接する形式〕

１）格助詞に接する。

uｕＺｎｉｇａＸｇａｒｕｋｕＸｒｕ（人などが来

るのだ）
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tｕｉｎｉｇａＸｇａｒｕｋｅＺｒｕ（鳥なんかが

食うのだ）

tunainigaxnexwuin（隣などにいる）

ｍｉＺｎｉｇａＸｇａ７ｉｄ５ｅＺｓａ（見なんぞに

行ったにちがいない）

？uｊａｎｉｇａｘｔｕ７ｉｄ５ｅｘｓａ（親なんぞと

行ったにちがいない）

のarunigaX0gati？ｉｋａｎｔａｇａｊａＸ

（畑なんぞへ行かなかったかしら）

巾ｕｒｕｎｉｇａＺｈａｒａｋｅ２ｔｉｋｕｎｊｏＸ

（畑などから帰ってくるよ）

７juXnigaXjoZkantakaJen（魚などよ

り高い）

wuginigaXjis9kojunjoZ（砂糖き
びなどで作るよ）

中ａｍａｎｉｇａｎｅｘｔｉ？axtexsa（浜など

で会ったにちがいない）

ｊｕＯｕｍｕｎｒｉｎｉｇａＺ？ｉｂｊａＺｒａｊａｎ２Ｆ

ｒａｎ（休むとなど言ってはいけない）

２）副助詞に接する。

ｗｕｇｉｎｉｇａＸｂａｋｅＸ？ｕｉｔｉｎｎｕＺｎ

ｎａｒａｎ（砂糖きびばかり植えてもなにもな

らない）

？ａｒｉｎｉｇａＺｍａｒｉＸｓＯＸｔｉ？iｄ５ａｒａ

ｊａｔａｂｌｉｓｕＸｇａ（あれなどまでつれてい

ったらどうするのか）

？ａｒｉｎｉｇａＸｎｒｅｚｓｏｘｔｉＵＩａＸｒａｊａ

ｎａｒａｎ（あれなどまでつれてきたらいけな

い）

？arinigaZkureXsoXti？ikeZ（あれな

んぞあたりつれていけ）

７ａｒｉｎｉｇａＺ７ａｔａｉｊａ？id5iZnJimu2

sa（あれなんぞぐらいは行ってもいいよ）

ｔａｘｂｌｉｎｉｇａＸｎａｚｊａｋｉｚｒｅｘ（二つず

つなどはあげなさい）

７uttunigaXblunJikaran（弟などさ
Ｏ

え使わなし、）

７uttunigaXjatinjlkajun（弟などで
も使う）

３）係助詞に接する。

?oＸｒａｎｉｇａＺｊａｊｉｋａｒａｎ（春などは使
。

わなし､）

?oZranigaXnjikareZ（春なども使い
◎

73§さい）

７ｏｚｒａｎｉｇａｘｒｕｎＪｉｋａｉｎｅＸｈｅＸＪｅｎ
Ｏ

（春などで(>使うと早い）

７oXranigaXruJikairu（呑なんぞ使う
◎

のだ）

?oXranigaZgaJikaira（巻など使うの
◎

かしら）

４）連体助詞に接する。

ｍａＺｎｉｇａＺｎｕｋｉＸ（馬などの毛）

?uＪｉｎｉｇａＸｎｕＵｌｉｎｕＸ（牛などの角）

４，４ｎｒｅｚ（なぞ，なんぞ，でも）

事柄をそれだけに限定せず，例示的に示す意

を表わす。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

ｐｉｒｕｎｉｍｂｉｎｒｅＸｊｉＸｎｅＸＪｉｍｕＪｉｇａ

（昼寝などするとよいのだが）

７uttunrexjaraJez（弟など行かせなさい）

２）動詞および動詞型助動詞の連用形，接続形

をうける。形容詞および形容詞型助動詞では，

その連用形をうける。

hａｋｉｎｒｅｘ９ｉｕａｒａｊａｎａｒａｎ（書き
。

などしたらいけなし、）

hａｔｌｉｎｒｅｘｗｕｒａｎＪｉｇａ（書いてなど

いないよ）

？aＧｌｉｋｕｎｒｅＺｎｅＺｎｎｅＸｊｉｍｕＺｓａ
ｏ
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（暑〈などなければよいよ）

ｈａｋａｊｉｎｒｅｘＣｉｕａｒａｊａｎａｒａｎ
ｏ

（書かせなどしたらし､けない）

hａｋａｂｌｉｎｒｅＺｗｕｒａｎＪｉｇａ（書かせ

てなどいないよ）

ｈａｋｉｂｕｋｕｎｅＺｎｎｅＸｊｉｍｕＸｓａ（書

きたくなければいい）

３）準体助詞をうける。

ｓｕＸＪｉｎｒｅＸ？aｒｅＸｓａｎｎｉ（する

ことなどありはしないか。することなどあるで

しょう）

nuZgaranreZhoZtikoX（なにかなど

買ってきなさい）

４）並列助詞をうける。

JinａｔｕｂｕｂｕＸｒｕｔｕｎｒｅＸ７ａｉｎｅＸＪｉ－

ｍｕｓａ（砂と砂利とでもあるといいよ）

JinａｎｕｊａｂｕｂｕＸｒｕｎｕｊａｎｒｅＸＪｉ－
ｏ

ｋａｉｓａ（砂やら砂利やらなど使うよ）

JｉｎａｋａｂｕｂｕＸｒｕｋａｎｒｅＺＪｉｋａｉｎ
ｏ

ｊｏＸ（砂か砂利かなど使うよ）

JinａｊａｒａｂｕｂｕＸｒｕｊａｒａｎｒｅＺｍａｎ－

ｎｒｉｚｎ（砂やら砂利やら多い）

ＪｉｎａｔｕｋａｂｕｂｕＺｒｕｔｕｋａｎｒｅＺｊｉ－
ｏ ｏ o

kaXtis9kojun（砂とか砂利とか使ってし、

る）

５）格助詞をうける。

?ａｒｉｇａｎｒｅＺｄ５ｏＺｉ？ｉｋａｎＪｉｇａ

（あれがなど絶対にいかないよ）

？ａｍｉｎｕｎｒｅＺ巾ｕｉｎｅＸｍａＪＪｅＺＪｉｇａ

（雨がなど降るといいのだが）

ｏａｒｕｎｅｚｎｒｅｚｗａＪＪｉｔｅｚｓａ（畑にな

ど忘れたにちがいない）

ｍｉＸｇａｎｒｅｚ？iｄ５ｅｚｓａ（見になど行

ったにちがいない）

跡ｕｚｔｕｎｒｅｘ？ｏｚｔａｒａｊａｎａｒａｎ

（人となど喧嘩したらいけない）

ｍａｂｊｉＤｇａｔｉｎｒｅＸ？iｄ５ａｚｒａｊａｎａｒａ

ｎ（町へなど行ってはいけない）

piru?aｔｕｈａｒａｎｒｅｚｋｕｚｎｊｏｘ（昼後

からでも来るよ）

７jazjoxkanrexbluzJen（君よりなど

強い）

hajaZjinreXsukojunteZ（茅でな

ど作るはずだよ）

ｈａｘｎｅｘｔｉｎｒｅｚ？aＪｉｒａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（他でなど遊んではいけない）

｡§tarakunrinreZ？ｉＺｂａＪｉｍｕＸ

ｓａ（働くとなど言えばいいよ）

６）副助詞をうける。

ｓａｋｉｂａｋｅＺｎｒｅＸｎｕｒｉｎｕＺｎｓａｎ

（酒ばかりなんぞ飲んでなにもしない）

ｎａ巾ａｍａｒｉＺｎｒｅＸ７ｉｋａｎｔａｇａｊａｚ

（那覇までなど行かなかったかしら）

？iｍｉｎｉｇａｘｎｒｅｚｍｉＵｌａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（夢など見たらいけない）

ｔａ巾ｕｋｕｒｅＸｎｒｅＸ？ａｒｅＺｓａｎｎｉ

（蛸ぐらいなどあるでしょう）

？ａｎ？aｔａｉｎｒｅＸｎａｉｎｊｏＺ（あのぐら

いはできるよ）

ｔａＸＬｌｉｎａＸｎｒｅＺｍｕｔｂｌｉｋｏＺ（二つず

つなど持ってこい）

？uｐｐｉＸｎｕａＸｎｒｅＺｎａｉｎａ（これぽつ

ちしかできないのか）

ｕｕｎ（さえ），ｊａｔｉ（でも）はうけえな

い。

７）接続助詞gaJinaz（ながら）をうける。

？ｉｋｉｇａＪｉｎａＺｎｒｅＺｊｕｔｉｔｕｒａＪｅＸ

（行きながらでもよってくれ）

［接する形式〕

１）副助詞に接する。
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ｍｉｄ５ｉｎｒｅＸｂｌｕｎｎｕｍａｓａｎ（水など

さえ飲まさない）

kusanreXjatinhatikoX（草などで
◎

も刈りてこし、）

２）係助詞に接する。

?uｒｉｎｒｅｚｊａｈａｔａｍｉｘｊｕｘｓｕｎ（これ

などはかつぐことができる）

？urinreXnhatamiZjuXsan（こ

れなどもかつぐことができない）

？ｕｒｉｎｒｅＺｒｕｎｈａｔａｍｉＸｊｕＸｊｉｎｅＸ

ｂＪｕＺｂaＺｊｅＸｓａ（これなどでもかつぐこと

ができたらたいしたものだ）

?urinreZruhatamiXjuXsuru（こ

れなどかつぐことができるのだ）

?urinreXgahatamiZjuXsura（こ

れなどかつぐことができるのかしら）

が）

巾aｔａｒａｋａＪｉｋｕｒｅＺｓａｎｎｅＺｎａｒａ
ｏ

ｎ（働かせぐらいしないとし､けない）

中§tarakablikureXwuinjoX（働かせ

てなどいるよ）

？abllkukurexnainteX（署<などなる

でしょう）

？iｋｉｂｕｋｕｋｕｒｅＸｎａｉｎｊｏＸ（行きたく

などなるよ）

３）準体助詞をうける。

hakuXJikureZmutulkoX（書くもの

など持ってこい）

ｎｕＺｇａｒａｋｕｒｅｈｏＸｒｅＺ（なにかなど買

いなさい）

４）並列助詞をうける。

？ａｒｉＺｔｕ７ｕｒｉＺｔｕｋｕｒｅＺｍｕＭｉ－

？ｉｋｕｎ（あれとこれとなど持っていく）

７uJinujamaXnujakurexmanrizn

（牛やら馬やらたくさんいる）

？ｗａｚｋａｐｉｘｄ５ａｘｋａｋｕｒｅ２ｊｉｋａｎ季
ｏ

ｊｕｎ（豚か山羊かなど飼う）

ｋｗａＸｊａｒａｍａＺｇａｊａｒａｋｕｒｅＺｍａ－

ｎｒｉｘｎ（子供やら孫やらなどたくさんいる）

ｎａｇｕｔｕｋａｎａ巾ａｔｕｋａｋｕｒｅｘ？ｉｋｕｎ
ｏ Ｏ

（名護とか那覇とかなど行く）

５）格助詞をうける。

？aｒｉｇａｋｕｒｅＸｊａｎａｉｎ（あれがぐら

いはできる）

？ｅｎｂｊｕｎｕｋｕｒｅＸｋｅＺｎ（ねずみがなど

食う）

ｊａｍａｎｅＺｋｕｒｅＺｗｕｉｎ（山になどい

る）

ｈａｋｉｇａｋｕｒｅＸ？ikun（書きになど行

く）

？ｕｊａｔｕｋｕｒｅＸ？ikun（親とあたり行く）

４，５ｋｕｒｅＸ（ぐらい，あたり，など）

ある箇所を例示的に示したり，動作や状態の

程度を表わす。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

nagaXnikureZhakeX（背中あたり掻き

なさい）

QisakureZ？arareX（足など洗いなさ
◎

し、）

?aｎｋｕｒｅＺｊａｎａｉｎ（あのぐらいはでき

る）

２）動詞および動詞型助動詞の連用形，接続形

をうける。形容詞および形容詞型助動詞では，

その連用形をうける。

巾atarakikureXJiZneZjimuJiga
o

（働きなどするとよいのだが）

｡§tａｒａＵｉｋｕｒｅＸｔｕｒａＪｉｂａＪｉｍｕ

Ｊｉｇａ（働いてぐらいやってくれればよいのだ
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、a｡aOgatikureZ？ikun（那覇へなど

行く）

jamatuharakurexkuxn（本士あたり

から来る）

rakiXjikureZs9kojun（竹でなど作
る）

①ａｍａｎｅＺｔｉｋｕｒｅＺ？aJibun（浜でなど

遊ぶ）

tud5uminrikureZ？jａｎｔｉＸ（仕上

げるとなど言わなかったか）

６）副助詞をうける。

wugibakezkureZ？uijun（砂糖きびば

かりなど植える）

wugimariXkureX？uijun（砂糖きびま

でなど植える）

ｗａｔａｎｉｇａＺｋｕｒｅＺｊａｍｕｎｊｏＺ（腹な

ど痛むはずだよ）

７an7ataikureXnain（あのぐらいな

どはできる）

ｍｉＸＬｊｉｎａＺｋｕｒｅＺｋｉＺｒｅＺ（三つずつぐ

らいあげなさい）

ｂＩｕｎ（さえ），jatin（でも)はうけえない。

７）接続助詞gaJinax（ながら）をうける。

？ikigaJinaXkureXmawatikoX（行き

ながらでもまわってこい）

numigajinaZkureXのanajiZjeZ（飲

みながらでも話しなさい）

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｔｉＸｋｕｒｅＸｔｕＣｉｓａｋｕｒｅＸ？arajun
o

（手などと足など洗う）

ｔｉＺｋｕｒｅＺｎｕｊａＱｉｓａｋｕｒｅＸｎｕｊａ
ｏ

？arajun（手などやら足などやら洗

う）

ｔｉｋｕｒｅＸｋａＣｉｓａｋｕｒｅＺ？arajun
o

（手などか足など洗う）

ｔｉｚｋｕｒｇＸｊａｒａ９ｉｓａｋｕｒｅｚｊａｒａ
ｏ

?arajun（手などやら足などやら洗う）

ｔｉｚｋｕｒｅｚｔｕｋａＣｉｓａｋｕｒｅ
Ｏ

?arajun（手などとか足など洗う）

2）格助詞に接する。

d5inankureZga7ikun（次男などが行

く）

majaZkureXnu？akkun（猫などが歩

く）

na巾ａｋｕｒｅｘｎｅｚｗｕｉｎ（那覇あたりにい

る）

ｍｉＸｋｕｒｅＺｇａ？id5eXsa（見などに行

ったにちがいない）

ｔｕｎａｉｋｕｒｅＸｔｕ？aJibun（隣などと遊

ぶ）

中arukureZOgati？ikun（畑などへ行

く）

巾arukureXharakeZtikun（畑あたり

から帰ってくる）

na巾ａｋｕｒｅＺｊｏＺｋａｎＣｉＺｊｅｎ（那覇など

より寒い）

mablikureXJis9kojun（松などで作る）

？ａｍａｋｕｒｅＸｎｅＸｔｉ？ajibun（あそこあ

たりで遊ぶ）

tud5uminrikurex？jｕｎｊｏｚ（仕上

げるとなど言うよ）

３）副助詞に接する。

ｍｉｄ５ｉｋｕｒｅＺｂａｋｅＸｎｕｍｕｎ（水などばか

り飲む）

sakikureZmariZnumun（酒などまで

飲む）

sakikureZnigaZnumun（酒ぐらいな

ど飲む）

ｓａｋｉｋｕｒｅＸｎｒｅＸｎｕｍｕｎｊｏＸ（酒ぐら
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2）活用語の連体形をうける。

hakun7ataijanain（書くぐらいはで

きる）

ｔａｋａＪｅｚｎｕ？ａｔａｉｊａｎｕｘｎｊａｒａｎ

（高いぐらいはなんでもない）

hakasun？aｔａｉｊａｎａｉｎ（書かせるぐ

らいはできる）

ｎｕｍｉｂｕＪｅｘｎｕ？ａｔａｉ･ｊａｎｉｄＦｖｉｒａ

ｒｉｚｎ（飲みたいぐらいはがまんできる）

３）準体助詞をうける。

ｔｕｉＪｉ？aｔａｉｊａｎａｉｎ（取ることぐら

いはできる）

？ｉｋｕｘＪｉ？aｔａｉｊａｎａｉｎ（行くことぐら

らいはできる）

４）並列助詞をうける。

○ａｒｕＸｔｕ？ｕｍｉｔｕ？ａｔａｉｊａ？ｉｋｕｎ

（畑と海とぐらいは行く）

mugiXnuja？ａｗａＺｎｕｊａ？ａｔａｉｊａ

?uijun（麦やら粟やらあたりは植える）

のａｒｕＸｋａ？ｕｍｉｋａ？ａｔａｉｊａ？ikun

（畑か海かぐらいは行く）

ｔｉＺｊａｒａＧｉｓａｊａｒａ？ａｔａｉｊａ？a-
o

rarez（手やら足やらあたりは洗いなさし、）

?wa：ｔｕｋａｍａＸｔｕｋａ？aｔａｉｊａＪｌ－ｏ ｏ

ｋａｎａｊｕｎ（豚とか馬とかく鰺らいは飼う）

５）格助詞をうける。

？ｊａＺｇａ？ａｔａｉｓａｎｎｅＺｎａｒａｎ

（君があたりしなければならない）

ｍａＸｎｕ？aｔａｉｊａｋｅＺｓａ（馬力§ぐら

いは食うよ）

？ｕｊａｎｅＸ７ａｔａｉｊａ？jｕｎｊｏＸ（親に

ぐらいは言うよ）

ｈａｋｉｇａ７ａｔａｉｊａ？ｉｋｅＺｓａｎｎｉ

（書きにぐらいは行くのではないか）

７ｕｊａｔｕ７ａｔａｉｊａ？iｋｅＺｓａｎｎｉ

いなど飲むよ）

tabakukurex7ataioukizsuXru（煙

草ぐらいなど吸うはずだ）

ｔａＸｂｌｉｋｕｒｅＸｎａＸｊａ７ａｉｓｕＸｒｕ（二

つずつぐらいはあるでしょう）

bliraZkureZblun？araran（顔など

さえ洗わない）

UliraZkureXjatin？arareX（顔ぐらい

でも洗え）

４）係助詞に接する。

？uｊａｋｕｒｅＸｊａｗｕｉｎｊｏＺ（親などはい

るでしょう）

？uｊａｋｕｒｅＺｎｗｕｒａｎ（親などもいな

い）

？uｊａｋｕｒｅＸｊａｔｉｎｗｕｉｎｅＸＪｉｍｕ

Ｊｉｇａ（親などでもいるとよいのだが）

？ujakureZruwuiru（親などがいるの

だ）

？ujakurexgawuira（親などがいるの

かしら）

５）連体助詞に接する。

ｔｕｇｕｂｌｉｋｕｒｅＸｎｕｂｌｕ（渡久地あたりの

人）

tiXkureXnukid5i（手などの傷）

４，６？ａｔａＬｈａｔａｉ（ぐらい，あたり，など）

動作や状態の程度を例示的に示す。

〔うける形式〕

1）体言をうける。

?ａｎ？aｔａｉｊａｎａｉｎ（あのぐらいはでき

る）

ｎａｇｕ？ａｔａｉｊａ？iｋｉｊｕＸｓｕｎ（名護あ

たりは行くことができる）

?u、？aｔａｉｊａｊｕｍｉｊｕＺｓｕｎ（このぐ

らいは読むことができる）
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（親となどは行くでしょう）

？ujaOgati？ａｔａｉｊａｇｅＺｓａｎｊｏＸ

（親へなどは口答えしないでしょう）

ｎａｇｕｈａｒａ？ａｔａｉｊａｋｅＸｓａｎｎｉ

（名護からあたりは来るでしょう）

ｋｕｍｉＺｊｉ？ataijas9kojunjoX（米
であたりは作るよ）

ｔｕｇｕｕｉｎｅＺｔｉ７ａｔａｉｊａ？uｒｅＸｓａ

ｎｎｉ（渡久地であたりは売っているでしょ

う）

hakunri？ａｔａｉｊａ？jun（書くとぐら

いは言うよ）

６）副助詞をうける。

wugiXbakeX？ａｔａｉｊａ？ｕｉｊｕＸｓｕｎ

（砂糖きびばかりぐらいは植えることができる）

ｎａｇｕｍａｒｉＺ？ａｔａｉｊａ？ｉｋｉｊｕＺｓｕｎ

（名護まであたりは行くことができる）

ｋｕｓａｎｉｇａＺ？ａｔａｉｊａｈａｉｊｕＺｓｕｎ
ｏ

（草などく゛らいは刈ることができる）

ＭｋｕｎｒｅＺ？ataijajjkaijuXsun

（橘などぐらいは使うことができる）

巾anixd5ikurez？ａｔａｉｊａ？iｋｕｘＪｉ－

ｇａ（羽地あたりぐらいは行くでしょう）

ｍｉＺｕｉｎａＺ？ataiwakijun（三つぐらい

ずつ分ける。

⑪u、（さえ），jatin（でも）はうけえない。

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｗａｎ？ａｔａｉｔｕ？ａｎ？ａｔａｉｎｕｍｕｎ

ｎｕ？id5iJimuXgajaZ（私ぐらいとあれ

ぐらいのものが行っていいかしら）

？u、？ａｔａｉｎｕｊａ？ａｎ？ａｔａｉｎｕｊａ

ｎｕｍｕｎｎｕ？ohojen（これぐらいやらあ

れぐらいやらのものが多い）

？ｕ、？ａｔａｉｋａ７ａｎ？ａｔａｉｎｕｍｕｎ

ｊｅＸｓａ（これぐらいかあれぐらいのものだよ）

？u、？ａｔａｉｊａｒａ？ａｎ？ａｔａｉｊａｒａ

？iru?iru？aiｎ（これぐらいやらあれぐらい

やらいろいろある）

？a、？ａｔａｉｔｕｋａ？ｊａＺ？ａｔａｉｔｕｋａ
ｏ ｏ

ｇａ？iｋｉｎｅＸｍａＪｊｅｎｊｏＺ（あれく゛らい

とか君ぐらいとかが行けばよい）

２）格助詞に接する。

？u巾Vtqlu？aｔａｉｇａｒｕｎａｉｒｕ（大人あ

たりができるのだ）

warabi？aｔａｉｎｕｎａｉｎ（子供ぐらいが

できる）

ｗａｒａＸｂｉ？ａｔａｉｎｅＺ？uＪｅＺｒａｒｉｎ

ｎａｘ（子供ぐらいに馬鹿にされるか）

７ａｎ？ａｔａｉｔｕｊａ巾anajiznnara

n（あれぐらいとは話もできない）

ｗａｒａＸｂｉ？ａｔａｉＯｇａｔｉｓａｋｉｎｕｍａ

ｕａｒａｊａｎａｒａｎ（子供などへ酒を飲まし

てはいけない）

？ａｎ？ａｔａｉｈａｒａｊａ？uのＶｔｂｊｕｒｏＺ

（あれぐらいからは大人だぞ）

７ａｎ？ataijozkanUIuxJen（あれぐらい

より強い）

？ａｎ？aｔａｉＪｉｎａｉｎｎａ（あれぐらいで

きるか）

７uｎ７ａｔａｉｎｅＸｔｉｊａｍａｂｌａｎ（これぐらい

の時に痛めた）

？a、？ａｔａｉｒｉ？jun（あれぐらいという）

３）副助詞に接する。

ｗａｒａｎｕａＸ７ａｔａｉｂａｋｅＸ？ablimijun

（子供たちあたりばかり集める）

waranblaZ？ａｔａｉｍａｒｉＺ？auimajun

（子供たちあたりまで集まる）

ｎａｇｕ？ａｔａｉｎｉｇａＸｊａ？ｉｋｉｊｕＺｓｕｎ

（名護あたりなどは行ける）
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７un7atainrexnain（これぐらいはで

きる）

?u、？ataikureZjanaisuZru（こ

れあたりぐらいはできるでしょう）

tix蛆？atainaxwappuxsun（－つぐ

らいずつ分ける）

mid5i？ataiblunnuman（水ぐらい

さえ飲まない）

mid5i？ataijatinnumeZ（水ぐらい

でも飲みなさい）

４）係助詞に接する。

mid5i？ataijanumun（水ぐらいは飲

む）

mid5i？aｔａｉｎｎｕｍａｎ（水ぐらいも飲

まない）

mid5i？ataijatinnumeX（水ぐらい

でも飲みなさい）

ｍｉｄ５ｉ７ａｔａｉｒｕｎｕｍｕｘｒｕ（水ぐらいし

か飲まない）

mid5i？aｔａｉｇａｎｕｍｕＺｒａ（水ぐらいし

か飲まないだろうか）

５）連体助詞に接する。

ｗａｎ７ａｔａｉｎｕｍｕｎｎｕｎａｒａｎ（私

ぐらいのものができない）

７aｎ７ａｔａｉｎｕｔＪｕＺｊａｗｕｒａｎ（あ

れぐらいの人はいない）

２）並列助詞をうける。

ｔａｘｕｉｔｕｍｉｘｂｌｉｔｕｎａｚｈｅｚｊｕｎ（二

つと三つとずつ替える）

ｍｉＸＵｌｉｋａｊｕＸｕｉｋａｎａＸｎａｉｎ（三歳

か四歳かずつになる）

３）格助詞をうける。

？iｋ９ｔｊｉＺｔｕｎａＸｈｅＺｔａｇａ（いくつと

ずつ替えたか）

７ik1tjiXOgatinaZwakiZga（いく

つへずつ分けるか）

？ik9bIiXharanaZwakirariXga

（いくつからずつ分けられるか）

４）副助詞をうける。

ｕａｓｓａＸｂａｋｅＸｎａＸｓｕＺｇａｊａＸ（いくら

ばかりずつするのかしら，どのぐらいするのか

しら）

？ussaZmariZnaXrunairu（これま

でずつできるのだ。これまでしかできない）

ｍｉＸｕｉｎｉｇａＸｎａＺｊａｎａｉｎｊｏＸ（三

歳ぐらいずつはなるはずだよ。三歳ぐらいはな

るよ）

ｊｕＸｕｉｎｒｅＺｎａＺｊａｎａｉｓｕＸｒｕ（四

歳ぐらいにはなるよ）

？inu？atainaXwakijun（同じずつぐ

らいに分ける）

？ｕｐｐｉｎｂｌａｘｎａｚｒｕｋｉｚｊｕｓａｊａｚ

（これぽつちずつあげるのだね）

〔接する形式〕

１）並列助詞に接する。

ｔｉＸ⑪ｉｎａＺｔｕｔａｘｂＩｉｎａＸＯｇａｔｉ

ｗａｋｉｊｕ､（一つずつと＝つずつに分ける）

ｔｉＺｎｌｉｎａＸｎｕｊａｔａＸ可inaXnuja

Ogatiwakijun（一つずつやら二つずつや

らに分ける）

ｔｉＸＵｉｎａＺｋａｔａＺｕｉｎａＺＵｉｗａ－

４，７ｎａＺ（ずつ）

配当する事物の等量を表わす。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

tａＸｕｉｎａＸｋｉＺｊｕｎ（＝つずつくれる）

bluinax？ikun（－人ずつ行く）

７iｋｕｕｉＸｎａＸｕｉｗａｋｉｊｕｇａ（いくつず

つに分けるか）
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kirez（一つずつか二つずつへ分けなさい）

bJukeXnaXjaratakkeZnaXjara

hajasun（－回ずつやら二回ずつやら運ぶ）

uuinaXtukatainaxjarasun（－
．

人ずつか二人ずつ行かせる）

２）格助詞に接する。

跡ukeXnaXneXhajajeZ（－回ずつに運

びなさい）

ｍｉ:bｌｉｎａＺｔｕｈｅＸｊｕｎ（三つずつと交換

する）

taXuinaXDgatiwakijun（二つずつへ

分ける）

tiXbjinaXharas9kojun（一つずつか
ら作る）

ｍｉＸｕｉｎａＸｊｏＸｋａｎｋｉＺｊｕＺｓａｎ（三

つずつよりあげることができない）

？ikutlixnazJisukoiga（いくつず
◎ ０

つで作るか）

７ik1bjiZnaXneZtiwakataga（なん

歳頃にわかったか）

？ik1⑪ｉｘｎａｘｒｉ？jｕｚｔａｇａ（いくつず

つと言っていたか）

３）副助詞に接する。

ｔｉＺｂｌｉｎａＺｂａｋｅＺｋｉＺｊｕｎ（一つずつば

かりあげる）

taZbjinaXmariXkiXjun（二つずつま

であげる）

ｍｉｘ⑪ｉｎａＺｎｉｇａＺｊａｋｉＺｊｕＺｓａｎ

（三つずつなどはあげることができない）

ｍｉｚｕｉｎａｚｎｒｅｚｋｉｚｒｅｘ（三つずつなど

あげなさい）

７iｋ１ｂｌｉＸｎａＸｋｕｒｅＺｋｉＸｊｕｇａ（いくつ

ずつぐらいあげるのか）

？i蝿邨ｉＺｎａＸ？ataiwakijun（五つずつ

ぐらい分ける）

bhJkeZnaXuunhajasan(-回ずつさ

え運ばない）

⑪VkeznaXjatinhajaJez（－回ずつで

も運べ）

４）係助詞に接する。

bl9keZnaZja？id5ikoZ（－回ずつは行

てこい）

bj9kexnazn7ikan（－回ずつも行か

ない）

QhJkeZnaXrun7id5ikiXneZJimun

（－回でも行ってくるとよい）

bj9keXnaXru？id5ikuZru（－回ずつ行

って来るのだ）

ｕ９ｋｅＺｎａＺｇａ？id5ikuXra（－回ずつ行

ってくるのかしら）

５）連体助詞に接する。

ｔａｋｋｅＺｎａＺｎｕｎｉＸｎｕ？aiｎ（二回ず

つの荷がある）

ｍｉＺｂｌｉｎａＺｎｕｔａｂａｉ（三つずつの束）

４，８ｎｔＪａｚ（だけ，きり，ぽつち‘さえ）

限度を表わす。

〔うける形式〕

1）体言をうける。

７uppinuaxnokosunna（これぽつち残

すのか）

UjuintJaXnokosun（－人だけ残す）

2）準体助詞をうける。

kｅＺＪｉｎｕａＺｊａｍｏＸｋｉｊｕｎ（食べるの

だけは儲ける）

ｊｉｋａｉｊｉｎｔＪａＺｊａ？ａｒｅＺｓａｎｎｉ
Ｏ

（使うのだけはありはしないか）

3）並列助詞をうける。

tVjijuituwarabitunUa2nokosun

（老人と子供とだけ残す）
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〔接する形式〕

１）格助詞に接する。

bｌｕｉｎｂｊａＸｎｕｎｏｋｏｊｕｓａ（－人だけが

残るよ）

？uppinQlaXneX？oＸｊｕｎｎａ（これぽつ

ちで喧嘩するか）

⑪ｕｉｎｂｌａＺｔｕのanaJiZsun（－人だけと

話する）

bluinbjaXDgati？jun（一人だけへ言

う）

bｌｕｉｎｕａｘｈａｒａｋｕｘｎ（－人だけから来

る）

bｌｕｉｎｍａＸｊｏＸｋａｎｍａＪｉ（－人だけより

よい）

ｕｕｉｎｔｌａｘＪｉｎａｉｎｎａｘ（－人だけでで

きるか）

？uｐｐｉｎＵｌａＺｒｉ７ｊｕｎ（これだけという）

２）副助詞に接する。

７ｕｐｐｉｎｕａｘｂａｋｅｘｊａｍｕｔｂＩｉ７ｉｋａｒａ

ｎ（これぽつちばかりは持っていけない）

７ｕｐｐｉｎｕａｚｍａｒｉｘｍｕｔｕｉ？ｉｋｕｎｎａ

（これぽつちまで持っていくか）

?uppinUfaxnigazGitirez（これぽつち
。

など捨てなさし、）

?ｕｐｐｉｎｕａｘｎｒｅｘｎｏｋｏｓａｒａｎ（こ

れだけなど残せない）

７uｐｐｉｎｕａｘｋｕｒｅｘｎｕｘｓｕｘｇａ（これ

ぽつちぐらいどうするのか）

?uppinU｢ａＸ？aｔａｉｊａｎａｉｎ（これぽつ

ちぐらいはできる）

?uｐｐｉｎＵｊａＸｎａＸｎｕＸｓｕＸｇａ（これだ

けずつでどうするのか）

７ｕｐｐｉｎｕａｚｂｌｕｎｋｉｚｒａｎ（これぽつ

ちさえくれない）

７uppinUIaZjatinmutuikoZ（これぽっ
。

？ａｒｉＺｋａ７ｊａＸｋａｎｂｌａＺｊａｎｏｋｏｒａ

ｎｎｅｘｎａｒａｎ（あれか君かだけは残らない

といけない）

４）格助詞をうける。

ｎａｎｇａｎｔｌａＸｎａｒａｍｕｗａｎｇａｎａｉ

ｍｉ（あなたがさえできないのに私ができるの

か）

ｂｌｏＸｒｅＺｎｕｎ⑪ａＺｊｕＸｓａｎ（兄弟がさ

えよくしない）

７uttuneXn灯aZmakijun（弟にさえ負

ける）

７ｕｊａｔｕｎⅥaＺＯａｎａＪｉＺｓａｎ（親とさえ

話しない）

？ujaDgatinGjaX7jan（親へさえ言

わない）

ｎａｇｕｈａｒａｎＵａＺｋｉＺｂａＪｉｍｕｊｉｇａ

（名護からさえ来ればよいのに）

７uＯ１ＭｕＪｏｚｋａｎｂｊａＸｍａＪｉｒｅｘｒｕ（大

人よりさえよいのだ）

ｔｉＸｂｌｉＪｉｎｂｌａＸｎｕＺｎｎａｒａｎ（一

つでだけなにもできない）

pirune:ｔｉｎｂｌａＸＣｊｕｕｋｉｎｅＸＪｉｍｕ

ｔａＸｍｕ（昼でさえやっておけばよかったの

に）

５）副助詞をうける。

⑪uｉｂａｋｅｚｎｂＩａｘｎｏｋｏｓａｒａｎ（－人

ばかりだけ残せない）

nagumariznbIaz？iｋｉｊｕｘｓａｎ（名

護までさえ行けない）

ｕｕｉｎｉｇａＸｎｂｊａＺｎｏｋｏｔａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（－人だけ残ってはいけない）

？u、？ａｔａｉｎｂＩａＸｊａｎｕＸｎｊａｒａｎ

（このぐらいだけはなんでもない）

ｔｉｘｕｉｎａｚｎｂｌａｘｊａのagex（一つずつ

だけは配りなさい）
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暮れるまで来なかったにちがいないよ）

ｊｕＺｋｕｉｒｕｋａｇａｋａｎｔｅＸｒａ（日が暮

れるまで来なかったのかしら）

ちでももってこい）

３）係助詞に接する。

bｌｕｉｎｕａＸｊａｎｏｋｏｓａｎ（－人だけは残

さない）

ｕｕｉｎＵｌａＺｎｎｏｋｏｒａｎ（－人だけも残

らない）

tluinbIaXjatinnokosan（－人だけ

でも残さない）

切uinbjaZrunokoiru（－人だけ残るの

だ）

bluinblaZganokoira（－人だけ残るの

かしら）

4）連体助詞に接する。

?uｐｐｉｎｕａＸｎｕｍｕｎ（これぽつちのも

の）

tＪｕｉｎＵａＸｎｕｋｗａＺ（－人だけの子）

４，１０ｔJun（さえ）

極端な例を示し，他の場合も当然であること

を類推させる。また，その条件だけで事柄が足

りることを表わす。副助詞どうしの重なりで，

qJunは他の副助詞の前には来ないで，ほとん

どそれらの後に来るところからすれば，係助詞

的性格ももつ助詞だと解される。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

ｂｌａＺｂｌｕｎｎｕｍａｎ（お茶さえ飲まない）

？iｍｉＵｌｕｎｍｉｒａｎ（夢さえ見ない）

？uｊａｂｌｕｎｗｕｒｉＸｂａｊｉｍｕＪｉｇａ（親

さえおればいいのだが）

２）活用語の連用形，接続形をうける。

ｈａｋｉｔｊｕｎｓａＸｎ（書きさえしない）

ｈａｕｉｕｕｎｗｕｒａｎ（書いてさえいない）

takakublunneXn（高くさえない）

ｔａｋａｓａｔｉｂｌｕｎ７ａｒｉＺｂａｊｉｍｕＪｉｇａ

（高くてさえあればよいのだが）

ｈａｋａＪｉｕｕｎｓａＺｎ（書かせさえしな

い）

ｈａｋａｕｉｂｌｕｎｗｕｒａｎ（書かせてさえ

いない）

？iｋｉｂｕｋｕＵｊｕｎｎｅＺｎ（行きたくもない）

３）準体助詞をうける。

？ｉｋｕｘｊｉ⑪ｕｎｗｕｒｉｘｂａＪｉｍｕＪｉｇａ

（行く人さえおればいいのだが）

ｒａＺ９ａｒａＵｌｕｎｓｏＺｔｉ？ｉｋｉｎｅＺ？iｓｏＸ－

ｓａｓｕＸＪｉｇａ（どこかさえつれていけば喜

ぶのだが）

４）並列助詞をうける．

４，９ｋａ（まで）

限度を表わす。

〔うける形式〕

動詞の連体形をうける。

hａｋｕＸｋａｋａｎｔａｎ（書くまで来なかっ

た）

jｕＸｋｕｉｒｕｋａｋｅＸｔｉｋａｎ（日が暮れ
Ｏ

るまで帰って来なし、）

〔接する形式〕

係助詞に接する。

ｈａｋｕＸｋａｊａｍａｔＵｕＸｉｓａｎ（書くまで

は待っていることができない）

d５ｉＸｈａｋｕｋａｎｋａＺｎ（字を書くまで

も来ない）

？ａｒｉＸｇａｋｕＺｋａｒｕｎｍａｔ凶iＸｎｅＸ

ＪｉｍｕＪｉｇａ（彼が来るまででも待っていると

いいのだが）

ｊｕＸｋｕｉｒｕｋａｒｕｋａｎｔｅＺｓａ（日が
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行かない）

ｓａｋｉｎｉｇａＸｂｌｕｎｎｕｍａｎｎｅＺＪｉｍｕ

ｊｉｇａ（酒などさえ飲まないといいのだが）

ｍｉｄ５ｉｎｒｅＺｂｌｕｎｎｕｍｉｎｅＺｍａＪＪｅＺ

Ｊｉｇａ（水などさえ飲めばよいのだが）

？ａｍｉｋｕｒｅＸｂｌｕｎ巾uｒｉＸｂａＪｉｍｕ

ｊｉｇａ（雨などさえ降ればよいのだが）

？a、？aｔａｉｂｌｕｎｎａｒａｎ（あのぐらいさ

えできない）

ｔｉＺⅥｉｎａＺｂＩｕｎｋｉＺｒａｎ（一つずつさ

えくれない）

？uppinblaXbjunneZn（これぽつちさえ

ない）

６）接続助詞ｂａ（ぱ），gaJina:（ながら）

をうける。

ｈａｋｉＸｂａｂｊｕｎｊｉｍｕｎｔｅＸ（書けばさえ

よいのだが）

？ikigaJinaXbIunjuran（行きなが

らさえよらない）

〔接する形式〕

１）副助詞jatin（でも）に接する。

tiz町ｉｂｌｕｎｊａｔｉｎｋｉｘｒａｎ（－つさえ

でもぐれない）

ｍｉｄ５ｉｂｌｕｎｊａｔｉｎｎｕｍｉｎｅＺＪｉｍｕ

Ｊｉｇａ（水さえでも飲むとよいのだが）

２）係助詞に接する。

？ａｍｉｂｌｕｎｊａのｕｒｉＺｂａＪｉｍｕＪｉｇａ

（せめて雨さえ降ればいいのだが）

？ａｍｉｂＩｕｎｎ巾uｒａｎ（雨さえも降らな

い）

ｊｉｋｉｇａＯｇｗａｑｌｕｎｒｕｎｗｕｉｎｅＸＪｉｍｕ

Ｊｉｇａ（男の子さえでもいるといいのだが）

ｍｉｄ５ｉＵｕｎｇａｎｕｍａｎｒａ（水さえ飲ま

ないのかしら）

？ｊａｘｔｕｗａｎｔｕｂｊｕｎｎｏｋｏｒａｎｎｅｘ

ｎａｒａｎＪｉｇａ（君と私とさえ残らないとい

けないが）

ｍａＸｎｕｊａＭｉｎｕｊａｂｌｕｎｋａＸｎ（馬

やら牛やらさえが食わない）

？ｕｔｔｕｋａＪｉｄ５ａｋａｔｊｕｎｔａｒｕｍａｎ

（弟か兄かさえも頼まない）

ｍｕｇｉＸｊａｒａ？ａｗａＸｊａｒａｂｌｕｎ？ｕｉ

ｊｕＺｓａｎ（麦やら粟やらさえ植えることが

できない）

bIawantukamahaituka町u、？ａ－
ｏ Ｏ

ｒａｒａｎ（茶椀とかおわんとかさえ洗わなし､）

４）格助詞をうける。

ｗａｎｇａＵｌｕｎｎａｉｎ（私がさえできる）

ｗａｒａＺｂｉｎｕ⑭uｎｎａｉｎ（子供がさえでき

る）

ｊａＸｎｅＸｂｌｕｎｗｕｒａｎ（家にさえいない）

ｈａｋｉＺｇａｕｕｎ？ｉｋａｎ（書きにさえ行

かない）

？ｕｊａｚｔｕｂｌｕｎ？ｉｋａｎ（親とさえ行か

ない）

ｎａｇｕＤｇａｔｉＧＩｕｎ？ikunroZ（名護へさ

え行くぞ）

ｎａのａｈａｒａｂｌｕｎｋｕＸｍｕ（那覇からさえ

来るものを）

巾ａｓａｎＪｉＵｌｕｎｋｉｒａｒｉＸｎ（鋏でさえ

切れる）

中aｒｕｎｅＸｔｉｂｌｕｎｎｉｍｂｕｎ（畑でさえ眠

る）

ｍｉＸｎｒｉＵｕｎ？jａＺｎ（見るとさえ言わ

ない）

５）副助詞をうける。

？ｕｔｔｕｂａｋｅＸｂｌｕｎｗｕｒｉＺｂａＪｉｍｕＺｓａ

（弟ばかりさえおればよい）

tunaimariZLIun7ikan（隣までさえ
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（手とか足とかでも洗わない）

５）格助詞をうける。

ｗａｎｇａｊａｔｉｎｎａｉｎ（私がでもでき

る）

ｍａＸｎｕｊａｔｉｎｋａＺｎ（馬がでも食わ

ない）

ｎａｇｕｎｅＸｊａｔｉｎｎｅＺｎ（名護にでもない）

ｈａｋｉＸｇａｊａｔｉｎ？ｉｋａｎ（書きにでも

行かない）

qluZtujatin？ikun（他人とでも行く）

巾aruOgatijatin？id5eZsa（畑へで

も行ったに違いないよ）

tugubliharajatinkuXnjoZ（渡久地

からでも来るよ）

ｔｉＺＪｉｊａｔｉｎｓｕｋｏｒａｒｉＺｎ（手ででも
。

作れる）

ｔｕｎａｉｎｅＸｔｉｊａｔｉｎ？aJibun（隣でで

も遊ぶ）

中§tarakunrijatin？ｉＺｂａＪｉｍｕＸ

ｓａ（働くとでも言えばよい）

６）副助詞をうける。

？uttubakeZjatinsoZti？ikeZ（弟ばか

りでもつれていけ）

nagumariXjatin7ikun（名護までで

も行く）

？iminigaXjatinmiGjeXsa（夢など

でも見たんでしょう）

blaXwakinreZjatinhoZtikoX（お茶

菓子でも買ってこい）

？aｎｋｕｒｅＺｊａｔｉｎｎａｒｉＺｂａＪｉｍｕＺ

ｓａ（あのぐらいでもできるとよいのだが）

？a、？aｔａｉｊａｔｉｎｎａｒｉｘｂａｊａｚ（あの

ぐらいでもできればね）

tizuinaXjatinmutuikoZ（一つずつ
◎

で(〕持ってこし、）

４，１１ｊａｔＩｎ（でも）

ある事柄を例示的に示す。例示されるものが

極端なあるいは特殊な場合は，他の場合もも

ちろんであるという意を言外に表わす。ｊａｔｉｎ

も他の副助詞の前には来ないで，ほとんど他の

副助詞の直後に来るところからすれば，係助詞

的性格も合わせもつものと解される。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

mid5ijatinnumibuJen（水でも飲みた

い）

waraZbijatin？iｋｉｊｕＸｓｕｎ（子供でも

行ける）

２）活用語の連用形をうける。

ｈａｋｉｊａｔｉｎｊｉｎｅＸＪｉｍｕｎ（書きでも

するとよい）

takakujatin？ａｉｎｅＸＪｉｍｕＪｉｇａ

（高くでもあるといいのだが）

ｈａｋａｊｉｊａｔｉｎＪｉＺｎｅＺＪｉｍｕｎ（書か

せでもするとよい）

３）準体助詞をうける。

miXJijatinmutUIlkoZ（見るものでも
持って来い）

ｔａＺｇａｒａｊａｔｉｎｓｏＺｔｉＺ？ikeZ（誰かで

もつれていけ）

４）並列助詞をうける。

？jａＺｔｕｗａｎｔｕｊａｔｉｎ７ｉｋａ（君と私

とでも行こう）

ｍａＸｎｕｊａ？ｕＪｉｎｕｊａｊａｔｉｎｋａＺｎ

（馬やら牛やらでも食わない）

？ｊａＺｋａ？aｒｉＺｋａｊａｔｉｎＪｉｍｕｎ（君か

あれかでもよい）

ｔｉｚｊａｒａｕｊｉｒａｘｊａｒａｊａｔｉｎ？ararez

（手やら顔やらでも洗え）

ｔｉｚｔｕｋａＣｉｓａｔｕｋａｊａｔｉｎ７ａｒａｒａｎ
Ｏ 。 ◎
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takakujaneXn（高くはない）

hａｋａｊｉｊａｓａｎ（書かせはしない）

ｈａｋａｕｉｊａｗｕｒａｎ（書かせてはいな

い）

hａｋｉｂｕｋｕｊａｎｅＸｎ（書きたくはない）

３）準体助詞をうける。

hａｋｕＪｉｊａｎｅＺｎ（書くのはない）

ｔａＺ９ａｒａｊａｓｏＸｔｉ？ikeX（誰かはつれ

ていけ）

４）並列助詞をうける。

巾ａｒｕＸｔｕ？ｕｍｉｔｕｊａ？ikun（畑と海

とは行く）

ｔｉｘｎｕｊａＣｉｓａｎｕｊａｊａ？arajun（手や

ら足やらは洗う）

？jａｘｋａｗａｎｋａｊａｗｕｒａｎｎｅｚｎａ－

ｒａｎ（君か私かはいなければならない）

ｋｗａＺｊａｒａｍａＸｇａｊａｒａｊａｍａｎｒｉＸｎ

（子供やら孫やらは多い）

ｍａＸｔｕｋａ７ｕｊｉｔｕｋａｊａｂｌｕｘＪｅｎ（馬
。 。

とか牛とかIま強い）

５）格助詞をうける。

?aｒｉｚｇａｊａｎａｉｎ（彼くが〉はできる）

tｕｉｎｕｊａｋａＸｎ（鳥くが〉は食わな

い）

tunaineXjawuran（隣にはいない）

ｈａｋｉ２ｇａｊａ？ｉｋａｎ（書きには行かな

い）

？ｕｊａｔｕｊａ？iｋａｎ（親とは行かない）

?ｕｍｉＤｇａｔｉｊａ７ｉｋａｎ（海へは行か

ない）

ｎａｇｕｈａｒａｊａｋｕＺｎ（名護からは来る）

？aｒｉｊｏＸｋａｎｊａｔａｋａＪｅｎ（あれよりは

高い）

ｋｕｍｉＺｊｉｊａｓｕｋｏｒａｎ（米では作らな
＠

し、）

?uppin可aＺｊａｔｉｎＪｉｍｕｎ（これぽつち

でもいい）

saXtaZuunjatinneXn（砂糖さえで

もない）

７）接続助詞ｂａ（ぱ），gaJinaX（ながら）

をうける。

ｈａｋｉＸｂａｊａｔｉｎＪｉｍｕｎｔｅＺ（書くので

あればよいのだが）

jumigaJinaZjatinhakun（読みなが

らでも書く）

〔接する形式〕

係助詞ｒｕ（ぞ），ｇａ（か）に接する。

７uttujatinruwuiru（弟でもいるの

だ）

？uttujatingawuira（弟でもいるの

かしら）

５，係助詞

係助詞は文末と呼応関係を示す助詞で，他の

いかなる助詞にも接しえない助詞である。

５，１ｊａ（は）

ある対象を他と区別して提示するはたらきが

ある。提示されるものは文の成分であり，また，

話手と聞手にとってよく知られているものであ

る。提示された結果は，区別または対比の意が

あらわれる。結びは終止形である。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

ｗａｎｊａ？ikun（私は行く）

ｋｕＸｊａ？abl9Jen（今日は暑い）

ｋｕＺｊａＣｉＺｐｉＸｊｅｎ（今日はよい日だ）

２）活用語の連用形，接続形をうける。

hａｋｉｊａｓｕｎ（書きはする）

ｈａｕｉｊａｗｕｒａｎ（書いてはいない）
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ｏａｍａｎｅｘｔｉｊａ？aJiban（浜では遊ば

ない）

ｈａｋｕｎｒｉｊａ？』ａｎ（書くとは言わな

い）

６）副助詞をうける。

ｍｕｇｉｚｂａｋｅｘｊａｋａｘｒａｎ（麦ばかりは

食えない）

巾ａｒｕｍａｒｉＺｊａ？ikun （畑までは行

く）

ｍｉｄ５ｉｎｉｇａＺｊａｎｕｍｕｎ（水などは飲む）

ｍｉｄ５ｉｎｒｅＺｊａｎｕｍｅＺｓａｎｎｉＺ（水

などは飲みはしないか。水などは飲むでしょう）

nagukureXjatakaJen（名護あたりは

高い）

？uｎｕ７ａｔａｉｊａｎａｉｎ（これぐらいはでき

る）

ｔｉｘｔＪｉｎａｚｊａｋｉＸｒｅｚ（一つずつはあげ

なさい）

ｕｕｉｎｂｌａＸｊａｎｏｋｏｒａｎ（－人だけは残

らない）

ｈａｋｕＺｋａｊａｗｕｉｊｕＺｓａｎ（書くま

ではいることができない）

ｔｕｎａｉｂｌｕｎｊａ７ｉｋａｎ（隣さえも行か

ない）

７）接続助詞をうける。

？ｊａｚｍａｒｉｚ？ｉｋｉｘｂａｊａｎａｒａｎ

（君まで行くといけない）

？ａｒｉｘｇａｗａｋａｉｎｅｚｊａｊｕｒｕｓａｎ

（彼がわかると許さない）

ｊｕｏ９ｔｉＸＪｉｊａｒａＸｇａｒａｎｕｗａＪｊｅＺ

ｔｕｊａｊａｒａｎｇａｊａＺ（休んでいるいる

のはどこか悪いからではなかろうか）

ｈａｋｉｇａＪｉｎａＺｊａｊｕｍａｒａｎ（書き

ながらは読めない）

５，２，（も）

同類のものが他にも共存していることを言外

に示しつつ，ある事柄を提示する。具体的には

次のように用いられる。

①事情の類似したものが他にもあることを言

外に表わす。

②事情の類似したものを列挙する。

③極端な場合を例示し，他の場合にも同様で

あることを表わす。

④予期されている程度を越えていたり，限界

に達していたりすることを表わす。

、（も）も終止形で結ぶ。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

巾anaZnsakun（花も咲く。①の用法）

？ｕｊａＸｎｋｗａＺｎｋｕＸｎ（親も子も来る。

②の用法）

miX町iDgwaznwakajun（三歳児もわかる

ことだ。③の用法）

のVhliXkanblid5ikun（二日も続く。④の

用法）

２）活用語の連用形，接続形をうける。

ｈａｋｉｘｎｓａｘｎ（書きもしない）

ｈａｈＩｉｎｗｕｒａｎ（書いてもいない）

takakunneZn（高くもない）

takasatinnubujun（高くても登る）

ｈａｋａＪｉｎｓａｎ（書かせもしない）

ｈａｋａｂｊｉｎｗｕｒａｎ（書かせてもいない）

ｈａｋｉｂｕｋｕｎｎｅＸｎ（書きたくもない）

ｈａｋｉｂｕｓａｔｉｎｈａｋａｎ（書きたくても

書かない）

３）準体助詞をうける。

ｈａｋｕＺＪｉｎｗａｋａｒａｎ（書くのもわか

らない）

ｔａｋａｊｅＸｊｉｎｊｉｍｕｎ（高いのもいい）
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７iＣｉｎａｚｎｋｉＺｒａｎ（少しずつもあげ

なさい）

？uppiXnbjaXnneXn（これぽつちもな

い）

ｈａｋｕＺｋａｎｋａＸｎ（書くまでも来な

い）

ｍｉｄ５ｉｕｕｎｎｕｍａｎ（水さえも飲まない）

７）接続助詞ｂａ（ぱ），gajinaX（ながら）

をうける。

？ａｒｉＸｊａ？iｋａｂａｎＪｉｍｕｎ（彼は行

こうがかまわない）

keXgajinaXn？』u、（食べながらもいう）

taXgaranwakaran（誰かもわから

ない）

４）並列助詞をうける。

？ｊａＺｔｕ？ｕｔｔｕｔｕｎｍｉＺｗａｋｉｊｕＸ－

ｓａｎ（君と弟とも見分けることができない）

？arinuja巾urinujanwakaran

（あれやらこれやらもわからない）

？ｕｔｔｕｋａＪｉｄ５ａｋａｎｗａｋａｒａｎ

（弟か兄かもわからない）

ｎｕＸｊａｒａ巾ｕｉｊａｒａｎｗａｋａｒａｎ

（なんやらかんやらもわからない）

bloZreZtukamiZkkwatukanmanriZｎ
ｏ ｡

（兄弟とか甥姪とかも多し、）

５）格助詞をうける。

？ａｒｉｘｇａｎｎａｉｎ（あれがもできる）

ｔｕｉｎｕｎｋａＺｎ（鳥がも食わない）

？ａｒｉｎｅＺｎ？jun（あれにもいう）

ｈａｋｉｇａｎ？iｋａｎ（書きにも行かない）

ｔａｒｕｔｕｎ？iｋａｎ（誰とも行かない）

？ｕｍｉＯｇａｔｉｎ？ikun（海へも行く）

ｔｕｇｕｔＩｉｈａｒａｎｋｕＸｎ(渡久地からも来る）

kikaiJins9kojun（機械でも作る）◎

巾ａｒｎａｎｅＺｔｉｎ？ajibun（浜でも遊ぶ）

７ｊａｒｉｎ？』u、（君ともいう）

６）副助詞をうける。

ｋｗａＺｎｊａＸｂａｋｅＸｎ？ｉｋａｒａｎ

（子供の家ばかりも行けない）

ｒａｚｍａｒｉｘｎ７ｕｘｔｉ?ikun（どこまでもつ

いていく）

ｋｕｓａｎｉｇａＺｎｈａｉｎ（草なども刈る）
Ｏ

ｋｕｓａｎｒｅｚｎｔｕｒａＸ（草などでもとろう）
◎

？aｎｋｕｒｅＸｎｎａｒａｎ（あのぐらいもで

きない）

tabaZku？atain巾ｕｋａｎ（煙草ぐら

いも吸わない）

５，３ｒｕｎ（なんぞ，さえ）

事柄を強調して示す。runは条件文の中で用

いられる傾向がある。ｊａ（は），、（も）と

同じく，終止形で結ぶ。

［うける形式〕

１）体言をうける。

ｄ５ｉＺｒｕｎｈａｋｉｊｕＺＪｉｎｅＺｊｉｍｕＪｉｇａ

（字さえ書ければよいのだが）

ｍｉｄ５ｉｒｕｎｎｕｍｉｎｅＸｎｏＸｊｕｎ（水さえ

飲めばなおる）

２）活用語の連用形，接続形をうける。

ｈａｋｉｒｕｎＪｉｚｎｅＺＪｉｍｕｎｊｏｚ（書きさ

えすればよい）

ｈａｂｊｉｒｕｎｗｕｉｎｅｘＪｉｍｕｎ（書いてさ

えおればよい）

takakurun？ainexd5oxtoZ（高くさ

えあれば上等だ）

ｈａｋａＪｉｒｕｎＪｉＸｎｅＺｎａｒａｎ（書か

せなんぞしたらいけない）

ｈａｋａｕｉｒｕｎｗｕｉｎｅｘｎａｒａｎ（書

かせてなんぞいたらいけない）

ｈａｋｉｂｕｓａｒｕｎ７ａｉｎｅＸｈａｋｅＺ（書き
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たくなんぞあったら書け）

３）準体助詞をうける。

？iｋｕＸＪｉｒｕｎｗｕｉｎｅＺｔａｒｕｍｅＺ（行

くのがいたら頼みなさい）

ｒａＸｇａｒａｒｕｎ？id5eXnteX（どこかな

んぞ行ったにちがいない）

4）並列助詞をうける。

？uｔｔｕｔｕｊｉｄ５ａｔｕｒｕｎｗｕｉｎｅＺ

ｊｉｍｕｎ（弟と兄とさえおればよい）

ｍａＺｎｕｊａ？ｕＪｉｎｕｊａｒｕｎＪｉｋａｎａｉ
ｏ

ｎｅＺ７ｉｂｊｕnaJ9kunain（馬やら牛やらなん

ぞ飼ったら`忙しくなる）

？ｕｊａｋａｕｏＺｒｅＸｋａｒｕｎｗｕｉｎｅＸ

Ｊｉｍｕｎ（親か兄弟かさえおればよい）

？ａｒｉｊａｒａ？uｒｉｊａｒａｒｕｎ７ｉｋｉ

ｎｅＸｓａｂｉＸｋｕｎａｉｎ（あれやらこれやらな

んぞが行くと淋しくなる）

ｔｉＺｔｕｋａＧｉｓａｔｕｋａｒｕｎｊａｍａＪｉ
ｏ ｏ Ｏ

ｎｅｘｎａｒａｎ（手とか足とかなんぞ痛めた

らいけない）

５）格助詞をうける。

７ｊａＸｇａｒｕｎｈａｋｉｎｅＺｍａｂｌｉｇａＸｒａ

ｎ（君がさえ書けば間違わない）

ｔｕｉｎｕｒｕｎｋｅＺｎｅＺｎａｒａｎ（鶏が

なんぞ食ったらいけない）

ｊａＸｎｅＸｒｕｎｗｕｉｎｅＺＪｉｍｕｎ（家にさ

えいたらよい）

ｈａｋｉｇａｒｕｎ？id5eZnjoZ（書きにな

んぞ行ったにちがいない）

？ｕｊａｔｕｒｕｎ？id5eXnjoZ（親となん

ぞ行ったにちがいない）

？ｕｍｉＯｇａｔｉｒｕｎ？ｉｋｉｎｅＺｎａｒａｎ

（海へなんぞ行ってはいけない）

ｎａｇｕｈａｒａｒｕｎｋｉＺｎｅＸｊｉｍｕｎ（名護

からなど来たらよい）

ｋｉｋａｉＪｉｒｕｎｓｕｋｏｉｎｅＸｈｅＸＪｅｎ
ｏ ｏ

(機械でなど作ったら早し、）

？ｕｍｉｎeＺｔｉｒｕｎ７ａＪｉｂｉｎｅＺｒｅＸｄ５ｉ

ｊｅＺｓａ（海でなど遊んでは大変だよ）

ｊａｍｕｎｒｉｒｕｎ？ｉＺｎｅＸｊｕｒｕｓｕＪｉｇａ

（痛いとなどいうと許すのだが）

6）副助詞をうける。

ｄ５ｉｎｂａｋｅＸｒｕｎＪｉｋａｉｎｅＺｎａｒａｎ
ｏ

（お金ばかり使ってはいけなし、）

？ｕｊａｍａｒｉＸｒｕｎｋｕｍａｒａＪｉｎｅＺｎａｒａ

ｎ（親までも困らせてはいけない）

ｔａｂａｋｕｎｉｇａＺｒｕｎ巾ＶｋｉｎｅＺｎａｒａｎ

（煙草なんぞ吸うといけない）

ｓａｋｉｎｒｅＺｒｕｎｎｕｍｉｎｅＸｎａｒａｎ

（酒なんぞ飲むといけない）

７ａｎｋｕｒｅＺｒｕｎｎａｉｎｅＸＪｉｍｕｎｊｏＸ

（あのぐらいなんぞできたらいいよ）

７ａｎ？aｔａｉｒｕｎｎａｉｎｅＺｄ３ｏＺｔｏＺ（あ

のぐらいなんぞできたら上等だ）

ｔｉＺｎｌｉｎａＺｒｕｎ？aｔａｉｎｅＸＪｉｍｕｎ

ｊｏＺ（一つずつでも当るといいよ）

tiZtJinblaZrun？ａｉｎｅＸｔａｒａｎ

（一つだけなんぞあると足りない）

ｊｕｘｋｕｉｒｕｋａｒｕｎｋａｎｎｅＺｊｉｗａ－

ｓｕｎ（日が暮れるまで帰らないと心配する）

ｍａＸｇａｕｕｎｒｕｎ？uUlukineZJimu

Jiga（孫さえおいておけばよいのだが）

７）接続助詞ｂａ（ぱ），gajinaZ（ながら）

をうける。

hａｋｉＺｂａｒｕｎｎａｉｎｔｅＺ（書かないと

いけないでしょう）

ｈａｋｉｇａｊｉｎａＺｒｕｎｊｕｍｉｎｅＺｗａｋａｊｕｎ

（書きながら読むとわかる）

５，４ｒｕ（ぞ）

－７７－

Hosei University Repository



事柄を強調して示す。文末に一定の結びの形

を要求する。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

d5iZruhakuXru（字を書くのだ）

sumublirujumuZru（書物を読むのだ）

2）活用語の連用形，接続形をうける。

ｈａｋｉｒｕｓｕＸｒｕ （書くのだ）

ｈａｂｌｉｒｕｗｕｉｒｕ （書いているのだ）

takakuru？airｕ（高いのだ）

takasatiru？ateXnteX（高かったの

でしょう）

ｈａｋａｊｉｒｕｓｕＸｒｕ（書かせるのだ）

ｈａｋａｕｉｒｕｗｕｉｒｕ（書かせているのだ）

ｈａｋｉｂｕｓａｒｕ？airu（書きたいのだ）

３）準体助詞をうける。

ｈａｋｕＪｉｒｕ？airu（書くのがあるのだ）

ｎｕＸｇａｒａｒｕ？airu（なにか力:あるのだ）

４）並列助詞をうける。

ｍａｍｉＸｔｕｒｅＸｋｕｎｉｔｕｒｕ７ｕｉｒｕ（豆

と大根とを植えるのだ）

ｈａｊａＺｎｕｊａＯｕＪｉＺｋｉｎｕｊａｒｕｍｕｉ－

ｊｕｒｕ（茅やらすすきやらが生えるのだ）

ｍａｍｉｘｋａ？aｋａｒｅｚｋｕｎｉｋａｒｕ？ｕｉｒｕ

（豆か人参かを植えるのだ）

巾ａＸｊａｒａｊｕｒａｊａｒａｒｕｍｏＺｓｕｒｕ

（葉やら豆やらを燃やすのだ）

Jinat9kabubuXrut9karujikairuo

（砂とか砂利とかを使うのだ）

５）格助詞をうける。

ｗａｎｇａｒｕ７ｉｋｕＸｒｕ（私が行くのだ）

ｔｕｉｎｕｒｕｔｕｂｕＺｒｕ（鳥が飛ぶのだ）

ｊａＸｎｅＺｒｕｗｕｉｒｕ（家にいるのだ）

ｈａｋｉｇａｒｕ？ikuZru（書きに行くのだ）

？ｕｊａｔｕｒｕ？ikuZru（親と行くのだ）

巾ａｒｕＯｇａｔｉｒｕ？ikuZru（畑へ行くの

だ）

JlkuZblihararuke:tikuZru（仕事か

ら帰って来るのだ）

ｗｕｇｉｘＪｉｒｕｓｕｋｏｉｒｕ（砂糖きびで作る
◎

のだ）

ｊａＸｎｅＺｔｉｒｕ？aJiburu（家で遊ぶの

だ）

ｈａｋｕｎｒｉｒｕ？ｊｍｒｕ（書くと言うの

だ）

６）副助詞に接する。

ＪｉｋｕＸｂｌｉｂａｋｅＺｒｕｓｕＺｒｕ（仕事ばかり
◎

するのだ）

？iZd5imamariXru？ikuXru（伊江島

まで行くのだ）

ｓａｋｉｎｉｇａＺｒｕｎｕｒｅＸｒｕ（酒なんぞ飲ん

でいるのだ）

？iｍｉｎｒｅＸｒｕｍｉｑｌｅＸｒｕ（夢なんぞ見た

んでしょう）

？aｎｋｕｒｅＸｒｕｎａｉｒｕ（あのぐらいしかで

きないのだ）

？u、？atairunairu（このぐらいしか

できないのだ）

ｔｉＸｔＩｉｎａＺｒｕのaguXru（一つずつ配る

のだ）

？ｕｐｐｉｎＵａＺｒｕｎａｉｒｕ（これぽつちし

かできないのだ）

ｎｉｒｉｒｕｋａｒｕｋａＺｔｅＸｒｕ（飽きるほど

食べているのだ）

ｋｕｓａｊａｔｉｎｒｕｈａｔｉｘｒｕ（草でも刈り
◎

てし､るのだ）

７）接続助詞に接する。

ｈａｋｉｂａｒｕｊｅＸｒｕ（書かないといけな

い）

hakineZruwakairu（書くとわかるの
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だ）

ｈａｋｕＪｉｇａｒｕｗａｋａｒａｎｒｕ（書くけれ

どもわからないのだ）

hakuZturuwakairu（書くからわかる

のだ）

ｈａｋｉｇａＪｉｎａＸｒｕｊｕｍｕＺｒｕ（書きなが

ら読むのだ）

以上のように，ｒｕ（ぞ）は－ｍの形（ｒｕ

係結形）で結ぶのが普通である。ただし，終助

詞で文を止める時は，ｒｕ（ぞ）があっても，

－，（終止形）で結ぶ。

ｄ５ｉＸｒｕｈａｋｕｎｊｏＸ（字を書くのだよ）

ｍｉｄ５ｉｘｒｕｎｕｍｕｎｔｅＸ（水を飲むんでし

ょう）

？ａｍｉＺｒｕＯｕｉｎｎａＺ（雨が降るのか）

？ａｒｉＸｇａｒｕ？ikunroX（彼が行くのだ

ぞ）

また，準体形に終助詞がついた形ででも結ぶ。

？ａｒｉＸｇａｒｕ？iｋｕＸｍｉ（あれが行くの

かね）

d５ｉＺｒｕｈａｋｕＺｓａ（字を書くのだよ）

ｎａｍａｒｕ７ｉｋｕＺｓａ（今行くのだ）

takakuga7aira（高いのかしら）

ｔａｋａＪｅＸｇａｓｕＸｒａ（高いのかしら）

takasatigaJikararanra（高くて
◎

使えなし､のかしら）

ｈａｋａｊｉｇａｓｕ２ｒａ（書かせるのかしら）

ｈａｋａｑｌｉｇａｗｕｉｒａ（書かせているのか

しら）

ｈａｋｉｂｕｊｅ２ｇａｓｕＺｒａ（書きたいのかし

ら）

３）準体助詞をうける。

ｈａｋｕｊｉｇａ７ａｉｒａ（書くのがあるのか

しら）

ｎｕＺｇａｒａｇａ？airａ（なにか力:あるのか

しら）

４）並列助詞をうける。

ｋｗａｉｔｕｈａｍａｔｕｇａｍｕｔｕｉ７ｉｋｕＺｒａ

（鍬と鎌とを持って行くのかしら）

ｔｉＺｎｕｊａＣｉｓａｎｕｊａｇａ７ａｒａｉｒａ
ｏ

（手やら足やらを洗うのかしら）

？uｔｔｕｋａＪｉｄ５ａｋａｇａｗｕｉｒａ（弟か

兄かがいるのかしら）

ｔｉＸｊａｒａＣｉｓａｊａｒａｇａｊａｍｕＸｒａ
ｏ

（手やら足やらが痛むのかしら）

？ｗａｚｔｕｋａｍａｚｔｕｋａｇａＪｉｋａｎａｉｒａ
Ｏ ｏ ｏ

（豚とか馬とかを飼うのかしら）

５）格助詞をうける。

ｔａｒｕＺｇａｇａｗｕｉｒａ（誰かがいるのかし

ら）

ｈａｄ５ｉＸｎｕｇａ巾ukuZra（風が吹くのか

しら）

ｊａＺｎｅＺｇａｗｕｉｒａ（家にいるのかしら）

ｈａｋｉｇａｇａ？ikuXra（書きに行くのか

しら）

？uｊａｔｕｇａ７ｉｋｕＸｒａ（親と行くのかし

ら）

５，５ｇａ（か）

疑問または不確かなことを表わす。文末は－

ｒａの形（ｇａ係結形）で結ぶ。

〔うける形式〕

１）体言をうける。

d5ixgahakuxra（字を書くのかしら）

？aｍｉＸｇａＯｕｉｒａ（雨が降るのかしら）

？uｔｔｕｇａｔａｋａＪｅＸｒａ（弟が高いのかしら）

２）活用語の連用形，準体形，接続形をうける。

ｈａｋｉｇａｓｕＸｒａ（書くのかしら）

ｈａｋｕＸｇａｓｕＺｒａ（書いているのかしら）

ｈａｑＩｉｇａｗｕｉｒａ（書いているのかしら）
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naguDgatiga7ikuXra（名護へ行く

のかしら）

巾aruharagakeXtikuXra（畑から帰

ってくるのかしら）

７uｊａｊｏｘｋａｎｇａｍａＪＪｅｘｒａ（親よりよ

いのかしら）

ｋｕｍｉｘＪｉｇａｓｕｋｏｉｒａ（米で作るのか
◎

しら）

ｔｕｎａｉｎｅＸｔｉｇａ？aJibura（隣で遊ぶ

のかしら）

？ｉｋｕｎｒｉｇａ？juZra（行くというのか

しら）

６）副助詞をうける。

d5iXbakeXgahakuXra（字ばかり書く

のかしら）

tugubIimarizga？ikuxra（渡久地ま

で行くのかしら）

ｋｕｓａｎｉｇａＺｇａｔｕｉｒａ（草などを取る
◎

のかしら）

？iｍｉｎｒｅＸｇａｍｉｕａｒａ（夢などを見た

のかしら）

？ｕｍｉｋｕｒｅＺｇａ？atblakura（海など行

っているのかしら）

？ａｎ？ataiganaira（あのぐらいしか

できないのかしら）

ｔｉｚｕｌｉｎａｘｇａｋｉｚｒａ（一つずつあげる

のかしら）

？uppinblaxga？airａ（これだけしか

ないのかしら）

ｊｕＸｋｕｉｒｕｋａｇａｋａｎｔａｒａ（日が暮

れるまで来なかったのかしら）

ｍｉｄ５ｉｂｌｕｎｇａｎｅＸｎｒａ（水さえないのか

しら）

７uttujatingawutaXra（弟でもいた

のかしら）

７）接続助詞をうける。

ｈａｋｉＸｂａｇａｊｅｘｒａ（書かなければなら

ないのかしら）

ｈａｋｕｔｕｇａｗａｋａｉｒａ（書くからわかる

のかしら）

ｔｕｂｉｎｅＸｇａｗａｋａｉｒａ（飛ぶとわかるの

かしら）

ｈａｋｉｇａＪｉｎａｘｇａｍｉｚｒａ（書きながら見

るのか）

6‘連体助詞

体言を修飾する。

６，１ｇａ（が）

主として人名，人を表わす代名詞，代名詞的

に用いられた親族名称および体言などをうけて，

それのかかっていく体言を修飾する。

〔うける形式〕

１）人名，人を表わす代名詞，代名詞的に用い

られた親族名称および体言をうける。

ｇｕｒａＺｇａｋｗａＺｊｅＺｓａ（五郎の子供だ）

？aｒｉＸｇａｍｕｎｒｏＸ（あれのものだぞ）

７aｍｍａＺｇａｋｉｎｈｏＺｊｕｎ（母の着物を買

う）

２）準体助詞をうける。

ｋａｋｕＺｊｉｇａｍｕｎｊｅＸｓａ（書く人の

ものだ）

tｕｉＪｉｇａｍｕｎｒｏＺ（取る人のものだ）

〔接する形式〕

体言に接する。

６，２ｎｕ（の）

体言をうけて，それのかかっていく体言を修

飾する。

〔うける形式〕
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１）体言をうける。

ｍａＸｎｕｊａＸ（馬の家）

ｋｉＸｎｕｊｕｒａ（木の枝）

？iＸｂｉｎｓａｋｉ（指の先）

２）準体助詞をうける。

ｈａｋｕｘＪｉｎｕｍｕｎｊｅｚｓａ（書く人のも

のだ）

ｔｕｉＪｉｎｕｍｕｎｒｏＺ（取る人のものだ

ぞ）

この表現が二人以上の聞手に向かってなされ，

ｈａｋｕＺｊｉ（書く人），ｔｕｉＪｉ（取る人）

が聞手の中の誰かをさす場合，いわゆる代名詞

的に用いられた時は，ｈａｋｕＺＪｉ，ｔｕｉＪｉ

はｇａ（が）でうけられる。ただし，これらが話

手と関係なく，一般概念として用いられたとき

は，上記のように，ｎｕ（の)でうけられる。

ｎｕＺｇａｒａｎｕ巾9tａ（なIこかの蓋）

ｎｕＺｇａｒａｎｕＪｉＺ（なＩこかの巣）

３）並列助詞をうける。

？uｊａｔｕｋｗａＺｔｕｎｕｎａｈａ（親と子と

の仲）

？uJinujamaXnujanukusaX（牛や
◎

ら馬やらの草）

７uＪｉｚｋａｐｉＺｄ５ａＸｋａｎｕｂｊｉｎｕｘ（牛か

山羊かの角）

？uｔｔｕｊａｒａＪｉｄ５ａｊａｒａｎｕｍｕｎ（弟

やら兄やらのもの）

７uｔｔｕｔｕｋａＪｉｄ５ａｔｕｋａｎｕｍｕｎ（弟
０ ．

とか兄とかの'()の）

４）格助詞をうける。

？ｕｊａｔｕｎｕＪｉｇｕＸｔｕｎｕ？ａiｎ（親と

の仕事がある）

７uｊａＯｇａｔｉｎｕｍｕｎ（親へのもの）

？ｕｊａｈａｒａｎｕｍｕｎ（親からのもの）

ｔｉＸＪｉｎＵＪｉｇｕＸｔｕ（手での仕事）

巾aｒｕｎｅＸｔｉｎｕｋｕｔｕＺ（畑でのこと）。

？ｉｋｕｎｒｉｎｕ巾anaJiZnu？aiｎ（行く

との話がある）

ｇａ（が，主格），ｎｕ（の，主格），ｎｅＺ

（に），ｇａ（に，目的），ｊｏＺｋａｎ（より）

はうけえない。

５）副助詞をうける。

ｗｕｇｉＺｂａｋｅＸｎｕ巾aruZ（砂糖きびばかり

の畑）

のarJlZmariZnumihli（畑までの道）

ｋｉＺｎｉｇａＸｎｕｊｕｒａ（木などの枝）

ｍａＸｎｒｅＸｎｕｋｕｓａ（馬などの草）
ｏ

７ａｎｋｕｒｅＸｎｕｋｗａＸ（あのく゛らし､の子供）

７ａｎ？aｔａｉｎｕＵｌｕＺ（あのぐらいの人）

UｊａｓｓａｎａＺｎｕｍｕｎｊｅＸｇａ（いくらぐ

らいのものか）

？uｐｐｉｎｂＩａＺｎｕｍｕｎ（これぽつちのもの）

ｋａ（まで），Ｕｌｕｎ（さえ），jatin（で

も）はうけえない。

６）接続助詞gaJinaz（ながら）をうける。

ｋｅＸｇａＪｉｎａＺｎｕ中anaJiZ（食べながらの

話）

？aJibigajinaXnukutuX（遊びながら

のこと）

〔接する形式〕

体言に接する。

７，接続助詞

接続助詞は表現内容と表現内容を，時間的前．

後関係や条件と帰結（原因と結果を含む）など

で結びつけるはたらきがある。

７，１ｂａ（ぱ）

条件を表わす。

〔うける形式〕
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わかるよ）

ｈａｋｉｘｂａＵｌｕｎＪｉｍｕｊｉｇａ（書きさえす

ればよいのだが）

ｈａｋｉＸｂａｊａｔｉｎＪｉｍｕｎｔｅＺ（書きでも

すればよいものを）

４）係助詞に接する。

ｈａｋｉｂａｊａｎａｒａｎＪｉｇａ（書いては

いけないが）

？aｒｉＺｊａｈａｋａｂａｎＪｉｍｕＺｓａ（彼

は書いてもいいさ）

ｈａｋｉ２ｂａｒｕｎＪｉＸｎｅＺＪｉｍｕＺｓａ

（書きさえすればよい）

ｈａｋｉｂａｒｕｎａｉｒｕ（書かないといけな

い）

ｈａｋｉｂａｇａｊｅｘｒａ（書かないといけな

いだろうか）

７，２ｎｅＺ（と）

ある条件が備われば，必ずきまってある事柄

が成立するという場合に，その条件を示す。

〔うける形式〕

活用語の連用形をうける。

hakineXwakajun（書くとわかる）

ｔａｋａＪｅＸｎｅＺｈｏＺｉｊｕＸｓａｎ（高いと買

うことができない）

ｈａｋａＪｉｎｅＸｗａｋａｊｕｎ（書かせるとわか；

る）

ｈａｋｉｂｕＪｅＺｎｅＸｈａｋａｓａｎｎｅＸ

ｎａｒａｎ（書きたければ書かさないといけな

い）

〔接する形式〕

１）格助詞ｈａｒａ（から）に接する。

ｈａｋｉｎｅＸｈａｒａｊａｈｅＺＪｅｎｒｏＸ（書け

ばからは早いぞ。書くとなると早いぞ）

？ｉｋｉｎｅｘｈａｒａｊａｔｕｍｉｒａｒａｎ

（行けばからは止められない。行くとなると止

１）活用語の未然形をうける。

ｈａｋａＸｂａｍｉｒｅＺ（書いたら見なさい）

takasarabanuburaOkeX（高いならば

登るな）

ｈａｋａｓａｂａｊｉｍｕｎ（書かせたらいい）

hakibusarabahakex（書きたければ

書け）

２）活用語の条件形をうける。

ｈａｋｉｚｂａｍｉｒｅＸ（書けば見なさい）

ｔａｋａｓａｒｉｂａｎｕｂｕｉｎａｊｏＺ（高ければ

登るなよ）

ｈａｋａｊｉｂａｊｉｍｕｎｊｏＸ（書かせばいい

よ）

hakibusaribahakeX（書きたければ

書け）

〔接する形式〕

１）並列助詞ｔｕ（と），ｋａ（か），ｔｕｋａ
ｏ

（とか）に接する。

ｈａｋｉＸｂａｔｕｊｕｍｉＸｂａＪｉｍｕｎ（書けば

と読めばよい。書いて読めばよい）

ｈａｋｉＸｂａｋａｊｕｍｉＸｂａＪｉｍｕｎ（書け

ばか読めばよい）

ｈａｋｉＺｂａｔｕｋａｊｕｍｉＺｂａＪｉｍｕｎ（書
。

けばとか読めばよし、）

２）格助詞ｈａｒａ（から）に接する。

ｔａｔｔｉｂａｈａｒａｊａｎａＸｓｕｇｕ７ａｋｋｕｎ

（立てばからはもうすぐ）

？ｕｋｉｒｉｂａｈａｒａｊａ？ihlunajen（起き

ればからは忙しい）

３）副助詞に接する。

ｈａｋｉＸｂａｂａｋｅｚｎａｉｎｎａｚ（書くことば

かりでよいか。よくない）

ｈａｋｉＸｂａｍａｒｉｘｒｅｘｇａｊａｘ（書けばま

でであろうか）

hakizbanigazwakainjox（書けば
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められない）

２）副助詞nigaz（など）に接する。

ｈａｋｉｎｅＸｎｉｇａＸｎａｒａｎｊｏＺ（書いた

りするといけないよ）

？iｋｉｎｅｘｎｉｇａｘｎａｒａｎ（行ったりなど

するといけない）

３）係助詞に接する。

ｈａｋｉｎｅｚｊａｎａｒａｎ（書いてはいけな

い）

ｈａｋｉｎｅｚｎｎａｒａｎ（書いてもいけな

い）

ｈａｋｉｎｅＺｒｕｎａｉｒｕ（書かないといけな

い）

ｈａｋｉｎｅｘｇａｎａｉｒａ（書かないといけな

いかしら）

７，４ｍｕｎｎｕ（ものを，のに）

既定の逆接条件を表わす。Ｊｉｇａ（けれども）

と比較して，多少帰結部分に対して批評的態度；

がこめられる。

〔うける形式〕

活用語の連体形をうける。

hakunmunnuhakanri？jun（書く

のに書かないという）

takaJenmunnutakakuneXnri

？』u、（高いのに高くないという）

ｈａｋａｓｕｎｍｕｎｎｕｈａｋａｓａｎｒｉ

？jｕｎｎａＺ（書かせるのに書かないという）

hakibuJenmunnuhakannaZ（書

きたいのに書かないのか）

〔接する形式〕

他の助詞には接しえない。

7，３ｊｉｇａ（のに，けれども）

既定の逆接条件を示す。

〔うける形式〕

活用語の準体形をうける。

hakuJigawakaran（書くけれどもわ；

からない）

takajexJigaturukan（高いけれども

届かない）

hａｋａｓｕｊｉｇａｈａｋｉｊｕＸｓａｎ（書かす

けれども書けない）

ｊｕｍｉｂｕＪｅＸＪｉｇａｊｕｍｉｊｕＺｓａｎ

（読みたいけれども読めない）

［接する形式〕

係助詞ｒｕ（ぞ）に接する。

ｊｕｍｉｊａｊｕｍｕＪｉｇａｒｕｗａｋａｒａｎ

（読みは読むけれどもわからない）

ｍｉＸｊｉｇａｒｕｗａｋａｒａｎｓａ（見るけれ

どもわからないのだ）

７，５ｇｕｔｕｉ（のに）

既定の逆接条件を表わす。「現に～するのに」

という意がこめられている。

［うける形式〕

活用語の準体形をうける。

hakuZgutuihakanri？jun（書く

のに書かないという）

ｔａｋａＪｅＸｇｕｔｕｉｔａｋａｋｕｎｅＺｎｒｉ

？』u、（高いのに高くないという）

？ｉｋａｓｕｇｕｔｕｉ７ｉｋａｓａｎｒｉ

７ｊｕｎ（行かせるのに行かせないという）

？ｉｋｉｂｕＪｅＸｇｕｔｕｉ？ｉｋｉｂｕｋｕｎｅＺｎ

ｒｉ？jun（行きたいのに行きたくないという）

〔接する形式〕

他の助詞には接しえない。

７，６ｔｕ（から，ので）

ある事柄が原因・理由・きっかけとなり，そ
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活用語の連用形に接する。

hakigajinaXjumun（書きながら読む）

takajeZgajinaZCikuJenri？ｊｕｎ
Ｏ

（高いながら低し､という。高いのに低いという）

jumaJigaJinaxnimbun（読ませなが

ら眠る）

hakibuJeZgajinaZhakan（書きたい

ながら書かない）

〔接する形式〕

1）並列助詞に接する。

？ｉｋｉｇａｊｉｎａＺｔｕｋｅＺｇａＪｉｎａＺｊｕｉｎ

(行きながらと帰りながらよる）

？ｉｋｉＯａｊｉｎａＺｎｕｊａｋｅＺｇａＪｉｎａＺｎｕ－

ｊａｊｕｉｎ（行きながらやら帰りながらやらに

よる）

？ikigaJinazkakezgaJinaZneX

juin（行きながらか帰りながらによる）

？ikigaJinaxjarakexgaJinaxnez

jui、（行きながらやら帰りながらによる）

？ｉｋｉｇａｊｉｎａｚｔｕｋａｋｅｘｇａＪｉｎａｘｎｅｚ
ｏ

ｊuin（行きながらとか帰りながらによる）

２）格助詞に接する。

？ikigaJinaXneZ？iｕ９ｋｕｓａ（行きな

がらに言っておくよ）

７ikigaJinaXharajamutan（行きな

がらから痛かった）

？ｉｋｉｇａＪｉｎａＺｊｏＸｋａｎｋｉＺｇａＪｉｎａＺｊａ

ｍａjｉ（行きながらより来ながらはよい）

？iｋｉｇａＪｉｎａＺｎｅＸｔｉｍＭ９ｋｕｎ（行きな
がらで見ておく）

？ｉｋｉｇａＪｉｎａＸｒｉ７ｊｕｎ（行きながらと

いう）

３）副助詞に接する。

？ikigaJinaZbakeXneZjuin（行きお

がらばかりによる）

の結果他の事柄が成立するという関係を表わす。

〔うける形式〕

活用語の準体形につく。

７ａｒｉＸｇａｈａｋｕＺｔｕｗａｎｊａｈａｋａｎ

（彼が書くから私は書かない）

？aｍａｊａｔａｋａＪｅＺｔｕｈｏＸｒａｎ（あそ

こは高いから買わない）

？ａｒｉｎｅＺｈａｋａｓｕｔｕ？jａＺｊａｊｉ－

ｍｕｎ（彼に書かせるから君はよい）

？ｕｒｉｚｊａｊｕｍｉｂｕＪｅＸｔｕｈｏｘｊｕｎ

（これは読みたいから買う）

〔接する形式〕

１）副助詞nigax（など，なんぞ）に接する。

ｒａＺｇａｒａｎｕｗａＪＪｅＸｔｕｎｉｇａＸｒｕ

？iｋａｎｔｅｘ（どこかが悪いからなんぞ行

かないんでしょう）

？ａｍａＤｇａｔｉ？ｉｋａｎＪｉｊａ巾ad5i-

kaJextunigaxjarangajax（あそ

こへ行かないのは恥しいからなどではなかろう

か）

２）係助詞に接する。

ｎｉｍｂａｎＪｉｊａｒａＸｇａｒａｊａｍｕＸ

ｔｕｊａｊａｒａｎｇａｊａＸ（寝ないのはどこ

か痛むからではなかろうか）

ｎａｍａｍａｒｉｎｉｎｔｉｚＪｉｊａｒａｘｇａｒａ

ｊａｍｕｘｔｕｒｕｊｅｘｒｕ（今まで寝ているの

はどこか痛むからなのだ）

ｒａＺｇａｒａｊａｍｕＸｔｕｇａｊｅＸｒａｊａＸ

（どこか痛むからであろうか）

７，７gaJinaX,ｇａｎｎａＺ（ながら）

二つの動作・状態が共存する関係にあること

を表わす。gaJinazとgannaXは全く同じよう

に用いられる。

〔うける形式〕
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７ikigaJinazmarizkezn（行きながら

まで食べる）

？ikigajinaXnigaZmutblikuXn（行き
｡

ながらなどに持ってくるよ）

？ikigaJinaXnrexjurex（行きながら

でもよりなさい）

？ikigaJinaZkureZjureZ（行きなが

らにでもよりなさい）

？ikigaJinaZ？ataijureXJimun（行

きながらぐらいによればよい）

７ikigaJinaZblunjuran（行きなが

らさえよらない）

keZgaJinaZjatinjureX（帰りながら

でもよりなさい）

4）係助詞に接する。

hａｋｉｇａＪｎａＺｊａｊｕｍｉｊｕＺｓａｎ（書

きながらは読むことはできない）

hakigaJnaZn jumun（書きながらも

読む）

ｈａｋｉｇａＪｎａＺｒｕｎｊｕｍｉｎｅＸｊｕＺｗａ－

ｋａiｎ（書きながらなんぞ読むとよくわかる）

ｈａｋｉｇａｊｎａＺｒｕｊｕｍｕＸｒｕ（書きながら読

むのだ）

ｈａｋｉｇａｊｎａＺｇａｊｕｍｕＺｒａ（書きながら

読むのかしら）

(書かすのであれば早く書かせなさい）

hakibuJensakuXjaheZkuhakeX

(書きたいのなら早く書け）

〔接する形式〕

他の助詞には接しえない。

７，９ｔｅＸｋａｎ，ｔｅＺｎ，ｔｉｎ（ても）

既定の逆接条件を表わす。tezkan，ｔｅｚｍ

ｔｉｎは，語形はそれぞれ異なっても，全く同じ

ように用いられる。以下，ｔｅｘｋａｎで用例を

示す。

〔うける形式〕

過去の終止形をうける。

？id5anteXkanwuran（行ってもいな

い）

mitlanteZkanwakaran（見てもわか

らない）

ｈａｋａｕｊａｎｔｅＸｋａｎｊｕｍｉｊｕＺｓａｎ

（書かせても読むことができない）

［接する形式〕

他の助詞には接しえない。

８，終助詞

終助詞は文末にあって完結作用を表わす。完

結作用とは，文を文たらしめるもので，表現内

容と話手との関係づけをするものである。

７，８ｓａｋｕＸｊａ（のなら）

仮定条件を表わす。

〔うける形式〕

活用語の連体形をうける。

ｈａｋｕｎｓａｋｕＺｊａｈｅＺｋｕｈａｋｅＺ（書くの

なら早く書け）

ｔａｋａＪｅｎｓａｋｕＺｊａｎｕｂｕｉｎａｊｏＸ（高

いのなら登るなよ）

ｈａｋａｓｕｎｓａｋｕＸｊａｈｅＸｋｕｈａｋａｊｅＺ

８ク１ｂａＺ（わけ）

表現内容を当然のこととして聞手へ訴える意

を表わす。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の終止形，ｄｕ係

結形をうける。

７ａｒｉｘｇａ？ikunbaz（彼が行くわけだ）

？aｒｉＺｇａｒｕ７ｉｋｕＸｒｕｂａＺ（彼が行く
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ｗａｎｇａｈａｋｕｎｂａＺＣａＸ（私が書くわ

けさ）

nａｎｇａｍｏｘｊｕｎｂａｘｓａｉ（あなたがい

らっしゃるわけです）

わけなんだ）

？uｔｔｕｎｅＸｈａｋａｓｕｎｂａＺ（弟に書かせ

るわけだ）

７uｔｔｕｎｅＸｒｕｈａｋａｓｕｒｕｂａＺ（弟に

書かせるわけなのだ）

２）形容詞および形容詞型助動詞の終止形，ｄｕ

係結形をうける。

？urixjatakajenbax（これは高いの

だよ）

？urixgarutakaJezrubax（これが

高いのだよ）

？ａｒｉＸｇａ？iｋｉｂｕＪｅｎｂａＸ（彼が行き

たいわけだ）

？ａｒｉｘｇａｒｕ？iｋｉｂｕＪｅｚｒｕｂａｘ（彼

が行きたいわけだよ）

〔接する形式〕

終助詞ｇａ（か，疑問），ｎａ（か，疑問），

ｒｏＺ（ぞ，よ），ｊｏＺ（よ），ｔｅＺ（よ，ね），

ｓａ（さ，よ’ね），ｊａｘ（よ，ね），Ｑａｘ

（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼びか

け）に接する。

ｔａｒｕＺｇａ？ｉｋｕｎｂａＺｇａ（誰が行くの

かね）

？ａｒｉＺｇａ？iｋｕｎｂａＸｎａＺ（彼が行くわ

けか）

？ａｒｉｘｇａ？iｋｕｎｂａｘｒｏｘ（彼が行くわ

けだぞ）

７aｒｉｘｇａ７ｉｋｕｎｂａｘｊｏｚ（彼が行くわ

けよ）

？ａｒｉｚｇａｔｕｉｎｂａｚｔｅｘ（彼が取るわ

けよ）

？aｒｉＸｇａｔｕｉｎｂａＺｓａ（彼が取るわ

けさ）

？aｒｉＸｇａｔｕｉｎｂａＸｊａＺ（彼が取るわ

けよれ）

８，２Ｊｉｇａ（のに）

接続助詞Ｊｉｇａ（けれども，のに）が終助詞

化したものである。「～なのに～する」という

意を表わし，希望や期待に反することが起こっ

ていることに対して不満の気持をこめる場合に

用いる。転じて，「～のはずだから～でなくて

よい」の意を表わす場合もある。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

？aｒｉＸｇａｈａｋｕＪｉｇａ（彼が書くはずだ

よ）

？aｒｉＺｇａｈａｋａｓｕＪｉｇａ（彼が書かせ

るはずだよ）

２）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

？uriZjatakajeXjiga（これは高いは

ずだよ）

？ａｒｉＺｇａ？iｋｉｂｕＪｅＸｊｉｇａ（彼が行き

たいはずだよ）

〔接する形式〕

終助詞ｎａＸ（か，疑問），ｒｏｚ（ぞ，よ），

ｊｏＺ（よ），ｔｅＸ（よ，ね），ｊａＺ（よ，ね），

GaZ（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼

びかけ）に接する。

？aｍｉＺｎｕＯｕｉＪｉｇａｎａＺ（雨が降るの

lこか）

？ａｍｉＸｎｕのuｉｊｉｇａｒｏＺ（雨が降るの

にだぞ）

？uｊａＸｎｕｗｕｉｊｉｇａｊｏＺ（親がいるの

だがね）
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wｕｉＪｉｇａｔｅＸ（親がいるけ？ｕｊａＸｎｕ

れどもね）

ｎａｍａｋｕＸ

ｎａｍａｋｕＸ

ｎａｍａｋｕＸ

８，４，ａ（な）

禁止する意を表わす。

〔うける形式〕

動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

d５ｉＺｈａｋｕｎａｊｏＺ（字を書くなよ）

ｋｕｓａＺｔｕｉｎａｊｏＸ（草を取るなよ）
ｏ

Ｃｌ５ｉＸｈａｋａｓｕｎａｊｏＸ（字を書かせるな

よ）

［接する形式〕

終助詞のｒｏＸ（ぞ，よ），ｊｏＸ（よ），ｓａ

（さ，よ'ね），ｃａｘ（目下への呼びかけ），

Ｓａｉ（目上への呼びかけ）などに接する。

ｋｕｓａＺｔｕｉｎａｒｏＸ（草を取るなよ）
ｏ

Ｃｌ５ｉＸｈａｋｕｎａｊｏＸ（字を書くなよ）

7ａｍａＤｇａｔｉ？iｋｕＺｎａｓａ（そんならあ

そこへ行くな）

maneZhakuXnaCaX（ここに書くなよ）

ｎａＸｍｏＸｊｕｎａｓａｉ（もういらっしゃる

なよ）

Jiga

Jiga

Jiga

(今来るのにね）

(今来るのにさ）

(今来ますよ）

jａｘ

Ｑａｚ

ｓａｌ

８，３ｍｕ（ものを）

表現内容に対して「～するものを」という詠

嘆的な感情を表わす場合に用いる。

〔うける形式〕

1）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

？aｒｉＺｇａｊｕｍｕＺｍｕ（彼が読むものを）

？uｔｔｕｎｅｚｊｕｍａｓｕＺｍｕ（弟に読ませ

るものを）

２）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

？ariXjawakajeXmu(彼は若いんだもの）

７ａｍａＤｇａｔｉ？iｋｉｂｕＪｅＸｍｕ（あそこ

へ行きたいんだもの）

〔接する形式〕

終助詞ｎａＸ（か，疑問），ｒｏＸ（ぞ，よ），

ｊｏＺ（よ），ｔｅＺ（よ，ね），ｓａ(さ，よ’ね)，

ｊａｘ（よ，ね），ｃａｚ（目下への呼びかけ），

Ｓａｉ（目上への呼びかけ）に接する。

ｋｕｓａＺｈａｉｍｕｎａＸ（草を刈るの|こか）
ｏ

ｋｕｓａＺｈａｉｍｕｒｏＺ（草を刈るものをだ
◎

ぞ）

ｋｕｓａＸｈａｉｍｕｊｏ（草を刈るものをだ
。

よ）

？ａｍｉＺ中ｕｉｍｕｔｅＺ（雨が降るものを

ね）

ｎａｍａｋｕＸｍｕｓａ（今来るものをさ）

ｎａｍａｋｕｚｍｕｊａＸ（今来るものをね）

ｎａｍａｋｕＸｍｕＣａＺ（今来るものをさ）

ｎａｍａｋｕＸｍｕｓａｉ（今来ますもの）

８，５９ａ（か）

疑問を表わす。

〔うける形式〕

1）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

tａｎｇａｈａｋｕＸｇａ（誰が書くか）

ｔａｒｕｎｅＺｈａｋａｓｕｇａ（誰に書かせる

か）

2）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

nｕＺｎｕｔａｋａＪｅＸｇａ（なにが高いのか）

nｕＸｋｅＺｂｕＪｅＺｇａ（なにが食ぺたいのか）

［接する形式〕

終助詞ｊｏｚ（よ），tex（よ，ね），ｓａ（さ，

よ’ね），ｊａｘ（よ，ね），Ｑａｚ（目下への呼

びかけ），Ｓａｉ（目上への呼びかけ）に接する。

－８７－

Hosei University Repository



joZ(誰が行くかよ）

tez(誰が行くかね）

(なにを書くのかね）

(なにを書くのかね）

(なにを見るのかね）

（なにを見ますか）

ｍｉｄ５ｉｊａｎｕｍｕｂａｎ（水は飲むんだね）

？ｕｔｔｕｊａ？iｋａｓｕｂａｎ（弟は行かせる

よ）

２）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

？ariXjatakaJezban（あれは高いんだ

ね）

ｔａｎｊａｔｉｎｍｉＸｂｕＪｅＸｂａｎ（誰でも見

たいよ）

〔接する形式〕

終助詞ｎａｘ（か，疑問），jax（よ，ね），

Ｃａ：（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼

びかけ）に接する。

７ａｒｉＺｇａ？iｋｕｂａｎｎａＸ（彼が行くのだ

ね。そうでしょう？）

７ａｒｉＸｇａ？iｋｕｂａｎｊａＺ（彼が行くよね）

ＪｉｇｕＸｔｕｓｕＸｂａｎＧａＺ（仕事をしますね）

？uｔｔｕｎｕｗｕｉｂａｎｓａｉ（弟がいますよ）

ｔａｒｕＸｇａ？ｉｋｕＸｇａ

ｔａｒｕＸｇａ７ｉｋｕＸｇａ

ｎｕＺｈａｋｕＺｇａｓａ

ｎｕｘｈａｋｕｚｇａｊａｘ

ｎｕＺｍｉＸｇａＣａＺ

ｎｕＸｍｉＸｇａｓａｉ

８，６ｇａｊａＸ（かしら）

詠嘆的に疑問を表わす。

［うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

?ariZgahakuXgajaZ（彼が書くかしら）

７uｔｔｕｎｅＺｈａｋａｓｕｇａｊａＺ（弟に書か

せるかしら）

2）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

７ａｍａｊａ巾9kajezgajaz（あそこは深い

かしら）

ｎａｍａ巾atarakibuJeXgajaZ（今働きた
◎

し､かしら）

〔接する形式〕

終助詞ｔｅＺ（よ，ね），ｓａ（さ，よ’ね），

Ｇａｘ（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼

びかけ）に接する。

ｔａｂｌｉｓｕｘｇａｊａｘｔｅｚ（どうするかしらね）

ｔａＬｌｉｓｕＸｇａｊａＺｓａＸ（どうするかしらね）

nｕｘｓｕｚｇａｊａＺＣａｚ（なにをするかしら

ね）

ｎｕＺｓｕＺｇａｊａＺｓａｉ（なにをしましょう

かしらね）

ａ８ｍｉ（か）

相手に尋ね問う意を表わす。

〔うける形式〕

1）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

ｔｉｇａＸｍｉｈａｋｕｍｉ（手紙を書くか）

ｔｉｇａＺｍｉｈａｋａｓｕｍｉ（手紙を書かせる

のか）

2）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

７aｍａｚｊａｎｕｋｕｊｅｘｍｉ（あそこは暖いか）

？aｍｉｚｍｉｇｉｊｅｘｍｉ（雨が降りそうか）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ’ね），ｊａＸ（よ，ね），

CaX（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼

びかけ）などに接する。

？jａＺ９ａｈａｋｕＸｍｉｓａ（君が書くかね）

８，７ｂａｎ（～だね，～だよ，～だよね）

事柄をたしかにそうだと認める意を表わす。

〔うける形式〕

1）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。
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かね）

２）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

？unumid5iZjamuraJeZsami（この

水はきれいかね）

d５ｉＸｈａｋｉ９ｉＪｅＸｓａｍｉ（字を書きそうか

ね）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さよ，ね），ｊａＺ（よ，ね），

Ｓａｉ（目上へのよびかけ）などに接する。

？jａＸｇａｊｕｍｕＸｓａｍｉｓａ（君が読むか

ね）

？ａｒｉＺ９ａ？iｋｕＺｓａｍｉｊａＺ（彼が行く

だろうね）

ｎａＯｇａｊｕｍｉｎＪｅＸｓａｍｉｓａｉ（あな

たがお読みになりますかね）

？jaXhakuZmijaX（君が書くかね）

？aｒｉｘｇａｓｕｚｍｉ９ａｘ（あれがするもの

か）

ｎａｎｇａｍｏｚｊｕｍｉｓａｉ（あなたがいら

っしゃいますか）

８，９ｔｉＺ（～していたか）

相手に尋ね問う。主に現時点より以前におけ

る動作・状態について尋ね問う意を表わす。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

tigaXmihakuztiX（手紙を書いていた

か）

？uｔｔｕｎｅＸｒｕｈａｋａｓｕｔｉＺ（弟に書

かせていたか）

２）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

７ａｍａｚｊａ？auijextiz（あそこは暑か

ったか）

ｎａｍａｋｉｚｇｉＪｅｘｔｉｘ（すぐ来そうであ

ったか）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ'ね），Ｓａｉ（目上への

呼びかけ）などに接する。

？jａｚｗａｋａｉｔｉＺｓａ（君を知っていたか

ね）

ｎａｎｗａｋａｉｂｉＸｔｉＸｓａ（あなたを知っ

ていましたか）

８，１１ｊｅｚ（～でしょう）

「～だから～でしょう」という当然の帰結を

示し，聞手にも強く訴える意を表わす。

［うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

ｒａＸ？ariZga7ikuJeX（ほら，彼がい

くでしょう）

ｒａＺ？uｔｔｕ７ｉｋａｓｕｊｅＺ（ほら，弟を行

かせるでしょう）

２）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

ｍｉ⑪ｉｎｔａｋａＪｅｚＪｅｘ（見ても高いでしょ

う）

？ａｉ？iｚｂａｍａＪＪｅｚＪｅｘ（こういうとう

まくいくでしょう）

ｍｉｒｉＸｂａｊｕｍｉｂｕＪｅＸＪｅＺ（見れば読

みたいでしょう）

〔接する形式〕

８，１０ｓａｍｉ（かね）

念を押すかたちで相手に尋ね問う。

〔うける形式〕

1）動詞および動詞型助動詞の準体形をうける。

?jａＸｇａｊｕｍｕＺｓａｍｉ（君が読むかね）

?jａＸｇａｊｕｍａｓｕｓａｍｉ（君が読ませる
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終助詞ｓａ（さ，よ’ね），ｊａＸ（よ，ね），

Cax（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼

びかけ）などに接する。

ｍｉｒｉＸｂａｗａｋａｉＪｅＺｓａ（見ればわか

るでしょうよ）

ｈａｋｉＸｂａｗａｋａｉＪｅＺｊａＸ(書けばわか

るでしょうね）

ｊｕｍｉＺｂａｗａｋａｉＪｅＺ９ａＸ(読めばわか

るでしょうが）

？iＸｂａｓｕＺＪｅＸｓａｉ（言えばしますか

らね）

２）否定の助動詞をうける。

ｍｉｒｅＸｓａｎｎｉ（見るんじゃないか）

ｍａＪｉｊａ？aｒａｎｎｉ（よいではないか）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ’ね），jaX（よ，ね），

Ｓａｉ（目上への呼びかけ）などに接する。

？ａｍａｎｅＺ？aｒｅＸｓａｎｎｉｓａ（あそこ

にあるんじゃないかね）,

？aｎｔａＺｎｅＸｗｕｒｅＸｓａｎｎｉｊａＺ（あ

れたちのところにいるんじゃないかね）

ｓａｋｉｊａｎｕｍｅｘｓａｎｎｉｓａｉ（酒は

飲むのではないですか）

ａｌ２ｊｉｚ（ね）

聞手の同意を求める意を表わす。

〔うける形式〕

動詞および動詞型助動詞の志向形をうける。

d5izhakaxjix（字を書こうね）

kusazturajix（草を取ろうね）
Ｏ

ｄ５ｉＸｈａｋａｓａｊｉＸ（字を書かそうね）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ’ね），Ｓａｉ（目上への

呼びかけ）などに接する。

d５ｉｘｈａｋａｘｊｉｚｓａ（字を書こうね）

nａＺ７ｉｋａｊｉＸｓａ（もう行こうね）

ｍｉｄ５ｉｎｕｍａＸｊｉＸｓａｉ（水を飲みましょ

うね）

８，１４ｒｏＺ（ぞ，よ）

強調する意を表わす。

［うける形式〕

1）動詞および動詞型助動詞の終止形，命令形

をうける。

d5iZhakunroX（字を書くぞ）

d1BiXhakiroZ（字を書けよ）

?uttu｡§tarakasunroX（弟を働かせ

るぞ）

ｎａｍａ巾atarakaJirox（今働かしなさ
◎

し､よ）

2）形容詞および形容詞型助動詞の終止形をう

ける。

?uriXjatakaJenroZ（これは高いぞ）

?aｍｉｘ巾uｉｇｉＪｅｎｒｏｚ（雨が降りそうだ

ぞ）

３）体言をうける。

ｍａＸｒｏＺ（馬だぞ）

kuruZmaroX（車だぞ）

4）種々の助詞をうける。

準体助詞ｊｉ（の）をうける。

?uｒｉＺｊａｈａｋｕｘＪｉｒｏｘ（これは書くも

８，１３１，ｎｉ（か）

尋ね問う意を表わす。うける形式の末尾がｎ

である場合はｎｉとなり，それ以外の場合はｉ

となる。

〔うける形式〕

1）動詞および動詞型助動詞の接続形をうける。

d５ｉｘｈａｕｉｉ（字を書いたか）

ｔｉｇａＸｍｉｈａｋａｕｉｉ（手紙を書かせたか）
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I土あれまでだぞ）

のaｇｕＸＪｉｊａｔｉＺＵｌｉｎａＺｒｏＺ（配るの

は一つずつだぞ）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ’ね），ｊａＺ（よ，ね），

ＣａＸ（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼

びかけ）などに接する。

d５ｉＺｈａｋｕｎｒｏＸｓａ（字を書くぞ）

d5iXhakunroXjaZ（字を書くぞ）

naX？iｋｕｎｒｏＺＣａＸ（もう行くぞ）

naX？iｋｕｎｒｏＸｓａｉ（もう行きますぞ）

のだぞ）

７uriZjamutbll?iku：ＪｉｒｏＺ（これは

持っていくものだぞ）

並列助詞をうける。

ｎａＯｇｉｓｕＺｊｉｊａ？jａＸｔｕｗａｎｔｕ

ｒｏ（難儀するのは君とぼくとだぞ）

ｓｏＸｔｉ？ｉｋｕＪｉｊａ？uｔｔｕｋａＪｉｄ５ａ

ｋａｒｏＺ（つれていくのは弟か兄かだぞ）

ｎａｍａｈａｒａ？aｇａｉＪｉｊａｓａｋｉｔ９ｋａ

ｔａｂａＸｋｕｔｕｋａｒｏＺ（これから値上りする
。

のは酒とか煙草とかだぞ）

格助詞をうける。

nuDkui？ｊｕ２Ｊｉｊａ？ａｒｉＺｇａｒｏＺ

（いろいろいうのは彼がだぞ）

？aｉｓｕｚＪｉｊａｔｕｉｎｕｒｏＺ（こうす

るのは鶏がだぞ）

？jｕＺＪｉｊａｍｊａｎｅＺｒｏＸ（言うのは

親にだぞ）

ｎａｍａｊａｈａｋｉＸ９ａｒｏＺ（今は書きにだ

ぞ）

ｈａｔａｍｉＺＪｉｊａ７ｊａＸｔｕｒｏＸ（かつぐ

のは君とだぞ）

？ｕｒｉＺｊａ？ujaDgatiroX（これは親

へだぞ）

？uｒｉＺｊａｋｗａＺｈａｒａｒｏＺ（これは子供

からだぞ）

？ａｍａｓｕｊｉｊａ？ｕｔｔｕｊｏＺｋａｎｒｏＺ

（暴れるのは弟よりだぞ）

？ａＪｉｂｕｊｉｊａ巾aｘｎｅｘｔｉｒｏｘ（遊ぶの
’０

は外でだぞ）

？iｋｕｎｒｉｒｏＺ（行くということだぞ）

副助詞をうける。

ｎｕｍｕＪｉｊａｍｉｄ５ｉｂａｋｅＸｒｏＺ（飲む

のは水ばかりだぞ）

ｊｕｂｕＺｊｉｊａ？aｒｉｍａｒｉＺｒｏＺ（呼ぶの

８，１５ｊｏＸ（よ，ね）

表現内容を聞手へやわらかい調子で伝えたり，

訴えたりする意を表わす。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の終止形，命令形，

志向形をうける。

d5iXhakunjoX（字を書くよ）

d５ｉＸｈａｋｉｊｏＺ（字を書けよ）

nａｍａｈａｋａＺｊｏＺ（今書こうよ）

ｍａＸＯｇａｔｉｋａＺｓｕｎｊｏＺ（ここへ来さ

せるよ）

ｍａＺＤｇａｔｉｋａＺｊｉｊｏＺ（ここへ来させ

なさい）

ｍａｚＯｇａｔｉｋａｘｓａｊｏｚ（ここへ来させ

ようよ）

２）形容詞および形容詞型助動詞の終止形をう

ける。

？uriZjatakaJenjoX（これは高い

よ）

？aｒｉＺｇａｈａｋｉｂｕＪｅｎｊｏＺ（彼が書き

たいよ）

３）体言をうける。

？ｕｒｉＺｊａ７ｕｔｔｕｊｏＸ（これは弟だ
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よ）

？ａｒｉＸｊａｗａｔｔａＸＪｉｍａＸｊｏＺ（あ

れは私たちの島だよ）

４）種々の助詞をうける。

準体助詞をうける。

？uriZjamutUli？iｋｕＺＪｉｊｏＸ（これは

持っていくものだよ）

ｎｕｚｇａｒａｊｏｘ（なにかだよ）

並列助詞をうける。

？ｉｋｕＸｊｉｊａ？ａｒｉｔｕｗａｎｔｕｊｏＺ

（行くのはあれと私とだよ）

ｋｅＸＪｉｊａｍａＺｎｕｊａｍＪｉｎｕｊａｊｏＺ

（食うのは馬やら牛やらがだよ）

？ｕｉｊｉｊａｍｕｇｉＺｋａ？ａｗａＺｋａｊｏＸ

（植えるのは麦か粟かだよ）

ｗａｔａｓｕＪｉｊａ⑪ｕＸｊａｒａｎｉＸｊａｒａ

ｊｏＺ（渡すのは人やら荷やらだよ）

？ａｕｉｍａｉｊｉｊａ？uｊａｔｕｋａｂｌｏＸｒｅＺ
ｏ

ｔｕｋａｊｏＸ（集まるのは親とか兄弟とかだよ）
Ｏ

格助詞をうける。

?aｒｉＸｇａｊｏＸ（彼がだよ）

ｔｕｉｎｕｊｏＸ（鶏がだよ）

？ｕｊａｎｅＸｊｏＸ（親にだよ）

ｈａｋｉＺｇａｊｏＸ（書きにだよ）

？uｊａｔｕｊｏＺ（親とだよ）

tugubliOgatijoX（渡久地へだよ）

のaｒｕｈａｒａｊｏＸ（畑からだよ）

ｍａＸｊｏＸｋａｎｊｏＺ（ここよりだよ）

ｔｉｘＪｉｊｏｚ（手でだよ）

巾aｍａｎｅＺｔｉｊｏＸ（浜でだよ）

？iｋｕｎｒｉｊｏＺ（行くということだよ）

副助詞をうける。

mid5ibakexjox（水ばかりだよ）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｊｏＺ（名護までだよ）

ｍｉｄ５ｉｎｉｇａｘｊｏｚ（水などだよ）

sａｋｉｎｒｅＺｊｏＺ（酒などだよ）

?aｎｋｕｒｅＸｊｏＸ（あのぐらだよ）

７ａｎ？aｔａｉｊｏＺ（あのぐらだよ）

ｔｉＺｂｊｉｎａＺｊｏＸ（一つずつだよ）

ｔｉＺｂｌｉｎｂｊａＸｊｏＺ（－つだけだよ）

５）次のように間投助詞的に用いられる。

副助詞をうける。

ｈａｋｕｚｋａｊｏｚｋａｘｎｔａｎ（書くまでね来

なかった）

？uｔｔｕｕｕｎｊｏＸｓｏＺｔｉ７ｉｋａｎ（弟さえね

つれていかない）

tunaijatinjoZ？iｋａｎ（隣でもね行

かない）

係助詞をうける。

？ａｒｉＺｊａｊｏＸｎｏｋｏｉｓａ（あれはね残

るよ）

７ａｒｉＺｎｊｏＸ？ｉｋｕＺｓａ （あれもね行

くよ）

？ａｒｉｒｕｎｊｏｚ？uｂｌ９ｋｉｎｅｘＪｉｍｕｔａＺ

ｍｕ（彼なんぞねおいておけばよかったのだが）

ｗｕｇｉＺｒｕｊｏＺ７ｕｉｒｕ（砂糖きびをね植え

るのだ）

tｕｉｇａｇａｊｏＺｋｅＺｒａ（鶏がね食うのかしら）

接続助詞をうける。

ｈａｋｉＺｂａｊｏＺｍａＪＪｅＺｊｉｇａ（書けばね

いいのだが）

ｈａｋｉｎｅＸｊｏＸｎａｒａｎＪｉｇａ（書くとね

いけないが）

ｈａｋｕＪｉｇａｊｏＸｈａｋａｎｒｉ７ｊｕｎ（書

くのにね書かないという）

ｈａｋｕＸｍｕｎｎｕｊｏＸｈａｋａｎｒｉ？jun

（書くのにね書かないという）

？ｉｋｕｇｕｔｕｉｊｏＸ？ｉｋａｎｒｉ？jun

（行くのにね行かないという）

？ａｒｉＺｇａｈａｋｕＸｔｕｊｏＺ？jａＺｊａＪｉ－
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wattaZteZ（私達だよ）

４）種々の助詞をうける。

準体助詞をうける。

ｈａｋｕＺＪｉｔｅＺ（書くものだよ）

ｎｕＺｇａｒａｔｅＺ（なにかだよ）

並列助詞をうける。

ｋｗａＸｔｕｍａＸｇａｔｕｔｅＸ（子と孫とだよ）

？arinuja巾urinujateZ（あれやら

これやらだよ）

？ａｒｉＸｋａ巾uriXkateZ（あれかこれか

だよ）

ｎｕＺｊａｒａ巾uｉｊａｒａｔｅＸ（なにやらこ

えやらだよ）

？jａｘｔｕｋａｗａｎｔｕｋａｔｅｘ（君とかぼく

とかだよ）

格助詞をうける。

？aｒｉｘｇａｔｅｚ（あれがだよ）

ｔｕｉｎｕｔｅＺ（鶏がだよ）

？ｕｊａｎｅＺｔｅＸ（親にだよ）

ｈａｋｉｚｇａｔｅｘ（書きにだよ）

？uｊａｔｕｔｅＺ（親とだよ）

ｎａｇｕＯｇａｔｉｔｅＸ（名護へだよ）

tugubJiharateZ（渡久地からだよ）

?ａｒｉｊｏＺｋａｎｔｅＸ（彼よりかだ）

kｕｍｉＸＪｉｔｅＺ（米でだよ）

のaｍａｎｅｚｔｉｔｅｚ（浜でだよ）

｡§tarakunriteX（働くということだよ）

副助詞をうける。

mid5ibakeztex（水ばかりだよ）

nagumariZteZ（名護までだよ）

ｓａｋｉｎｉｇａＺｔｅＸ（酒などだよ）

tabakunreXteZ（煙草などだよ）

?aｎｋｕｒｅＺｔｅＺ（あのぐらいだよ）

７ａｎ？ａｔａｉｔｅｘ（あのぐらいだよ）

ｔｉｚｂｌｉｎａｘｔｅｚ（一つずつだよ）

ｍｕＺｓａ（あれが書くからね君はいいよ）

？iｋｉｇａｊｉｎａＸｊｏＺｊｕｉｎ（行きながらね

よる）

？ｉｋｕｎｓａｋｕＸｊａｊｏＺｈｅＺｋｕ？ikeX（行

くのならね早く行きなさい）

ｍｉＵａｎｔｅＸｋａｎｊｏＺｗａｋａｒａｎ（見て

もねわからない）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ’ね），ｊａＺ（よ，ね），

Ｃａ：（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への

呼びかけ）などに接する。

ｈｅＺｋｕ？iｋｉｊｏＺｓａ（早く行けよれ）

７ａｒｉＺｇａ？iｋｕｎｊｏＺｊａＺ（あれが行く

よね）

mand5ihakaxjoxGax（一緒に書こうよ

ね）

７aｒｉＺｇａｈａｋｕｎｊｏＺｓａｉ（彼が書きま

すよ）

８，１６ｔｅＸ（よ，ね）

「～にちがいないよ。きっと～だよ」などの

意も表わし，ある事柄を確定的なこととして推

定し，詠嘆的に聞手へ訴えるはたらきがある。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の終止形をうける。

７aｒｉｘｇａｈａｋｕｎｔｅｘ（あれが書くよ）

？uttuneXhakasunteZ（弟に書かせ

るよ）

２）形容詞および形容詞型助動詞の終止形をう

ける。

？aｒｉＸｊａｔａｋａＪｅｎｔｅｚ（あれは高いよ）

７ａｒｉＺｇａ？iｋｉｂｕｊｅｎｔｅＸ（彼が行きた

いよ）

３）体言をうける。

tａｍｕｎｔｅｚ（薪だよ）
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ぴかけ）などに接する。

？ａｒｉＺｇａ？iｋｕｎｔｅＸｓａ（あれが行くに

ちがいないよ）

７aｒｉＺｇａｈａｋｕｎｔｅＸｊａＺ（あれが書く

にちがいないよ）

？ａｍｉＸｎｕ巾uｉｎｔｅＺ９ａＺ（雨が降るに

ちがいないよ）

ｍｉｄ５ｉｎｕｍｕｎｔｅＸｓａＱｉ（水を飲むにちが

いないよ）

?uｐｐｉｎｂｌａｘｔｅＸ（これぽつちだよ）

ｈａｋｕＸｋａｔｅＸ （書くまでだよ）

？uｊａｕｕｎｔｅＸ（親さえだよ）

bloXreZjatinteX（兄弟でもだよ）

５）次のように係助詞，接続助詞をうけて，間

投助詞的に用いられる。

係助詞をうける。

？jaZjateZwutukeZ（君はね居ておき

なさい）

巾ａｒｕＯｇａｔｉｎｔｅＺ？iｋａｎｓａ（畑

へも行かないよ）

？aｒｉＸｇａｒｕｎｔｅＸｎａｉｎｅＸｊｉｍｕ

Ｊｉｇａ（あれがでもねできるといいのだが）

接続助詞をうける。

ｈａｋｉｂａｔｅＺｍｉＺｎｊｏＺ（書けばね見

るよ）

ｈａｋｉｎｅＸｔｅＺＪｉｍｕｊｉｇａ（書くとねい

いのだが）

ｈａｋｕＪｉｇａｔｅＸｗａｋａｒａｎ（書くけれど

もねわからない）

ｈａｋｕＺｍｕｎｎｕｔｅＸｈａｋａｎｒｉ？』u、

（書くものをね書かないという）

ｈａｋｕＸｇｕｔｕｉｔｅＺｈａｋａｎｒｉ？』u、

（書くのにね書かないという）

ｈａｋｕＺｔｕｔｅＸｍａ川HkeX（書くからね待

っていて）

hakigaJinaxtexnakun（書きながれ泣

く）

ｈａｋｕｎｓａｋｕｚｊａｔｅＸｈｅｚｋｕｈａｋｅｘ（書

くのならね早く書け）

ｈａＵｌａｎｔｅＸｋａｎｔｅＺｗａｋａｒａｎ（書いて

もねわからない）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ’ね），ｊａＸ（よ，ね），

ＣａＸ（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼

８，１７ｎａＸ（か）

やわらかく尋ね問う意を表わす。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の終止形をうける。

？ｊａＸｇａ？ikunnaZ（君が行くか）

？ｊａＺｇａ？ｉｋａｓｕｎｎａ（君が行かせる

か）

２）形容詞および形容詞型助動詞の終止形をう

ける。

？uriXjatakaJennaX（これは高いか）

？ｊａＺｇａ？iｋｉｂｕＪｅｎｎａＺ（君が行きた

いか）

3）体言をうける。

？aｒｉｚｊａｄ５ｉｎａｎｎａ（あれは次男か）

？ｉｋｕＺＪｉｊａ？jａＸｎａ（行くのは君か）

4）種々の助詞をうける。

準体助詞をうける。

7uｒｉｘｊａｈａｋｕｚＪｉｎａ（これは書くも

のか）

?uＵｌ９ｋｕＪｉｊａｔａｋａＪｅＺＪｉｎａ（おい

ておくのは高いものか）

並列助詞をうける。

ｋｗａｉｔｕｈａｍａＸｔｕｎａＸ（鍬と鎌とか）

ｍａＺｎｕｊａ７ｕＪｉｎｕｊａｎａＸ（馬やら牛や

らか）
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？uｔｔｕｋａＪｉｄ５ａｋａｎａＺ（弟か兄かな

のか）

ｋｗａＸｊａｒａｍａＺｇａｊａｒａｎａＸ（子やら

孫やらか）

mugiXtuka？aｗａＸｔｕｋａｎａＸ（麦とか
｡ ◎

粟とかなのか）

格助詞をうける。

？ａｒｉｘｇａｎａｘ（彼力xか）

ｔｕｉｎｕｎａＺ（鳥ｶｮか）

？uｊａｎｅｚｎａＸ（親に力､）

ｈａｋｉｘｇａｎａｚ（書きIこか）

？ｕｊａｔｕｎａＸ（親とか）

ｎａｇｕＤｇａｔｉｎａＺ（名護へか）

tugubIiharanaZ（渡久地からか）

tugutlijoZkannaX（渡久地よりなのか）

ｈａｋｕＪｉｇａｎａＺ（書くけれどもなのか）

ｈａｋｕＺｍｕｎｎｕｎａＺ （書くのに力､）

hakuzgutuinaz（書くのIこか）

haku：ｔｕｎａＺ（書<からか）

hakigaJinaXnaz（書きながらか）

ｈａｎｌａｎｔｅｘｋａｎｎａｚ（書いてもなのか）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ'ね），ＣａＺ（目下への

呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼びかけ）に接す

る。

７ｊａＸｇａ？ｉｋｕｎｎａＸｓａ（君が行くか

ね）

？ａｒｉｘｇａ？iｋｕｎｎａｘＣａｚ（彼が行くも

のか）

？ａｒｉＸｇａ？iｋｕｎｎａＺｓａｉ（彼が行きま

すか）kｕｍｉＸｊｉｎａＺ（米でか）

巾aｍａｎｅＸｔｉｎａｚ（浜でか）

hａｋｕｎｒｉｎａＺ（書くということか）

副助詞をうける.

７ujabakeXnaZ（親ばかりか）

?arimariznax（彼までＭ､）

sａｋｉｎｉｇａｘｎａｚ（酒などをか）

tabakunreXnaX（煙草など左か）

?aｎｋｕｒｅＺｎａＸ（あのぐらいか）

７ａｎ？atainax（あのぐらいか）

tｉｘｕｉｎａｘｎａｚ（一つずつか）

?uppinblaznaX（これぽっちか）

kｅＸｒｕｋａｎａＺ（帰るまでなのか）

ｍｉｄ５ｉｂｌｕｎｎａＸ（水さえもか）

mid5ijatinnaz（水でもか）

係助詞、（も）をうける。

７aｒｉｘｎｎａｘ（あれい､）

接続助詞をうける。

hａｋｉＸｂａｎａｚ（書けばなのか）

hａｋｉｎｅｘｎａｚ（書くとなのか）

８，１８ｓａ（きよ'ね）

断定する意を表わす。また，聞手への呼びか

けも表わす。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の志向形，命令形，

準体形をうける。

mand5ihakaXsa（一緒に書こうよ）

ｈｅＺｋｕｈａｋｅＺｓａ（早く書けよ）

７ａｒｉｘｇａｈａｋｕｘｓａ（あれが書くさ）

ｍａｎｄ５ｉｊｕｍａｘｓａｓａ（一緒に読まそう）

hｅｘｋｕｊａｍａＪｅｘｓａ（早く読ませなさい）

ｎａｍａｊｕｍａｓｕｓａ（今読ませるよ）

2）形容詞および形容詞型助動詞の準体形をう

ける。

?uｒｉＺｊａｔａｋａＪｅＸｓａ（これは高いよ）

７aｒｉＺｇａｊｕｍｉｂｕＪｅＸｓａ（彼が読みたいよ）

3）体言をうける。

７uｒｉｈａｍａｓａ（はい，鎌だよ）
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さ遊ぶよ）

？iｋｕｎｒｉｓａ７ｉＸｓｕＸｒｕ（行くとさ言

うでしょう）

副助詞をうける。

ｍｉｄ５ｉｂａｋｅＸｓａｎｕｍａｒａｎ（水ばか

りさ飲めない）

？ａｒｉｍａｒｉｓａｓｏｘｔｉ？ikex（彼までさ

つれていけ）

７oz｡ａｎｉｇａＺｓａ？uireX（野菜などさ植

えなさい）

ｓａｋｉｎｒｅＺｓａｈｏＸｔｉｋｏＺ（酒などでも買

ってこい）

？aｎｋｕｒｅＸｓａｎａｉｓｕＸｒｕ（あのぐらい

はできる）

？ａ、？ａｔａｉｓａｓａｎｎｅＸｎａｒａｎ

（あのぐらいはしないといけない）

ｔａＸｂｊｉｎａＺｓａｋｉＸｒｅＺ（二つずつさあげ

なさい）

７ｕｐｐｉｎｂｊａＺｓａｔｕｒａｓａｒａｎ（こ

れっぽっちはあげられない）

ｈａｋｕＸｋａｓａｋａＸｎｔａｎ（書くまでね来

なかった）

ｂｌｉｒａｂｊｕｎｓａｍｉＪｉｒａｎ（顔さえね

見せない）

７ujajatinsawakaran（親でもね

わからなかった）

係助詞をうける。

？ｊａＺｊａｓａｗｕｔｕｋｅＸ（君はね居てお

け）

７uriZnsamutLli7ikeX（これもね持っ

ていけ）

？ｕｒｉｒｕｎｓａ？aｉｎｅＸＪｉｍｕｎ（これさ

えねあればよい）

ｔｉｚｒｕｓａｊａｍａｕｅｘｒｕ（手をね痛めた

のだ）

？uri巾ａｉｓａ（はい，針だよ）

４）種々の助詞をうける｡間投助詞的用法である。

準体助詞をうける。

hakuZJisamuthli7ikeZ（書くのさ持

っていけ）

nuXgarasamutUli？iｋｅＸ（なにかをさ
◎

持ってし､け）

並列助詞をうける。

？ｊａｚｔｕｗａｎｔｕｓａ？iｋａｎｎｅｘ

ｎａｒａｎ（君と私とさ行かなければならない）

ｍａＺｎｕｊａ？ｕＪｉｎｕｊａｓａｍａｎｒｉＺｎ

（馬やら牛やらさ多い）

？ｊａＸｋａｗａｎｋａｓａ？iｋａｎｎｅＸ

ｎａｒａｎ（君か私かさ行かなければならない）

ｋｗａＸｊａｒａｍａＺｇａｊａｒａｓａｍａｎｒｉＸｎ

（子供やら孫やらさ多い）

ｔｉＸｔｕｋａ９:ｓａｔｕｋａｓａ？ａｒａｒｅＸＯ ｏ

（手とか足とかさ洗ﾚ､なさし、）

格助詞をうける。

ｗａｎｇａｓａｈａｋｕＸｓａ（私がね善くさ）

ｍａＸｎｕｓａｋｅＸｓｕＸｒｕ（馬がさ食うよ）

？ｕｊａｎｅＸｓａ？jｕｎｊｏＸ（親にさ言うよ）

ｂａｋｉｘｇａｓａ？iｋｕｎｊｏｘ（書きにさ行

くよ）

Ｊｉｄ５ａｔｕｓａ７ｉｋｕｎｊｏＸ（兄とさ行く

よ）

のａｒｕＯｇａｔｉｓａ？iｋｕｎｊｏｘ（畑へさ行

くよ）

巾aｒｕｈａｒａｓａｋｅＸｔｉｋｕｎｊｏＸ（畑から

さ帰ってくるよ）

？uttujoZkansatakaJeZn（弟よりか

さ高い）

ｋｕｍｉＸＪｉｓａｓ１ｋｏｊｕＪｅＺ（米でさ作る
よ）

ｔｕｎａｉｎｅＸｔｉｓａ？aJibunjoZ（隣で
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終止形，ｄｕ係結形，ｇａ係結形などをうける。

d５ｉｘｈａｋａｘｊａｚ（字を書こうね）

d5ixhakexjaz（字を書けよ）

?aｒｉＸｇａｈａｋｕｎｊａＺ（あれが書くね）

d５ｉＺｒｕｈａｋｕＺｒｕｊａＺ（字を書くのだね）

d５ｉＸｇａｈａｋｕＸｒａｊａＸ（字を書くのかしら

れ）

？ｕｔｔｕｎｅＺｈａｋａｓａｊａＸ（弟に書かせ

るね）

？uｔｔｕｎｅＸｈａｋａｊｅＸｊａＸ（弟に書かせ

なさいね）

？aｒｉＺｇａｈａｋａｓｕｎｊａＸ（彼が書かせ

るね）

d５ｉＸｒｕｈａｋａｓｕｒｕｊａＸ（字を書かせる

のだね）

d５ｉＸｇａｈａｋａｓｕｒａｊａＺ（字を書かせる

のかしら）

２）形容詞および形容詞型助動詞の終止形，。ｕ

係結形，ｇａ係結形，理由形などをうける。

７ariZjauuraJenjaX（あれはきれい

だね）

？uriZgaruqjuraJeZrujaX（これが

きれいだよ）

ｎｕＺｇａｇａｂｌｕｒａｊｅＸｒａｊａＸ（なにがき

れいだろうかしらね）

７uriZjatakasanujaZ（これは高くて

ね）

ｔａｂａ２ｋｕｍｋｉｂｕＪｅｎｊａＸ（煙草を吸い
◎

たし､ね）

ｔａｂａＸｋｕｒｕのuｋｉｂｕＪｅＺｒｕｊａＺ（煙草
◎

を吸ﾚ､たし､のだね）

ｔａｂａＺｋｕｇａ巾uｋｉｂｕｊｅＺｒａｊａＺ（煙草
◎

を吸いたし､のかしら）

tabaZku巾uｋｉｂｕｓａｎｕｊａＺ（煙草が吸い
◎

た〈てね）

ｔｉＺｇａｓａｊａｍａＱｌａｒａ （手をね痛めた

のかしら）

接続助詞をうける。

ｈａｋｉＸｂａｓａｗａｋａｊｕｎ（書けばねわかる）

ｈａｋｉｎｅＺｓａｗａｋａｊｕｎ（書くとねわかる）

ｈａｋｕＪｉｇａｓａｗａｋａｒａｎ（書くけれど

もわからない）

haku：ｍｕｎｎｕｓａ？abjlkajunna（書く
ものをね叱るのか）

ｈａｋｕｇｕｔｕｉｓａ？aUikaraOkeZ（書く
◎

のにね叱るな）

ｈａｋｕＸｔｕｓａｊｉｍｕＺｓａ（書くからねい

いさ）

ｈａｋｉｇａＪｉｎａＸｓａｊｕｍｅＸ（書きながらね

読みなさい）

ｈａｋｕｎｓａｋｕＺｊａｊｕｍａＤｋｅＺ（書くのな

らね読むなよ）

ｈａｑｌａｎｔｅＺｋａｎｓａｗａｋａｒａｎ（書いて

もねわからない）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ’ね），ｊａＸ（ね，よ），

ＱａＺ（目下への呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼

びかけ）に接する。

？aｒｉＸｇａｈａｋｕＺｓａｓａ（あれが書くよ

ね）

ｋｕＺｊａ巾aｒｉＺｓａｊａＸ（今日は晴れるよ

ね）

？ａｒｉＸｇａ？ｉｋｕＸｓａＣａＺ（彼が行くよ

ね）

ｗａｎｇａｗｕｉｓａｓａｉＺ（私がいますよ）

８，１９ｊｅＸ（ね，よ）

聞手への呼びかけを表わす。

〔うける形式〕

1）動詞および動詞型助動詞の志向形，命令形，
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３）体言をうける。

？ｕｋｕｓｕＪｉｊａ？jaxjaX（起こすのは
◎

君ね）

７ｕｉＪｉｊａ？umuXjaX（植えるのは芋

よれ）

４）種々の助詞をうける。間投助詞的用法であ

る。

準体助詞をうける。

？uｒｉＸｊａｊｉｋａｉｊｉｊａＸ（これは使うも
◎

のね）

？ａｂＩｉｋａｒａｒｉｘｊｉｊａｔａｚｇａｒａｊａｘ
ｏ

（叱られるのは誰かだね）

並列助詞をうける。

７ａｒｉＺｔｕ７ｕｒｉＸｔｕｊａＸｍｕｔｂｌｉ？ikeX

（あれとこれとね持っていきなさい）

？arinuja巾ｕｒｉｎｕｊａｊａＸ？ｉＺｋａｎ－

Ｊｉｎ（あれやらこれやらね言いたてる）

７ａｒｉｘｋａ？ｕｒｉｚｋａｊａｘｓｏｘｔｉ？ｉｋｅｘ

（あれかこれかねつれていきなさい）

？ａｒｉｊａｒａ巾ｕｒｉｊａｒａｊａＺｍａｎｒｉＸｎ

（あれやらこれやらねたくさんある）

？ａｒｉｔｕｋａ？uｒｉｔｕｋａｊａＺｈｏＺｉｋｕ－
ｏ ｏ

ｒｕｓｕｎ（あれとかこれとかね貢し､続ける）

格助詞をうける。

？aｒｉｘｇａｊａＸｗａｋａｉｓａ（彼がねわか

るさ）

ｍｉｎｌｉＸｎｕｊａＸｗａＪＪｅＸｓａ（道がね悪い

さ）

？ujaneZjaZ？ｊｕＸｓａ（親にね言うよ）

ｍｉＺｇａｊａＸ７ｉｋｕＸｓａ（見にね行くよ）

ｒｕＪｉＺｔｕｊａＸ？aJibun（友とね遊ぶ）

７ｕｍｉＯｇａｔｉｊａＺ？ikun（海へね行く）

ｎａｇｕｈａｒａｊａＸｋｕＺｎ（名護からね来る）

？aｒｉｊｏｘｋａｎｊａｚｂＩｕｘＪｅｎ（あれよりね

強い）

ｋｕｍｉＸＪｉｊａＺｓ９ｋｏｊｕｎ（米でね作る）

tugublineXtijaZ？aXjun（渡久地でね

会う）

wakajunrijaX？jｕＺｓａ（わかるとね

いうよ）

副助詞をうける。

？uttubakeXjaX（弟ばかりね）

ｎａｇｕｍａｒｉＸｊａＺ（名護までね）

ｔａｂａＸｋｕｎｉｇａＸｊａＺ中Vblarajanara

n（煙草などね吸ってはいけない）

ｓａｋｉｎｒｅＺｊａＸｎｕｒａｒａｊａｎａｒａｎ

（酒などね飲んではいけない）

？aｎｋｕｒｅＸｊａＸ（あのぐらいだね）

？aｎ７ａｔａｉｊａｚ（あの程度だね）

ｔｉｘｂｌｉｎａｚｊａｘ（一つずつね）

？uｐｐｉｎＵｊａｘｊａｘ（これぽつちね）

ｊｕｘｋｕｉｒｕｋａｊａｚｋｅｘｒａｎ（日が暮れ

るまでね帰らない）

ｍｉｄ５ｉＵｕｎｊａＸｎｕｍａｓａｎ（水さえね

飲まさない）

？ujajatinjaZmiJiran（親でもね見

せない）

係助詞をうける。

？ａｒｉＸｊａｊａＺ？iｋａｎｒｏＸ（あれはね

行かないよ）

？ａｒｉｘｎｊａｚ？ｉｋａｎｒｏｚ（あれもね

行かないよ）

？ｕｒｉｒｕｎｊａＸｊａｒａｊｉｎｅＺｎａｒａｎ

（これでもね行かせたらいけない）

？uｔｔｕｒｕｊａＺｍｉｕａＸｒｕ（弟をね見たの

だ）

？uｊａｇａｊａＸｍｉｂＩａＸｒａ（親をね見たのか

しら）

接続助詞をうける。

ｈａｋｉｘｂａｊａｘＪｉｍｕｚｓａ（書けばねよ
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いさ）

ｈａｋｉｎｅＺｊａＺｗａｋａｒａｎｒｏＺ（書くと

ねわからないよ）

ｍｉＺｊｉｇａｊａＺｗａｋａｒａｎｓａ（見るけ

れどもねわからないさ）

ｍｉＺｍｕｎｎｕｊａＺｗａｋａｒａｎｓａ（見る

ものをねわからないよ）

ｊａｍｕｇｕｔｕｉｊａＺ？jａｎｓａ（痛いのに

ねいわないよ）

ｗａｎｇａｈａｋｕＸｔｕｊａＸＪｉｍｕＸｓａ（私

が書くからねいいよ）

？iｋｉｇａＪｉｎａＸｊａＸｊｕｒｅＸ（行きながらね

よりなさい）

ｍｉＸｎｓａｋｕＺｊａｊａＸｊｏｎｎａＺｍｉｒｅＸ（見

るのならねゆっくり見なさい）

ｍｉｂＩａｎｔｅＺｋａｎｊａＸｗａｋａｒａｎｓａ

（見てもねわからないよ）

〔接する形式〕

終助詞ｓａ（さ，よ'ね），ＣａＸ（目下への

呼びかけ），Ｓａｉ（目上への呼びかけ）に接す

る。

７aｒｉＸｇａｈａｋｕｎｊａＸｓａ（あれが書くよ

ね）

？aｒｉＺｇａｈａｋｕｎｊａＺＣａＺ（あれが書くよ

もう）

ｎａｍａｍｉＺｎｊａＺｓａｉ（今見ますよ）

d5iZruhakuXruCaX（字を書くのだよ）

曲iＺｇａｈａｋｕＺｒａＣａＺ（字を書くのかしら）

d５ＩｉＺｈａｋａｓａＣａＺ（字を書かそうよ）

d5izhakajezCaZ（字を書かせなさ

いよ）

d５ｉＸｈａｋａｓｕｎ９ａＸ（字を書かせるよ）

d5i：ｒｕｈａｋａｓｕｒｕＱａＺ（字を書かせる

のだよ）

d５ｉＸｇａｈａｋａｓｕｒａ９ａＸ（字を書かせる

のか）

２）形容詞および形容詞型助動詞の終止形，ｄｕ

係結形，ｇａ係結形をうける。

７uriXjanagaJenCaZ（これは長いよ）

？uｒｉｇａｒｕｎａｇａＪｅＺｒｕＣａＺ（これが長

いのだよ）

？uｒｉｇａｇａｎａｇａｊｅｚｒａ９ａＸ（これが

長いのかしら）

ｊａｚＯｇａｔｉｋｅＸｂｕｊｅｎＣａＸ（家へ帰り

たいよ）

ｊａＺＤｇａｔｉｒｕｋｅＸｂｕＪｅＺｒｕＣａＺ（家

へ帰りたいのだよ）

ｊａＸＤｇａｔｉｇａｋｅＺｂｕＪｅＸｒａＧａＸ（家

へ帰りたいのかしら）

３）体言をうける。

ｋｕｒｕＸｍａＱａＺ（車だよ）

７aｍａ９ａｘ（あそこだよ）

４）種々の助詞をうける。間投助詞的用法であ

る。

準体助詞をうける。

７ｕｒｉＸｊａ？uｉＪｉ９ａＺ（これは売るもの

だよ）

ｒａｚｇａｒａＣａｚ（どこかだよ）

並列助詞をうける。

ＪｉｋａｉＪｉｊａｋｗａｉｔｕｈａｍａＺｔｕ
ｏ

Ｃａｘ（使うのは鍬と鎌とだよ）

８，２０Ｇａｚ（目下への呼びかけ）

目下の聞手へはたらきかける意を表わす。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の志向形，命令型，

終止形，ｄｕ係結形，ｇａ係結形をうける。

d5izhakazGaz（字を書こうよ）

d5izhakezCaz（字を書けよ）

d5IiZhakun9aX（字を書くよ）
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なかった）

巾ａｎａＪｉＸＱｊｕｎＣａＸｓａｎ（話さえねしな

い）

ｔａＺｊａｔｉｎＣａＺｓｏＸｔｉ？ikeZ（誰でもね

つれていけ）

係助詞をうける。

？aｒｉＺｊａＣａＺｕｕＺＪｅｎ（あれはね強い）

？ariXn9aZbjuZJen（あれもね強い）

？ａｒｉｒｕｎＣａＺｗａＪｊｉｎｅＸｎａｒａｎ

（あれなんぞね忘れたらいけない）

ｍａｊａｚｎｕｒｕＣａｚｋｅｚｒｕ（猫がね食う

のだ）

ｍａｊａＸｎｕｇａ９ａＺｋｅＸｒａ（猫がね食う

のかしら）

接続助詞をうける。

ｋｉＸｂａＣａＸＪｉｍｕＪｉｇａ（来ればねよい

が）

ｋｉＸｎｅＺＣａＸｎａｒａｎｒｏＺ（来るとね

いけないぞ）

ｍｉＸＪｉｇａＣａＺｗａｋａｒａｎ（見るけれども

ねわからない）

O9tarakuZmunnuCaZ？ａｕｌｋａｊｕｎｎａ

（働くものをね叱るのか）

巾ａｔａｒａｋｕＺｇｕｔｕｉＣａＺ？ａＧｌｉｋａｒａＤｋｅＺ
Ｏ ｏ

（働くのにね叱るな）

ｗａｎｇａ７ｉｋｕＺｔｕ９ａＺｊｉｍｕＺｓａ（私

が行くからねいいよ）

７akkigaJinaXCaZjumaDkeX（歩き

ながらね読むよ）

７ｉｋｕｎｓａｋｕＺｊａＣａＺｈｅｚｋｕ？ikeZ（行

くのならね早く行け）

ｍＭａｎｔｅ２ｋａｎＣａＸｗａｋａｒａｎ（見ても

ねわからない）

［接する形式〕

終助詞ｊａｘ（よ，ね）に接する。

？ａｒｉｎｕｊａ巾ｕｒｉｎｕｊａ９ａＸ？iuuna-

sanu（あれやらこれやら忙しくて）

ｍｕｇｉＸｋａ？ａｗａＺｋａＣａＸ？ｕｉｒａｎ

ｎｅｘｎａｒａｎ（麦か粟かね植えなくてはなら

ない）

ｋｗａＸｊａｒａｍａＸｇａｊａｒａ９ａＸ？ad5i-

kirarizn（子やら孫やらあづけられる）

ｔｉＺｔｕｋａ９ｉｓａｔｕｋａＣａ２？ａｒａｒｅＺ
ｏ ｏ ｏ

(手とか足とか洗ﾚ､なさし、）

格助詞をうける。

?ｕｔｔｕｇａ９ａＺ（弟がだよ）

ｍａＺｎｕＣａＸ（馬がだよ）

?ujaneXCaX（親にだよ）

ｔｕｉｇａＣａＺ（取りにだよ）

?uｊａｔｕ９ａｘ（親とだよ）

naguDgatiCaZ（名護へだよ）

巾aｒｕｈａｒａＣａｘ（畑からだよ）

bloxrezjozkan9aX（兄弟よりだよ）

ｔｉＸｊｉＧａｚ（手でだよ）

oａｍａｎｅｚｔｉＣａｚ（浜でだよ）

jｕｍｕｎｒｉＣａＺ（読むということだよ）

副助詞をうける。

?juXbakeZCaX（魚ばかりだよ）

巾arumariXGaX（畑までだよ）

ｐｉＸｎｉｇａＺＧａＺｍｕｔａｒａｒａｊａｎａｒａ

ｎ（火などねもてあそんではいけない）

？ｕｍｉｎｒｅＺＣａＺ？ｉｄ５ａＺｒａｊａｎａｒａｎ

（海などね行ってはいけない）

GjirakureZGaX？arareZ（顔などね洗

いなさい）

？ａｎ？atai9az（あのぐらいだよ）

ｔｉｚｕｌｉｎａｘｃａｚ（一つずつだよ）

７uｐｐｉｎｕａｘＣａｚｈｏｘｒａｒｉｘｎｎａ（こ

れぽっちね買えるか。買えないという意）

ｈａｋｕＸｋａＰａｚｋａＸｎｔａｎ（書くまでね来
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４）種々の助詞をうける。間投助詞的用法であ

る。

準体助詞をうける。

７uｒｉＸｊａｈａｋｕＺｊｉｓａｉ（これは書く

ものです）

?ｕｒｉＸｊａ？uｋｕｉＪｉｓａｉ（これは送る

ものです）

７aｒｉｚｔｕｍｒｉＸｔｕｓａｉ（あれとこれ

とです）

ｊｉｋａｎａｉＪｉｊａ７ｗａＺｎｕｊａｐｉＸｄ５ａＸ
ｏ

ｎuｊａｓａｉ（飼うのは豚やら山羊やらです）

ｓｏＸｔｉ？ｉｋｕＪｉｊａ７ａｒｉＺｋａ？uｒｉＸ

ｋａｓａｉ（つれていくのはあれかこれかです）

？ａｒａｉＪｉｊａ？uｍｕＸｊａｒａｒｅＺｋｕｎｉ

ｊａｒａｓａｉ（洗うのは芋やら大根やらです）

Ｊｉｋａｉｊｉｊａ？ｏＸｒａｔｕｋａｈａｍａｔｕ－
ｏ ｏ Ｏ

ｋａｓａｉ（使うのは番とか鎌とかです）

ｔｉｒａｎｕｔｉＸｎＣａＸｊａＺ（太陽が輝るよ

れ）

ｎａｍａｊｕｍｕｎＱａＸｊａＸ（今読むよね）

８，２１Ｓａｉ（目上への呼びかけ）

目上の聞手へはたらきかける意を表わす。

［うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の志向形，命令形，

終止形，ｄｕ係結形，ｇａ係結形をうける。

d5iZhakaZsai（字を書きましょう）

nａｍａｈａｋａｓａｉ（今書きます）

d５ｉＺｒｕｈａｋｕＸｒｕｓａｉ（字を書くのです）

d5IiZgahakuZrasai（字を書くのかしら）

d5iXhakjabirasai（字を書きましょう）

d5iZhakinsoXreXsai（字をお書きにな

って下さい）

d５ｉＺｈａｋｉｎｓｏＸｊｕｎｓａｉ（字をお書きにな

ります）

２）形容詞および形容詞型助動詞の終止形,ｄｕ

係結形，ｇａ係結形をうける。

？ａｍａＸｊａ？aｕｉＪｅｎｓａｉ（あそこは暑い
Ｏ

です）

？ａｍａｚｒｕ？aUliJeZrusai（あそこが暑
◎

し､のです）

？ａｍａＺｇａ？aｂｌｉｊｅＺｒａｓａｉ（あそこが暑
◎

し､のかしら）

？aｍａＯｇａｔｉ７ｉｋｉｂｕＪｅｎｓａｉ（あそこ

へ行きたいです）

７ａｍａＯｇａｔｉｒｕ？ｉｋｉｂｕＪｅＺｒｕｓａｉ

（あそこへ行きたいのです）

？ａｍａＯｇａｔｉｇａ？ｉｋｉｂｕＪｅＺｒａｓａｉ

（あそこへ行きたいのかしら）

３）体言をうける。

ｋｕｒｕＺｍａｓａｉ（車です）

ｔｕｄ５ｉｓａｉ（妻です）

格助詞をうける。

？aｒｉｇａｓａｉ（彼がです。「誰が行くのか」

の問いに対して）

ｔｕｉｎｕｓａｉ（鳥がです。「なにが食うの

か」の問いに対して）

？uｊａｎｅＺｓａｉ（親にでず。「誰に言うのか」

の問いに対して）

ｍｉＺｇａｓａｉ（見にでず。「どこへ」の問

いに対して）

７uｊａｔｕｓａｉ（親とです。「誰と」の問い

に対して）

７ujaDgatisai（親へです。「誰へ」の

問いに対して）

７ｕｊａｈａｒａｓａｉ（親からです。「誰から」

の問いに対して）

ｕｏＺｒｅＸｊｏＸｋａｎｓａｉ（兄弟よりです。雛

より」の問いに対して）
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７usuXJisai（海水でです。「なにで」

の問いに対して）

巾aｒｕｎｅＺｔｉｓａｉ（畑でです。「どこで」

の問に対して）

ｈａｋｕｎｒｉｓａｉ（書くということです）

副助詞をうける。

ｋｉＺｂａｋｅＸｓａｉ（木ばかりです）

jaXmariXsai（家までです）

ｋｏＸｊｕＸｎｉｇａＺｓａｉ（鯉なんぞです）

bｊａｚｎｒｅｘｓａｉｎｕｍｉｎｓｏｘｒｅｘ（お茶で

も飲んで下さい）

７aｎｋｕｒｅＸｓａｉ（あのぐらいです）

?ａｎ？ataisai（あの程度です）

ｔａＸＱｊｉｎａＺｓａｉ（＝っずつです）

？uｐｐｉｎｕａＺｓａｉ（これぽつちです）

ｊｕｘｋｕｉｒｕｋａｓａｉ（日が暮れるまでです）

bloXreXblunsai（兄弟さえです）

bloXreZjatinsai（兄弟でもでず）

係助詞をうける。

？aｒｉｚｊａｓａｉｎａｒａｎＪｉｇａ（あれIま

です，だめですよ）

？aｒｉＸｎｓａｉ（あれもです）

？ａｒｉｒｕｎｓａｉｗａｊＪｉＸｎｅｘｎａｒａｎ

（あんなんぞです，忘れるといけない）

接続助詞をうける。

ｈａｋｉＸｂａｓａｉＪｉｍａｂｉＸＪｉｇａ（書け

ばです,いいのですが）

ｈａｋｉｎｅＸｓａｉｎａｉｂｉｒａｎＪｉｇａ

（書くとでず，いけませんが）

ｍｉＺＪｉｇａｓａｉｗａｋａｉｊａｂｉｒａｎ（見

るけれどもです，わかりません）

hakuxmunnusaiJimizrusuzru（書

<ものをです，いいじゃありませんか）

nakuXtusaimatUI9kinsoZreX（泣

くからですね，待っていて下さい）

?akkigaJinaZsaiのanaJiXJinsoX-

rez（歩きながらですね，話して下さい）

ｍｏｘｊｕｎｓａｋｕｘｊａｓａｉｈｅｚｋｕｍｏｚｒｅｘ

（いらっしゃるならですね，早くいらして下さ

い）

ｍｉｂｌａｎｔｅＺｋａｎｓａｉｗａｋａｉｊａｂｉｒａｎ

（見てもですね，わかりません）

〔接する形式〕

他の終助詞には接しえない。

８，２２ｂａ（感動を伴って聞手へ訴える）

軽い驚き，または感動を伴って，聞手へはた

らきかける。

〔うける形式〕

１）動詞および動詞型助動詞の志向形，命令形，

終止形，ｄｕ係結形,ｇａ係結形などをうける。

JlkumisaXba（仕事しようよ）

JlkuxbIiJe：ｂａ（仕事しなさいよ）

jlkuX⑪ｉｓｕｎｂａ（仕事するよ）

｡§tａｒａｋｉｘｒｕｓｕｚｒｕｂａ（働くのだよ）

巾atarakiZgasuXraba（働くのかしら）Ｏ

ｍａＸＯｇａｔｉｋａＺｓａｂａ（ここへ来させ

ようよ）

ｍａＺＤｇａｔｉｋａＺＪｅＸｂａ（ここへ来させ

なさいよ）

ｍａＺＯｇａｔｉｋａＸｓｕｎｂａ（ここへ来させ

るよ）

ｍａｘＯｇａｔｉｒｕｋａｘｓｕｒｕｂａ（ここ

へ来させるのだよ）

ｍａＸＤｇａｔｉｇａｋａＸｓｕｒａｂａ（ここへ

来させるのかしら）

２）形容詞および形容詞型助動詞の終止形,ｄｕ

係結形，ｇａ係結形をうける。

ｍｉｂｌｉＸｎｕｂｌｕｒａＪｅｎｂａ（道がきれいだ

よ）
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ｍｉｂｌｉＸｒｕｕｕｒａｊｅＺｒｕｂａ（道がきれい

なのだよ）

ｍｉＵｌｉＸｇａｔｌｕｒａｊｅＸｒａｂａ（道がきれい

なのかしら）

ｔｉｇａＸｍｉｈａｋｉｂｕＪｅｎｂａ（手紙を書き

たいよ）

ｔｉｇａＺｍｉｒｕｈａｋｊｂｕＪｅＺｒｕｂａ（手紙

を書きたいのだよ）

ｔｉｇａＸｍｉｇａｈａｋｉｂｕＪｅＺｒａｂａ（手紙

を書きたいのかしら）

３）体言をうける。

？ｕｒｉＺｊａ？jaXJikuZbliba（これは君
◎

の仕事だよ）

？aｔｂｊａＸｊａｎａｇｕｂａ（明日は名護だよ）

４）種々の助詞をうける。問投助詞的用法であ

る。

準体助詞をうける。

？ｕｒｉＺｊａｈａｊａｓｕＪｉｂａ（これは運ぶ

ものだよ）

ｒａｘｇａｒａｂａ（どこかだよ）

並列助詞をうける。

ｎｏｋｏｉｊｉｊａ？ｊａＺｔｕｗａｎｔｕｂａ

（残るのは君と私とだよ）

ｈａｊａｓｕｌｉｊａＪｉｎａｎｕｊａｂｕｂｕＺｒｕ

ｎｕｊａｂａ（運ぶのは砂やら砂利やらだよ）

ｎｏｋｏｉｊｉｊａ？ｊａｘｋａｗａｎｋａｂａ

（残るのは君か私かだよ）

？ｕｒｉｋｅＺｊｉｊａ７ｗａＺｊａｒａｐｉＺｄ５ａＸ

ｊａｒａｂａ（これを食うのは豚やら山羊やらだ

よ）

ＪｉｋａｎａｉＪｉｊａｍａＺｔｕｋａ？ｕＪｉｔｕｋａ
ｏ ｏ ｏ

ｂａ（飼うのは馬とか牛とかだよ）

格助詞をうける。

？aｒｉｚｇａｂａ（彼がだよ・「誰が」の問い

に対して）

ｔｕｉｎｕｂａ（鳥がだよ･「なにが」の問い

に対して）

７uｊａｎｅＺｂａ（親にだよ・「誰に」の問い

に対して）

ｍｉｘｇａｂａ（見にだよ･「なにしに」の問

いに対して）

７uｊａｔｕｂａ（親とだよ･「誰と」の問い

に対して）

？uｊａＤｇａｔｉｂａ（親へだよ･「誰へ」の問

いに対して）

tugutjiharaba（渡久地からだよ。「ど

こから」の問いに対して）

ＪｉＺｋｗａＷｕｉｊｏＸｋａｎｂａ（西瓜よりだよ。

「なにより」の問いに対して）

ｈａｍａＸＪｉｂａ（鎌でだよ。「なにで」の問

いに対して）

ｊａｚｎｅｘｔｉｂａ（家でだよ。「どこで」の

問いに対して）

？ｉｋｕｎｒｉｂａ（行くということだ）

副助詞をうける

ｊａｍａｂａｋｅｘｂａ（山ばかりだよ）

？uttumariZba（弟までだよ）

ｕｕＸｎｉｇａＸｂａ？atllkatarajanara

n（他人なんぞをね，叱ったらいけない）

ｔａｂａｋｕｎｒｅＸｂａ巾9ｈｌａｒａｊａｎａｒａｎ

（煙草などね，吸ってはいけない）

？aｎｋｕｒｅＸｂａ（あの程度だよ）

？a、？aｔａｉｂａ（あのぐらいだよ）

ｔａｚｂｌｉｎａｚｂａ（二つずつだよ）

？uppinblaZba（これぽつちだよ）

ｔｕｄ５ｕｍｉｒｕＺｋａｂａｋａＺｎｔａｎ（仕上げ

るまで来なかった）

ｔｕｎａｉＧｌｕｎｂａ（隣さえだよ）

ｔｕｎａｉｊａｔｉｎｂａ（隣でもだ）

係助詞をうける。
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？jａＺｊａｂａｗｕｒｅＸ（君はね，いなさい）

？jａｚｎｂａｗｕｒｅｘ（君もね，いなさい）

？ａｒｉｒｕｎｂａｊａｒａｊｉｎｅＺｎａｒａｎ

（あれなんぞね，行かせたらいけない）

ｄ５ｉＸｒｕｂａｈａｋｕＺｒｕ（字をね，書くの

だ）

ｄ５ｉｚｇａｂａｈａｋｕｘｒａ（字をね，書くの

かしら）

接続助詞をうける。

ｍｉｒｉＺｂａｂａｗａｋａｊｕｓａ（見ればね，

わかるさ）

ｍｉＸｎｅＺｂａｗａｋａｊｕｓａ（見るとね，わ

かるさ）

ｍｉＺＪｉｇａｂａｗａｋａｒａｎ（見るけれども

ね，わからない）

ｍｉＸｍｕｎｎｕｂａｍｉｒａｎｒｉ？』u、

（見るものを見ないという）

ｋｅＺｇｕｔｕｉｂａｋａＺｎｒｉ７ｊｕｎ（食う

のにね，食わないという）

？ａｒｉＸｇａ７ｉｋｕＸｔｕｂａ？jａＸｊａｊｉ－

ｍｕＺｓａ（あれが行くからね君はいいよ）

ｊｕｍｉｇａＪｉｎａＸｂａｈａｋｅＺ（読みながらね

書きなさい）

ｈａｋｕｎｓａｋｕＺｊａｂａｈｅＸｋｕｈａｋｅＸ（書

くのならね早く書きなさい）

mib『aｎｔｅＺｋａｎｂａｗａｋａｒａｎ（見ても

ねわからない）

終助詞をうける。

ｎａｍａ？iｋｕｎｂａＺｂａ（今行くわけよ）

ｎａｍａ？iｋｕＪｉｇａｂａ（今行くのにね）

ｎａｍａ？ｉｋｕｚｍｕｂａ（今行くものをね）

ｎａｍａ？iｋｕＸｎａｂａ（今行くなよ）

ｔａｎｇａ？ｉｋｕｇａｂａ（誰が行くのか

ね）

？ａｒｉＸｇａ？ｉｋｕｂａｎｂａ（あれが行く

よ'まら）

？ａｒｉＸｇａ？iｋｕｎｒｏＸｂａ（あれが行く

ぞほら）

７aｒｉＺｇａｓｕｎｊｏＺｂａ（彼がするよね）

ｎａｍａ？iｋｕｎｔｅＺｂａ（今行くよね）

？aｒｉＸｇａｈａｋｕＸｓａｂａ（あれが書くよ）

？aｒｉＸｇａ７ｉｋｕｎＧａＸｂａ（あれが行くよ）

〔接する形式〕

他の終助詞には接しえない。
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